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○長久手市の男女共同参画を推進する条例

平成２１ 年３ 月３ １ 日

条例第１ 号

目次

前文

第１ 章 総則（ 第１条―第７条）

第２ 章 権利侵害の禁止等（ 第８ 条・ 第９条）

第３ 章 基本的施策（ 第１０条―第２ ０ 条）

第４ 章 男女共同参画審議会（ 第２ １ 条）

第５ 章 その他（ 第２ ２ 条）

附則

男女は、 個人として尊重され、 法の下に平等であることが日本国憲法におい

て保障されています。

長久手市では、 男女が性別にとらわれず個性と能力を発揮し、 利益と責任を

分かち合えるまちづく りを進めてきました。 これは、 国が制定した男女共同参

画社会基本法の理念を踏まえるとともに、 国際社会の動きとも協調した取組で

す。

しかし、 男女の役割を固定的にとらえる意識や社会慣行は、 今なお根強く 残

っており、 真の男女平等の達成には、 まだ多く の課題があります。 すべての市

民が、 なかでも次代を担う子どもたちが夢と希望をもって生き生きと暮らせる

よう、 市、 市民、 事業者及び教育関係者が協働し、 これからも力強く まちづく

りを進めていく ことが必要です。

私たちは、 男女の人権が尊重され、 かつ、 社会情勢の変化に対応することが

できる豊かで活力ある男女共同参画社会の実現に向けた取組を推進するため、

この条例を制定します。

第１ 章 総則

（ 目的）
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第１ 条 この条例は、男女共同参画の推進に関し、基本理念を定め、市、市民、

事業者及び教育関係者の責務を明らかにするとともに、 市の男女共同参画の

推進に関する施策の基本となる事項を定め、 これを総合的かつ計画的に推進

し、 市、 市民、 事業者及び教育関係者が協働して取り組むことにより、 男女

が自立し、 尊重し合い、 幸せに暮らせる社会を実現することを目的とする。

（ 定義）

第２ 条 この条例において、 次の各号に掲げる用語の意義は、 当該各号に定め

るところによる。

(1) 男女共同参画 男女が社会の対等な構成員として、自らの意思によって

家庭、 地域、 学校、 職場その他の社会のあらゆる分野（ 以下「 社会のあら

ゆる分野」 という。 ） における活動に参画する機会が確保され、 もって男

女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、

かつ、 共に責任を担うことをいう。

(2) 市民 市内に住所を有する者及び市内に通勤又は通学する者をいう。

(3) 事業者 市内において営利、非営利を問わず事業活動を行う個人及び法

人をいう。

(4) 教育関係者 市内においてあらゆる教育又は保育に携わる者をいう。

(5) ドメスティ ック・ バイオレンス 配偶者若しく は恋人等親密な関係にあ

る、 又は親密な関係にあった異性から振われる身体的又は精神的な苦痛を

与えられる暴力的行為をいう。

(6) セクシュアル・ ハラスメント 性的な言動により相手の生活環境を害す

ること又はその相手に不利益を与えることをいう。

(7) 積極的改善措置 社会のあらゆる分野における活動に参画する機会に

係る男女間の格差を改善するため必要な範囲内において、 男女のいずれか

一方に対し、 当該機会を積極的に提供することをいう。

（ 基本理念）

第３ 条 男女共同参画は、 次の各号に掲げる基本理念に基づいて、 推進されな
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ければならない。

(1) 男女の個人としての尊厳が重んじられること、男女が直接的であるか間

接的であるかを問わず性別による差別的取扱いを受けないこと、 男女が個

人として能力を発揮する機会が確保されること、 女性に対する暴力が根絶

されることその他の男女の人権が尊重されること。

(2) 性別による固定的な役割分担等に基づく 社会における制度又は慣行が、

男女の社会における活動の自由な選択に対して影響を及ぼすことのないよ

う配慮されること。

(3) 男女は、社会の対等な構成員として、市の政策又は民間の団体における

方針の立案及び決定に、 男女が共同して参画する機会が確保されること。

(4) 家族を構成する男女が、相互の協力と社会の支援の下に、子育て、家族

の介護その他の家庭生活における活動及び職業生活と地域生活等社会にお

ける活動に対等に参画することができるように配慮されること。

(5) 男女共同参画は、 国際的協調の下に推進されること。

（ 市の責務）

第４ 条 市は、 前条に定める基本理念（ 以下「 基本理念」 という。 ） にのっと

り、男女共同参画の推進に関する施策（ 積極的改善措置を含む。以下同じ。）

を総合的に策定し、 及び実施しなければならない。

２ 市は、 市民、 事業者及び教育関係者と協働して男女共同参画の推進に取り

組まなければならない。

３ 市は、 率先して男女共同参画を推進しなければならない。

（ 市民の責務）

第５ 条 市民は、 基本理念にのっとり、 社会のあらゆる分野において、 積極的

に男女共同参画を推進するよう努めなければならない。

（ 事業者の責務）

第６ 条 事業者は、 基本理念にのっとり、 その事業活動を行うに当たっては、

男女が共同して参画することができる体制の整備に積極的に取り組むよう努
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めなければならない。

２ 事業者は、 市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力するよう

努めなければならない。

（ 教育関係者の責務）

第７ 条 教育関係者は、 基本理念にのっとり、 教育及び保育の場において、 男

女共同参画の推進に配慮した教育及び保育を行うように努めなければならな

い。

２ 教育関係者は、 市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力する

よう努めなければならない。

第２ 章 権利侵害の禁止等

（ 性別による権利侵害の禁止）

第８ 条 何人も、 社会のあらゆる分野において、 次の各号に掲げる行為を行っ

てはならない。

(1) 性別による差別的取扱い

(2) ドメスティ ック・ バイオレンス

(3) セクシュアル・ ハラスメント

（ 公衆に表示する情報に関する配慮）

第９ 条 何人も、 公衆に表示する情報において、 性別による固定的な役割分担

並びに異性に対する暴力的行為及び性的いやがらせを助長し、 又は連想させ

る表現及び過度の性的な表現を行わないよう 努めなければならない。

第３ 章 基本的施策

（ 基本計画）

第１ ０条 市は、 男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進

するため、 男女共同参画に関する基本計画（ 以下「 基本計画」 という。 ） を

策定しなければならない。

２ 市は、 基本計画を定めるに当たっては、 あらかじめ、 長久手市男女共同参

画審議会の意見を聴かなければならない。
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３ 市は、 基本計画を定めるに当たっては、 市民、 事業者及び教育関係者の意

見を反映することができるよう努めなければならない。

４ 市は、基本計画を定めたときは、速やかにこれを公表しなければならない。

５ 前３ 項の規定は、 基本計画の変更について準用する。

（ 積極的改善措置）

第１ １条 市は、 社会のあらゆる分野における活動において、 男女間に参画す

る機会の格差が生じている場合は、 市民、 事業者及び教育関係者と協力し、

積極的改善措置を講ずるよう努めなければならない。

（ 実施状況の公表）

第１ ２条 市は、 毎年、 男女共同参画の推進状況及び男女共同参画の推進に関

する施策の実施状況を明らかにする報告書を作成し、 及び公表しなければな

らない。

（ 性と生殖に関する健康と権利）

第１ ３条 市は、 性と生殖に関する健康と権利が十分に尊重されるように、 情

報の提供その他の必要な支援を行うよう努めなければならない。

（ 雇用の分野における男女共同参画の推進）

第１ ４条 市は、 雇用の分野における男女共同参画を推進するため、 事業者に

情報の提供その他の必要な支援を行うよう努めなければならない。

２ 市は、 必要があると認めるときは、 事業者に男女共同参画の推進に関する

調査について協力を求めることができる。

（ 家庭生活と職業生活等との両立支援）

第１ ５条 市は、 男女が共に協力し、 子育て、 家族の介護その他の家庭生活に

おける活動と職業生活と地域生活等における活動を両立することができるよ

う、 必要な支援を行うよう努めなければならない。

（ 教育及び学習の支援）

第１ ６条 市は、 男女共同参画について理解が深まるように、 幼児期からの学

習を支援するとともに、 学校教育、 家庭教育その他の教育において、 必要な
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措置を講ずるよう努めなければならない。

（ 国際的協調）

第１ ７条 市は、 国際的な理解及び協調の下に男女共同参画を推進するため、

市民と外国人との交流の促進、 国際的な情報の収集その他の必要な措置を講

ずるものとする。

（ 調査研究）

第１ ８条 市は、 男女共同参画の推進に必要な調査、 研究及び情報の収集を行

わなければならない。

（ 施策に対する意見及び人権侵害の申出等）

第１ ９条 市民、 事業者及び教育関係者は、 市が実施する男女共同参画の推進

に関する施策又は男女共同参画に影響を及ぼすと認められる施策についての

意見を市長に申し出ることができる。

２ 市民は、 男女共同参画の推進を阻害する要因によって人権を侵害された場

合には、 市長にその旨を申し出ることができる。

３ 市長は、 前２ 項の規定による申出があったときは、 長久手市男女共同参画

審議会に報告するとともに、 適切な処理に努めなければならない。

（ 活動拠点）

第２ ０条 市は、 市民、 事業者及び教育関係者の男女共同参画の推進に関する

取組を支援するため、 活動拠点の整備に努めるものとする。

第４ 章 男女共同参画審議会

（ 男女共同参画審議会）

第２ １条 男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するた

め、 長久手市男女共同参画審議会（ 以下「 審議会」 という。 ） を置く 。

２ 審議会は、 市長の諮問に応じ、 基本計画の策定及び変更その他男女共同参

画の推進に関する重要事項を調査し、 又は審議する。

３ 審議会は、 前項の規定により調査し、 又は審議した事項に関しては、 市長

に意見を述べることができる。
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４ 審議会は、 委員１ ０人以内で組織する。

５ 委員の任期は、 ２ 年とする。 ただし、 委員が欠けた場合における補欠の委

員の任期は、 前任者の残任期間とする。

６ 委員は、 再任することができる。

７ 前各項に定めるもののほか、 審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、

規則で定める。

第５ 章 その他

（ 委任）

第２ ２条 この条例に定めるもののほか、 この条例の施行について必要な事項

は、 市長が別に定める。

附 則

（ 施行期日）

１ この条例は、 平成２１ 年４ 月１ 日から施行する。

（ 経過措置）

２ この条例の施行の際現に定められている第２ 次長久手町男女共同参画プラ

ンは、 第１ ０ 条第１項の規定により定められた基本計画とみなす。

（ 長久手町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正）

３ 長久手町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

（ 昭和３ ６ 年長久手村条例第２ 号） の一部を次のように改正する。

〔 次のよう〕 略
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○長久手市男女共同参画審議会規則

平成２１ 年３ 月３ １ 日

規則第６ 号

改正 平成２ ４ 年３月２ ３ 日規則第１ ３ 号

平成２５ 年６ 月２ １日規則第３ ３ 号

（ 趣旨）

第１ 条 この規則は、 長久手市の男女共同参画を推進する条例（ 平成２ １年長

久手町条例第１ 号） 第２ １ 条第７ 項の規定に基づき、 長久手市男女共同参画

審議会（ 以下「 審議会」 という。 ） の組織及び運営に関する事項を定めるも

のとする。

（ 委員）

第２ 条 審議会の委員は、 市民、 学識経験のある者その他市長が必要と認める

者のうちから、 市長が委嘱する。

（ 会長及び副会長）

第３ 条 審議会に会長及び副会長を各１ 人置く 。会長は委員の互選により定め、

副会長は委員の中から会長が指名する。

２ 会長は、 審議会を代表し、 会務を総理する。

３ 副会長は、 会長を補佐し、 会長に事故があるとき、 又は会長が欠けたとき

は、 その職務を代理する。

（ 会議）

第４ 条 審議会は、 会長が招集する。

２ 審議会の議長は、 会長をもって充てる。

３ 審議会は、 委員の過半数の出席がなければ会議を開く ことができない。

４ 審議会の議事は、 出席した委員の過半数でこれを決し、 可否同数のときは

議長の決するところによる。

（ 庶務）

第５ 条 審議会の庶務は、 く らし文化部たつせがある課において処理する。
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（ 平２４ 規則１ ３ ・ 平２ ５ 規則３ ３ ・ 一部改正）

（ その他）

第６ 条 この規則に定めるもののほか、 審議会の運営に関し必要な事項は、 会

長が審議会に諮って定める。

附 則

この規則は、 平成２１年４ 月１ 日から施行する。

附 則（ 平成２ ４ 年規則第１３ 号） 抄

（ 施行期日）

１ この規則は、 平成２４ 年４ 月１ 日から施行する。

附 則（ 平成２ ５ 年規則第３３ 号）

この規則は、 平成２５年７ 月１ 日から施行する。
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長久手町男女共同参画プラン 

第二次長久手町男女共同参画プラン

長久手町の  男女共同参画を  推推すす条条の  施施 

第１次長久手町男女共同参画基本計画 
（第二次長久手町男女共同参画プラン）

市市施施 

長久手市男女共同参画基本計画

2017201720172017

（長久手市ＤＶ防止基本計画を含む）

第 条第10 １項に基づづ 「第１次長久手町  男女共同参画基本計画」に位位づづ 

H15.３  H20.３  H21.４  H24.１  H25.３  

第第第第第第第１１１１１１１章章章章章章章 計計計計計計計画画画画画画画策策策策策策策定定定定定定定ののののののの趣趣趣趣趣趣趣旨旨旨旨旨旨旨ととととととと背背背背背背背景景景景景景景
１  計画策定の趣旨と 背景 

本市では、 男性と 女性が性別にと らわれず能力を発揮し 、 互いを尊重し つつ責任を分かち合えるまちづく り を、市民・ 学校・ 企業・ 行政など市全体で進めていく ための指針と し て、2003 年（ 平成 15 年） ３ 月に「 明日へ未来へ Ｎ プラン～長久手町男女共同参画プラン～」 を策定し まし た。2008 年（ 平成 20 年） ３ 月には、 その改定版である「 第二次長久手町男女共同参画プラン」 を策定し 、 さ らに、 2009 年（ 平成 21 年） ４ 月には「 長久手町の男女共同参画を推進する条例」 を施行し 、 それに伴い「 第二次長久手町男女共同参画プラン」 を「 第１ 次長久手町男女共同参画基本計画」 に位置づけるなど、 男女共同参画社会の実現に向け、 意識の啓発や各種施策の計画的な推進を図ってきまし た。 2012 年（ 平成 24 年） １ 月には市制が施行さ れ、 市の活性化に向けた男女共同参画の取組の一層の強化が求められています。  この間、 全国的に少子高齢化や家族形態の多様化、 雇用・ 就業環境の変化などが進み、 社会情勢が大きく 変化し てきまし た。 男女共同参画については、 2006 年（ 平成 18 年） ６ 月に「 雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律」、2007 年（ 平成 19 年） ７ 月に「 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（ 以下「 Ｄ Ｖ 防止法」 と いう ）」 の改正がなさ れ、 さ らに 2009 年（ 平成 21 年） ６ 月には「 育児休業、 介護休業等育児又は家族介護を行う 労働者の福祉に関する法律」 の一部改正がなさ れるなど、 法律や制度面で男女共同参画を推進するための基盤は整備さ れつつあり ます。 し かし 、 人々の意識や生活の中では、 固定的な性別役割分担意識が依然と し て残っており 、 なお一層の意識改革が必要な状況にあり ます。  こう し た流れを踏まえ、 これまでの取組の成果や課題を継承し つつ、 社会情勢の変化などに対応する取組を盛り 込みながらさ らに発展さ せる新たな計画、 第２ 次長久手市男女共同参画基本計画と し て、「 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ Ｄ Ｖ 防止法に基づく 市町村基本計画（ 以下、「 長久手市Ｄ Ｖ 防止基本計画」 と いう ） を含む）」 を策定し ます。  
■ 「 長久手市男女共同参画基本計画」 の流れ 
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２  近近の動動 
（ １ ） 世世、 国の動づ  

国際連合は、 1975 年( 昭和 50 年) を「 国際婦人年」 と 定め、 同年メ メメメ メメ メ で開開さ れた「 世世女性会議」 では、女性の自自と地位向上をめざし た 10 年間の各国の取り 組むべき指針と なる「 世世行動計画」 が採採さ れまし た。  その後「 国際婦人の十年」 運動が展開さ れる中、「 女子に対するあらゆる形態の差別の撤撤に関する条約（ 女子差別撤撤条約）」 が 1979 年（ 昭和 54 年） に採採さ れると 、「 家族的責任を有する男女労働者の機会及び待遇の均等に関する条約」「 婦人の地位向上のためのナナ ナ ナ 将来戦戦」 が採採さ れるなど、 性に基づく 差別の撤撤と 女性の地位向上に向けた世世的な取組は大きく 前進しています。  近年では、 その動きはますます活発化すると ともに、「 国連環境開発会議」「 世世人権会議」「 国際人口・ 開発会議」 などの様々な世世会議において、 環境、 人口、貧貧等の地地的規規の課題解決のためには、 女性の地位向上と 参画が不不不であること が認識さ れています。  
我が国でも 、 1975 年（ 昭和 50 年） の「 国際婦人年」 を契機に、 男女平等に関する法律や制度の整備が進み、 1999 年（ 平成 11 年） に「 男女共同参画社会基本法」 が制定さ れ、 翌年にはこれに基づく 計画と し て「 男女共同参画基本計画」 が策定さ れまし た。  その後、「 Ｄ Ｖ 防止法」 の制定や改正、「 育児休業、 介護休業等育児又は家族介護を行う 労働者の福祉に関する法律」 の改正等により 、 法律や制度面の整備が進められまし た。 2010 年（ 平成 22年） には、 指導的地位への女性の参画促進や雇用・ セセセ メ メ セセ セの構構など、 現状と これまでの反反に基づく 課題を盛り 込み、 さ らに実効性のあるア ア メア ン・ プランと し て「 第３ 次男女共同参画基本計画」 が策定さ れています。  
（ ２ ） 愛愛愛の動づ  
愛愛愛においては、 1989 年（ 平成元年） に女性行動計画「 あいち女性プラン」 が、 1997 年（ 平成９年） には「 あいち男女共同参画 2000 年プラン」 が策定さ れまし た。 2001 年（ 平成 13 年） ３月には「 男女共同参画社会基本法」 が制定さ れたこと を受けて「 あいち男女共同参画プラン 21～個性が輝く 社会をめざし て～」 が策定さ れ、 2002 年（ 平成 14 年） ３ 月には、 愛・ 愛民・ 事業所の取組の基本的な方向を明らかにし た「 愛愛愛男女共同参画推進条例」 が制定さ れまし た。   2005 年（ 平成 17 年） 12 月には「 配偶者からの暴力防止及び被害者支支基本計画」 が策定（ その後、 平成 20 年３ 月に改定） さ れると ともに、 2006 年（ 平成 18 年） 10 月には、 社会情勢の変化や国の「 第２ 次男女共同参画基本計画」 の方向性等を受け、 計画の体系や施策の方向、数数目数などを見見し た「 あいち男女共同参画プラン 21（ 改定版）」 が策定さ れまし た。 2011 年（ 平成 23年） ３ 月には、“ 男女共同参画社会に向けての意識改革”“ あらゆる分野への社会参画の促進”“ 多様な働き方を不能にする環境づく り ”“ 安安し て暮らせる社会づく り ” を重点目数と し た「 あいち男女共同参画プラン 2011－2015」 が策定さ れています。  
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（ ３ ） 長久手市の動づ  
本市では、 1999年（ 平成11年） に「 第４ 次長久手町総合計画」 を策定し 、 基本計画の中に男女共同参画社会の形成を取り上げ、「 豊かな人と安を育むまちづく り 」 を推進し てきまし た。  2000年（ 平成12年） ６ 月には「 長久手町男女共同参画社会懇懇会」 を設置し 、 男女共同参画についての住民アンケセセ を実施し 、 本市の実態を把把し まし た。  2003年（ 平成15年） ３ 月には「 明日へ未来へ Ｎプラン～長久手町男女共同参画プラン～」 を策定し まし た。 また、 2006年（ 平成18年） ２ 月には、 長久手町男女共同参画情報報「 メ コン」 を創創し まし た。  2008 年（ 平成 20 年） ３ 月には、「 長久手町男女共同参画プラン」 の実施期間の終終を受け、 その改定版である「 第二次長久手町男女共同参画プラン」 を策定し まし た。 その後、 2009 年（ 平成21 年） ４ 月には、 男女共同参画の総合的かつ計画的な推進を目的と し て「 長久手町の男女共同参画を推進する条例」 を施行し 、 また、 同年３ 月には条例に基づき、 男女共同参画基本計画の策定及び変更その他男女共同参画の推進に関する重要事項を調調・ 審議すること を目的と し て「 長久手町男女共同参画審議会」 を設置し まし た。 2011 年（ 平成 23 年） １ 月には中学２ 年生を対象とし た男女共同参画情報報「 自分らし く 」 を創創し 、若年層に向けた男女共同参画の普及を推進しています。  2012 年（ 平成 24 年） ４ 月に、 家庭児童童童童を開設し 、 Ｄ Ｖ 1に関する童童や、 Ｄ Ｖ 被害者の安全確保に関する支支を推進し ています。 同年、「 第１ 次長久手町男女共同参画基本計画（ 第二次長久手市男女共同参画プラン）」 の実施期間の終終を受け、市民意識調調や関係係体へのヒ ア ヒ ング 、 パパ ヒ セ ア メ メ ンセなどから市民の意見を取り入れ、「 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ 長久手市Ｄ Ｖ 防止基本計画を含む） ～明日へ未来へ Ｎ プラン～」 を策定し まし た。  

1 Ｄ Ｖ （ ド メ スティ ッ ク・ バイオレンス）  配偶者（ 事実婚、 別居を含む） やパート ナーなど親密な関係にある、 またはあった人から振るわれる暴力のこと 。 暴力には殴る蹴るなどの身体的暴力のみならず、 大声でどなる、 外出や交友関係を制限する、 生活費を渡さ ない、 性行為を強要すると いった精神的苦痛や経済的抑圧なども含まれる。

あすあすあすあす  みみ みみみ みみみ みみみ み  
Ｎプラ ンの「 ＮＮＮＮ 」 は、  長久手（ nagakute） のＮＮＮＮ必 必（ necessary） のＮＮＮＮ親親な（ nice） のＮＮＮＮ
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３  計画の位位づづ  
本計画は、「 男女共同参画社会基本法」 第 14 条第３項に定められた市町村男女共同参画計画とし て位置づけられると ともに、 本計画の一部は、「 Ｄ Ｖ 防止法」 第２ 条の３ 第３項に定められる市町村基本計画と し ても位置づけること と し ます。また、「 長久手市の男女共同参画を推進する条例」の第 10 条第１項に定められた「 長久手市男女共同参画基本計画」と し て位置づけること と し ます。 本計画は、 福祉、 児童、 就業をはじめ、 多岐の分野と 関連するものであるため、「 第５次長久手市総合計画」 を上位計画と し 、 関連する本市の分野別計画と 整合を図り ます。 また、「 日本一の福祉のまち」 を目数に掲げ、 まちづく り の基本的な方向性を定めた「 新し いまちづく り 行程程」 を踏まえて策定し ます。  

第５次長久手市総次計画  （平平 近年21 ～平平 近年30 ） 
長久手市男女共同参画基本計画
長久手市男女共同参画基本計画
長久手市男女共同参画基本計画
長久手市男女共同参画基本計画2017201720172017

（（ （（ 長久手市
長久手市
長久手市
長久手市 ＤＶＤＶ ＤＶＤＶ 防止防止 防止防止 基本計画

基本計画
基本計画
基本計画 をを をを 含含 含含 むむ むむ ）） ））

長久手市次世代育平支支後期施動計画
長久手市第２次障害者基本計画 

第

３期障害福祉計画

長久手市第６次高齢者福祉計画及び 
第５期介護保険事業計画
長久手市健康づくり計画
その他関連計画

新しみししづくり施程程  （平平 近年24 ～平平 近年27 ） 
長久手長久手長久手長久手市市市市のののの男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画をををを推推推推推推推推すすすすすすすす条条条条条条条条 

男女共同参画社会基本法 
配偶者からの 暴力の防止及び 被害者の保護に 関する法律
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４  計画の期期 
 本計画の期間は、 平成 25 年度から平成 29 年度までの５年間と し ます。 また、 社会情勢の変化や国・愛の行政施策の動向などを踏まえ必要に応じて、随随計画内内の検検と見見し を行います。  
平平 近年20 平平 近年21 平平 近年22 平平 近年23 平平 近年24 平平 近年25 平平 近年26 平平 近年27 平平 近年28 平平 近年29
第１ 次長久手町男女共同参画基本計画（ 前計画）  

長久手市男女共同参画基本計画長久手市男女共同参画基本計画長久手市男女共同参画基本計画長久手市男女共同参画基本計画 2017201720172017 （ 第２ 次長久手市男女共同参画基本計画）見見し  

見見し  
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6, 322 6, 585 7, 143 7, 497 8, 882
24, 922 29, 112 32, 424 33, 778 35, 8402, 175 2, 790

3, 694 5, 093 6, 795
33, 714 38, 490 43, 306 46, 493 52, 022

0

20, 000

40, 000

60, 000

平平２ 近 平平７ 近 平平 近 平平 近 平平 近12 17 22
～0 14歳 ～15 64歳 歳歳上65

（ 人）

0 1,000 2,000 3,000 ～0 4歳～5 9歳～10 14歳～15 19歳～20 24歳～25 29歳～30 34歳～35 39歳～40 44歳～45 49歳～50 54歳～55 59歳～60 64歳～65 69歳～70 74歳～75 79歳～80 84歳～85 89歳～90 94歳～95 99歳歳歳上100男男（総数： ）25,740

人( ) 0 1,000 2,000 3,000 ～0 4歳～5 9歳～10 14歳～15 19歳～20 24歳～25 29歳～30 34歳～35 39歳～40 44歳～45 49歳～50 54歳～55 59歳～60 64歳～65 69歳～70 74歳～75 79歳～80 84歳～85 89歳～90 94歳～95 99歳歳歳上100 女男（総数： ）25,777

人( )

第第第第第第第２２２２２２２章章章章章章章 長長長長長長長久久久久久久久手手手手手手手市市市市市市市ののののののの現現現現現現現状状状状状状状ととととととと課課課課課課課題題題題題題題
１  統計に基づく 長久手市の現状 
（ １ ） 人口の状状 
 年齢３区分別人口の推移をみると 、総人口は平成２ 年以来大幅に増増し ており 、 平成 22 年で52, 022 人と なっています。  人口ピラミ セ ミをみると 、 30歳代から 40歳代の世代、 及び 20歳代以下の世代が多く なっています。  また、 年齢が上がる程女性の割合が高く なっています。  

■ 近齢３ 区区人口の推移 

資料： 国勢調査※総人口には年齢不詳を含むため、 年齢内訳の合計に一致し ない。
■ 人口ピ ラ ミ セ ミ （ 平平 近22 ）   

資料： 国勢調査
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12, 536 15, 630 18, 388 20, 180 22, 240

2. 7 2. 5 2. 4 2. 3 2. 3 

0. 0 

1. 0 

2. 0 

3. 0 

0

10, 000

20, 000

30, 000

平平２ 近 平平７ 近 平平 近 平平 近 平平 近12 17 22
世世数 １ 世世ああり 人数

（ 世帯） （ 人）

54. 9 

57. 5 

56. 4 

5. 7 

10. 1 

10. 3 

1. 0 

0. 9 

0. 9 

38. 4 

31. 5 

32. 4 

0. 0 20. 0 40. 0 60. 0 80. 0 100. 0 
市

県

国

核家族 非核家族 非親族を含む世帯 単独世帯

（ ％）

（ ２ ） 世世の状状 
世世数の推移をみると 、 人口の増増と 合わせ、 平成２ 年から大幅に増増し ており 、 平成 22 年では 22, 240世世と 、 20 年でおよそ 1. 8倍と なっています。  世世の家族類類別割合をみると 、 本市では国・ 愛と比比し て単単世世の割合が高く なっています。単単世世の年齢構成では 20歳代の前前が最も多く なっており 、大学が多く 自地し ていることから、 学生の一人暮らし世世が多く なっていること がう かがえます。  

■ 世世数の推移 

資資： 国国調調
■ 世世の家家類類家家次（ 平平 近22 ）  

資資： 国国調調
■ 単単世世の近齢構平（ 平平 近22 ）  

近齢 歳歳歳20 ～20 24歳 ～25 29歳 歳代30  歳代40  歳代50  歳歳上60 不不 
世世数（ 世世） 989 2, 478 959 1, 222 754 510 1, 125 497
家次（ （） 11. 6 29. 0 11. 2 14. 3 8. 8 6. 0 13. 2 5. 9

資資： 国国調調
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93. 8 

54. 7 

23. 7 13. 4 9. 5 7. 7 
0. 0 

25. 0 
50. 0 
75. 0 

100. 0 

～20 24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳
平平 近12 平平 近17 平平 近22

（ （）
95. 6 

66. 6 

36. 3 23. 5 19. 6 13. 1 
0. 0 

25. 0 
50. 0 
75. 0 

100. 0 

～20 24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳
平平 近12 平平 近17 平平 近22

（ （）

274 286 306 330 303 289

260 273 306 333 348 309
534 559 612 663 651 598

0 

200 

400 

600 

800 

平平 近 平平 近 平平 近 平平 近 平平 近 平平 近18 19 20 21 22 23
女性 男性

（ 人）（ 人）

（ ３ ） 婚姻・ 出産の状況 
年齢別未婚婚をみると 、 平成 22 年は男女ともに 35歳以降で平成 12 年、 平成 17 年より上上しており 、晩婚化の傾向がう かがえます。  出生数の推移をみると 、若い世代が多く なっていること から増増傾向にあり 、 子育て家庭が多いこと がう かがえます。 し かし 平成 21 年からは減少に転じており 、 平成 23 年で 598 人と なっています。  
■ 女男の近齢家歳婚婚の推移           ■ 男男の近齢家歳婚婚の推移 

資資： 国国調調 

■ 出出数の推移 

資資： 人口動人統計  
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18. 7 20. 7 23. 3 23. 0 

33. 4 34. 2 34. 9 36. 0 
32. 4 33. 2 33. 8 33. 2 

0. 0 
10. 0 

20. 0 

30. 0 
40. 0 

平平 近 平平 近 平平 近 平平 近20 21 22 23
長久手市 愛愛愛 全国

（ ％）

25. 2 

59. 8 70. 2 54. 3 
56. 6 67. 3 

68. 6 64. 9 56. 4 
41. 7 

12. 5 
21. 7 

65. 4 
73. 5 

59. 1 
55. 8 64. 8 

71. 7 69. 9 62. 5 
46. 2 

15. 4 
0. 0 

20. 0 
40. 0 
60. 0 
80. 0 

～15歳19 ～20歳24 ～25歳29 ～30歳34 ～35歳39 ～40歳44 ～45歳49 ～50歳54 ～55歳59 ～60歳64 歳65歳上
平平 近17 平平 近22

（ ％）

（ ４ ） 女性の参画の状況 
審議会等における女性委委比婚の推移をみると 、国や愛を下回る数で推移し ており 、平成 23 年では 23. 0（と 、 第 1 次男女共同参画基本計画の目数数である 30. 0（から大きく 乖乖し ています。 

■ 審議審審ににづす女男委委比婚の推移 

資料： 国…国の審議会等における女性委員の参画状況調べ（ 各年９ 月 30 日）  市・ 県…あいちの男女共同参画（ 各年４ 月１ 日）  

（ ５ ） 家庭生活・ 職業生活の状況 
 女性の労働力婚の状況をみると 、 20 歳代後前から 30 歳代前前にかけて低下し 、 その後上上する“ Ｍ字カ セパ ” を描いています。 平成 17 年と 平成 22 年を比比すると 、 45歳以上の労働力婚は上上し てはいるものの、 ５年間で大きな変化はみられません。  

■ 女男の労労労婚の推移 

資料： 国勢調査
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32. 0 

21. 6 

46. 8 

68. 0 

78. 4 

53. 2 

0. 0 20. 0 40. 0 60. 0 80. 0 100. 0 
第１ 次次業（ 総数： 206)
第２ 次次業（ 総数： ）5, 347
第３ 次次業（ 総数： ）19, 017

女男 男男

（ ％）

38. 7 

81. 9 

5. 4 
1. 6 

55. 9 

16. 5 

0. 0 20. 0 40. 0 60. 0 80. 0 100. 0 
女性（ 総数： 9, 198）

男性（ 総数： 12, 398）
正規の職員・ 従業員 労働者派遣事業所の派遣社員パート ・ アルバイト ・ その他

（ ％）

次業別の就業者数の男女比婚の状況をみると 、 いずれも男性の割合が女性の割合と比比し て高く 、特に、製製業などの第２ 次次業では男性が約８割を占めています。 雇用者に占める正規雇用・ 非正規雇用者の比婚をみると 、 女性で「 パセセ ・ ア アアナ セ ・ その他」 の割合が約６ 割を占めています。
■産業別の就業者数の男女比率の状況（ 平成 22 年）  

資料： 国勢調査
■雇用者に占める正規雇用者・ 非正規雇用者の比率（ 平成 22 年）  

資料： 国勢調査
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262 237 243 240 243
247 265 246 252 257
249 252 259 254 246
758 754 748 746 746

0 
200 
400 
600 
800 

1, 000 

平平 近 平平 近 平平 近 平平 近 平平 近19 20 21 22 23
３ 歳歳 ４ 歳歳 ５ 歳歳

（ 人）

167 160 168 199 210
164 194 196 199 199
206 170 206 195 207
202 218 174 212 201739 742 744 805 817

0 
200 
400 
600 
800 

1, 000 

平平 近 平平 近 平平 近 平平 近 平平 近19 20 21 22 23
０ ～２ 歳歳 ３ 歳歳 ４ 歳歳 ５ 歳歳

（ 人）

（ ６ ） 保育サービス等の状況 
幼幼幼幼児数の推移をみると 、 平成 19 年から平成 23 年にかけて若若減少し てはいるものの、ほほ変化があり ません。  

■幼稚園園児数の推移 

資料： 学校基本調査（ 各年５ 月 1 日）  
 保育幼幼児数の推移をみると 、 平成 19 年から平成 23 年にかけて、 大きく 増増し ています。特に０～２歳児、 ３歳児の幼児数が増増し ていること から、 子どもが小さ いう ちから働きに出ている女性が増増し ていること がう かがえます。  

■保育園園児数の推移 

資料： ながく ての統計（ 各年４ 月１ 日）
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8. 5 
18. 9 

25. 2 
41. 2 

14. 6 
30. 8 

32. 4 
26. 5 

76. 9 
50. 3 

42. 4 
29. 4 

0. 0 
0. 0 
0. 0 
2. 9 

0. 0 25. 0 50. 0 75. 0 100. 0 
０ ～２ 歳歳の母親（ N=247）
３ ～５ 歳歳の母親（ N=157）
小小出歳童の母親（ N=278）
中小中出中の母親（ N=34）

就労就動就すす にすも も し く は１ 近歳内に就労し あみ１ 近よ り 先す、 子ど もどあす程年程づ く なき あ み 就労し あみ就回無

（ ％）

育児中の母親の就労意向をみると 、 ３ ～５ 歳児及び小学生児童の母親の３ 割強で「 すす にでももし く は１ 年以内に就労し たい」 意向があり 、「 １ 年よ り先で、 子どもがある程度大きく なったら就労し たい」 意向も合わせると 、 約７ 割～８割が就労を希希し ています。 ０～２歳の母親はすすに働きたい希希は低く なっているものの、「 １ 年より先で、子どもがある程度大きく なったら就労し たい」 と回無し ている割合は約８割と 高く なっています。
■育児中の母親の就労意向 

資料： 長久手町次世代育成支援後期行動計画 ニーズ調査（ 平成 20 年度）
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42.5 
24.3 

51.9 
47.0 

11.1 
7.6 

44.4 
57.5 

21.7 
32.3 

37.9 
40.3 

5.7 

10.4 3.3 
9.3 1.5 

3.5 

4.8 
4.7 

17.7 
7.4 

42.4 
41.4 

2.6 
3.1 
5.5 

4.2 
7.1 
7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
女男
男男
女男
男男
女男
男男

女男（ Ｎ ）=1, 431男男（ Ｎ ）=1, 180

２  長久手市市長就長調調の結結結必 
本計画策定にあたり 、長久手市在住の市民を対象と し 、男女共同参画の現状やニ セニを把把し 、今後の施策を検検するための意識調調を実施し まし た。
【実施内容】 ・実施方法…これまでの市政全般の成果を検証し、今後の市政運営や個別計画に反映するために実施した「長久手市市民意識調査」において、男女共同参画に関する設問を掲載 ・実施時期…平成 24 年９月 ・対象者…市内在住の18 歳以上の男女 5,000 人（有効回収率：52.9％） 
※グラセの一一には、端数端端の関係す次計ど 100（になみなみものどありしす。  

（ １ ） 各分野における男女平等意識について 
 各分野における男女平等意識についてみると 、 家庭や学校、地地では男女ともに比比的「 平等」と感じている割合が高く なっています。 一方で、 政治や社会全体では「 男性優遇」 が女性で約７割、 男性で約５割を占めています。また、 すべての分野において、 女性が男性よ り「 男性優遇」、 男性が女性より「 平等」 と感じている割合が高い傾向にあり 、 性別による男女平等意識に差がみられます。

■各分野における男女平等意識①（ 単数回答）  

【家庭】 

【職職】 

【小中】 
男性優遇 平等 女性優遇 わからない 無回答
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33.3 
20.8 

49.4 
29.9 

66.2 
50.0 

71.5 
53.1 

33.1 
46.6 

26.2 
47.7 

15.2 
32.5 

12.3 
29.2 

3.6 
6.8 4.3 

8.7 0.4 
2.4 
2.1 
7.5 

26.3 
22.9 
16.4 

11.3 
14.9 
12.3 

11.1 
7.7 

3.7 
3.0 
3.7 
2.5 
3.4 
2.7 
3.0 
2.5 

女男
男男
女男
男男
女男
男男
女男
男男

男男優男 平審 女男優男 わわみなみ 就回無

【地域】 

【法律・制度】 

【政治】 

【社会全体】 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
女男（ Ｎ ）=1, 431男男（ Ｎ ）=1, 180

22.3 
43.4 

48.4 

32.6 
53.3 
55.2 

63.4 
44.3 

48.8 

50.9 
34.9 

41.0 

13.6 
10.2 2.8 

15.5 
10.2 3.8 

0.7 
2.0 

0.0 

1.0 
1.5 
0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
【女性】

市調査（Ｎ=1,431）
県調査（Ｎ=1,153）
国調査（Ｎ=1,601）

【男性】
市調査（Ｎ=1,180）

県調査（Ｎ=971）
国調査（Ｎ=1,432）

賛成 反対 わからない 不明・無回答

■各分野における男女平等意識②（ 単数回答）  

（ ２ ） 女性の参画について 
$ 男家性家区性就長ににみに 
 「 男は仕事、 女は家庭」 と いう 性別役割分担意識についてみると 、「 反対」 が国・ 愛と比比し て男女ともに高く なっています。
■「 男は仕事、 女は家庭」 と いう 考え方について（ 単数回答）  

※国調査は「 不明・ 無回答」 を除い た 割合で算出し ている。
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50.6 
55.1  

50.9  
21.0 

27.2 
25.0 

2.9 
7 .7  

1.3 

41.3 
49.6 

38.8 
19.4 

18.8 
23.0 

4.5 
8.3 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%
家庭、職場、地域における性別役割分担、性差別の意識

男性優位の組織運営
家庭の支援・協力が得られない

女性の能力開発の機会が不十分
女性の活動を支援するネットワークの不足

女性側の積極性が不十分
その他

わからない
不明・無回答 女男（Ｎ ）=1,431男男（Ｎ ）=1,180

45.3  
44.0 

39.1 
35.8 

35.4 

0% 20% 40% 60%
国会議員、都道府県議会議員、市町村議会議員

弁護士、医師などの専門職
企業の管理職

都道府県、市町村の首長
国家公務員、地方公務員の管理職

全全（Ｎ ）=2,646

$ 女男ど増えすとよみ職業や性職 
 女性が増えるとよい職業や役職についてみると 、「 国会議委、都都都愛議会議委、 市町村議会議委」 が最も高く 、 次いで「 弁護士、医医などの専専職」「 企業の管端職」 と なっています。
■女性が増えると よい職業や役職（ 複数回答）（ 上位５ 位）  

$ 女男の参画ど推しなみ端理  
 女性の参画が進まない端理についてみると 、 男女ともに「 男性優位の組織運織」 が最も高く なっています。 一方で、「 家庭の支支・ 協力が得られない」「 家庭、職職、地地における性別役割分担、 性差別の意識」 では、 女性に対し て男性がそれぞれ 12. 1ポナンセ 、 9. 3ポナンセ 低く 、 男女で意識の差がみられます。  
■女性の参画が進まない理由（ 複数回答）  
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被害の経験がある 加害の経験がある被害、加害ともに経験がある 経験がない不明・無回答

5.5 
8.9 

1.3 

1.0 
0.3 

1.9 

1.4 
1.0 

1.9 

90.7 
88.5 

93.8 

1.4 
1.4 
1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全全（Ｎ ）=2,646
女男（Ｎ ）=1,431
男男（Ｎ ）=1,180

13.1 
18.3 

18.0 
55.1 

18.3 
10.9 

0.8 
28.5 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%
配偶者暴力相談支援センター（愛知県女性相談センター）

ウィルあいち（愛知県女性総合センター）
長久手市役所

警察
民間の団体や機関（民間シェルター、弁護士会など）

法務局、人権擁護員、法テラス
その他

相談窓口として知っているところはない
不明・無回答 全全（Ｎ ）=2,646

（ ３ ） Ｄ Ｖ について 
$ ＤＶの経経ににみに 
 Ｄ Ｖ の経経についてみると 、「 経経がない」 が全体で９割を占めているものの、 女性で「 被害の経経がある」 が 8. 9（、 男性で 1. 3（と 、 Ｄ Ｖ 被害の経経が見受けられます。  
■Ｄ Ｖ の経験があるか（ 単数回答）  

$ ＤＶの童童ににみに 
 Ｄ Ｖ の童童先の認愛度についてみると 、「 警警」 が 55. 1（と最も高く なっています。一方で、「 童童談口と し て愛っていると ころはない」 も 28. 5（と 高く なっています。  
■Ｄ Ｖ の相談先の認知度（ 複数回答）  
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50.3 
23.3  

10.2 
42.2 

83.0 
32.8 

84.5 
7.3  

1.1 
1.7 
3.3 

1 .8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
男女共同参画社会
女子差別撤廃条約

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）
ジェンダー（社会的性別）

男女雇用機会均等法
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

ＤＶ（配偶者、パートナーまたは恋人からの暴力）
長久手市男女共同参画情報紙『コモン』

長久手市男女共同参画情報紙（中学生向け）『自分らしく』
見たり聞いたりしたものはない

わからない
不明・無回答 全全（Ｎ ）=2,646

（ ４ ） 男女共同参画への取組状況について 
$ 男女共同参画に関すす用用の認愛年 
 男女共同参画に関する用用の認愛度についてみると 、「 Ｄ Ｖ（ 配偶者、パセセ ナセまたは恋人からの暴力）」 が 84. 5（と最も高く 、「 男女雇用機会均等法」 が 83. 0（で続いています。一方で、「 長久手市男女共同参画情報報『 メ コン』」 や「 長久手市男女共同参画情報報（ 中学生向け）『 自分らし く 』」 など、 市単自の取組については、認愛度が低く なっています。  
■男女共同参画に関する用語の認知度（ 複数回答）  
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25.4 
24.8 

20.8 
62.4 

43.2 
24.4 

45.1 
63.7 
61.9  

11.8 
2.1 
2 .0  

4.1  
1.4 

25.7 
27.3 

18.3 
57.5 

32.3 
21.2 

38.7 
49.9 

52.7 
9.2 

2 .0  
3.7 
5.3 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%
審議会や各種委員会に女性を積極的に登用する
長久手市の管理職に女性を積極的に登用する

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を充実する
保育施設や保育サービス等の子育て支援を充実する
介護施設や介護サービス等の福祉施策を充実する

学校教育において、男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充実する労働時間の短縮や在宅勤務、柔軟な労働時間制度など、男性も含めた働き方の見直しを進める
子育てや介護中であっても、仕事が続けられるよう支援する

子育てや介護等でいったん仕事をやめた人の再就職を支援する
男女の平等と相互の理解や協力について、市広報紙やパンフレットなどでＰＲする

その他
特に必要なことはない

わからない
不明・無回答

女男（Ｎ ）=1,431男男（Ｎ ）=1,180

$ 市としに今後労を入れすべづ取取 
 市と し て今後力を入れるべき取組についてみると 、 女性で「 子育てや介護中であっても 、仕事が続けられるよ う支支する」 が 63. 7（、 男性で「 保育施設や保育サセナ ス等の子育て支支を充実する」 が 57. 5（と最も高く なっています。  

■市と し て今後力を入れるべき取組（ 複数回答）  
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３  係全ヒ ア ヒ ン グの結結結必 
長久手市における子育て中の保護者や地地活動係体、 商工会、 企業等を対象に、 日頃の生活の中で感じている課題や、今後の市における男女共同参画推進のための施策に期待すること 等について聴取し 、今後の施策を検検するためのヒ ア ヒ ング調調を実施し まし た。
【実施内容】 ・実施方法…長久手市で活動する団体や企業の中から 17 団体を選び、ヒアリングシートを配布 回収したヒアリングシートをもとに、２企業へ面談によりヒアリングを実施 ・実施時期…平成 24 年９～11 月 ・対象団体…子育て中の保護者、商工会等団体女性部、地域活動団体、子育て中の男性団体、企業 

（ １ ） 団体ヒ アリ ング結果概要 
$ 男女共同参画に関すす就長の醸平ににみに 
 子育て中の保護者へ「 女らし く 、 男らし く と いった区別」 をするかどう かたずねたと ころ 、「 する」 と無えた割合、「 し ない」 と無えた割合は拮抗し ています。

項目 意見等 
家庭す の 子ども の 教育に にみに  

○ 不必必に 「 男だわみ 、 女だわみ 」 と みと 就長を持あなみよ と に し にみす ど、 言葉葉みや自し居居す舞みなど 、 職場によ き には女み し ら を身ににづす よ と 注就すすす と もあす 。  ○ 「 男は男み し く 、 強く みにほし み」 と みと 就就長すの思みどあすど、 女の子の母親すあき にも 「 女の子も強く 」 と みと 思みす子育にすす と 思と 。  
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$ 地地地動区地への男女共同参画の促推ににみに 
若い世代の男性の地地参増が少ないと いう 声が多く 聞かれまし た。 一方で「 防犯や防災などの活動には女性の参画は少ない」「 Ｐ Ｔ Ａ や自治会などの役職者が男性ばかり である」 と いう 課題もあがっています。

項目 意見等 

男性の地域活動への参画について 

○他地域から来た人について、 女性は子ども会等で地域と のつながり ができるが、男性は同じ 地域に住む他の住民と 知り 合う 機会が少ない。  ○参加し たいと いう 意欲のある男性がその意欲を実現できるよう 、 コ ーディ ネート する場、 組織が必要である。  ○地域活動への男性の参画には、 元気な高齢者の社会参加が地域の活性化に欠かせないと 思う 。  ○組織における活動の担い手は圧倒的に女性であり 、 若い男性が少ない。 子育て世代の男性が地域活動に関わること は、 地域の子ども たちにと っても社会を知る機会と なる。  
地域活動における 男女共同参画について 

○Ｐ Ｔ Ａ や自治会など、 既存の地域活動団体において、「 会長」 と いわれる役職が男性ばかり であること に疑問を感じ る。 必ずし も 男性である必要はないのではないか。  
防犯・ 防災活動について 

○自主防災組織等には、 若い女性が少ない。 防災講習会開催時、 子ども会と 共同実施し 若い世代に広めていく 必要がある。  ○防犯・ 防災においては、 地域の知り 合いが多く いると いう こと が重要であるが、そう し たコミ ュニケーショ ンが現状では不十分と 感じ る。  
$ 男女どともに労づやすみ環環の整整ににみに 
 男性の家事・ 育児への参画については、 社会全体の意識改革が必要だと いう 声が多く 聞かれまし た。 女性の就業については、 子どもを預かる施設など、 家庭生活と の両自のための支支が不足し ていると いう 課題があがっています。

項目 意見等 
男性の育児について 

○育児をし ていく 上で、 父親の協力はと ても大切なので、 会社の理解やバッ ク アッ プが必要である。  ○「 イクメ ン」 と いう と 子どもが乳幼児期の父親の育児（ オムツ換えをする場面）が取り 上げら れること が多いが、 中高生を持つ父親の役割にスポッ ト をあてて男性の育児の重要性をアピールし てもらいたい。  
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項目 意見等 
家庭で の男性の役割について 

○経済状況や賃金動向、 共働き世帯数などを見ても 、 時代の状況が確実に変わっている中で、「 父親＝稼ぎ手、 大黒柱」 と いう 発想ではなく 、 子育てや家事においてもと もに生活を担う パート ナーと いう 意識で、 主体性を持って関わるべきである。  
育児休業制度について 

○３ 年間と いう 長い期間を育児休業できるよう になっ ているが、 ほと んどの男性が利用し ていないのが現状である。  ○社会全体の意識が変わら ない限り 、 育児休業取得は増えないと 思う 。 中小企業だと 社員一人が休業すると 多大なリ スク があるため、 なかなか取得できないのが現状である。  
男性の職場環境について 

○長時間労働を強いられている男性は多いが、 仕事における責任や権限が男性側に多く 属し ている状況を変えていかなければ、 現状の労働環境は変わらないのではないか。 男女間での賃金格差の解消や待遇格差を減らし ていく こと で、 女性にも働きやすい社会と なり 、 結果と し て男性の働き方も変化し ていけばよい。

女性の就業について 
○妻、 母親が働く こ と によって家庭の経済が安定し 、 男性にも 精神的な安定をもたらすこと もあるので、 女性が働く こと は悪いこと ではないと 思う 。  ○パート ナー（ 女性） が働いているこ と は男性の負担、 プレッ シャ ーの軽減にもなるのではないか。  ○働きたいが子ども を預ける施設が不足し ているため働く こ と ができない女性も大勢いる。 まずは働ける環境を整えてほし い。  

子育て 後の再就職や、仕事を続けて いく 際の課題について 
○子どもの急病などにより 、 仕事を休まなければなら ないこ と があるため、 病児保育が必要である。  ○子育て後に働きたいと 思っても年齢制限があり 、 仕事が見つけにく い。 仕事を続けていく 場合には、 会社のバッ クアッ プや家族の協力も大切である。  



22 

（ ２ ） 企業ヒ アリ ング結果概要 
$ 女男女業委の実人ににみに 

女性従業委の活用については、「 女性管端職の登用が貧難である」「 随間外・ 深夜・ 休日勤務をお願いし にく い」 などの課題があがっています。 また、 育児・ 介護休業については、 現職復帰が貧難であると いう 声が多く 聞かれまし た。
項目 意見等 

女性女業員の活用について 

○女性女業員は、夫の育児参加状況により 、 配位等への影影が大きいと考える。  ○女性女業員については、 長期的に継継し てやり がいを持っ て働く こ と ができる環境への支支を通じ て管理職の登用へつなげたい。 した、 男女を問わず仕事と家庭と のバラ ンスを保つ働き方の意識づけについて継継し て啓発し ていきたい。  ○女性女業員に対し ては、 時間外・ 深深・ 休日日日をお願いし にく い職場環境にある。  

育児・ 介護休業について 

○休業期間における代替担当の確保や現職復復が貧困な際の対対が必要である。  ○期間終終後の待男や経済的支援が課題である。  ○女性の利用婚は （1 0 0 だが、 男性の利用婚が低い。  ○子どもの面倒をみる人（ 施設） が確保できないために、 育児休業期間を延長せざるを得ないケースが多い。  ○「 育児・ 介護をし ながら も、積積的に仕事に取り 組む意欲・ やる気のある人をサポート する」 と いう 制度の趣旨に対する理解の促推が必要である。  
$ 仕事と出地の調調ににみに 
仕事と 生活の調和について、在宅勤務制度の導入や、 仕事と 育児・ 介護の両自支支制度の見見し など、 柔軟な働き方の導入を推進し ていく べきだと いう 声が多く 聞かれまし た。  

項目 意見等 
仕事と 生活の調調の実現に向けた課題・ 今後の取組について 

○管理職層における有有休暇取得婚の向上を図っていく 必要がある。  ○在在日日制度の導入を検検する必要がある。  ○セルタ イム、月 日日日1 0 の選採が必要である。  ○仕事と 育児・ 介護の両立支支制度の見見し （ セ フ ッ クスタ イム制のコアタ イム撤止の適用期間の拡大等） が必要である。  
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４  長久手市の男女共同参画推推のポナ ン セ  
 以上の１ から３ までの現状分析や各種調調結果によ り 、 以下のよ う に課題をまと め、 矢印示すよ う に、 28 ペセジ以降で提示する計画の基本目数につなげています。  
（ １ ） 性別や地域性など様々な違いを踏まえた男女共同参画の意識づく り  

・ 各分野における男女平等意識について、 男性は女性と比比し て「 平等」 と感じている割合が高く なっているなど、 男女で意識の差がみられます。 男女ともに、効果的な啓発によ り 意識を醸成し ていく 必要があり ます。
・ 本市では、 男女共同参画情報報「 メ コン」 や、 中学生向け男女共同参画情報報「 自分らし く 」 の発行などによ り 、 市民に向けた男女共同参画の情報発信を積極的に行っています。 し かし 、 こう し た市単自の男女共同参画に関する取組については認愛度が低く なっていると いう 現状があり ます。 全市的な男女共同参画の推進のため、 市の取組を充実すると ともに、 一層の広報・ 周愛を進めていく 必要があり ます。
・ 本市では、 ０～14 歳の人口が増増し ていること から、 学校教育における男女平等意識の定着などを一層進めていく 必要があり ます。また、市内に大学が多く 自地し ていること から、 大学と 連携し た取組などを進めていく 必要があり ます。

（ ２ ） あらゆる分野への男女共同参画の促進 
・ 審議会等における女性委委比婚は、 国・ 愛と比比し て下回っています。「 女性が増えるとよい職業や役職」 について、「 国会議委、都都都愛議会議委、 市町村議会議委」 が最も高く なっていること からも 、政策・ 方針決定の職への男女共同参画を推進し ていく こと が求められています。
・ 係体ヒ ア ヒ ングにおいて、地地活動における役職者に男性が多いこと に疑問の声があがっています。また、防犯や防災活動への女性の参画が少ないこと が課題と し てあげられています。地地活動の担い手の裾野を広げていく ためにも 、男女ともに地地活動への参画を進めていく こと が重要です。
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（ ３ ） 仕事と 生活の調和を図る環境の整備 
・ 次業別の就業者数の男女比婚は、 いずれも女性の割合は男性と比比し て低く 、 女性の正規雇用の割合も少ない状況です。 企業におけるポジメ メ パ ・ ア ア メア ン2を促進し 、 女性の参画が少ない分野の解消を図っていく 必要があり ます。
・「 男は仕事、 女は家庭」 と いう 性別役割分担意識について、 国・ 愛と比比し て反対の意識が強く なっています。育児中の母親の就労意向が高く なっていること や、市と し て今後力を入れるべき取組について、子育て支支に関わるものが多く なっていること からも 、働く 意欲のある女性への家庭生活と の両自支支が必要と なっています。
・ 係体ヒ ア ヒ ングにおいて、 長随間労働の男性が多く 、仕事における責任や権限が男性側に多く 属し ていると いう 課題があげられています。男女で責任を分かち合い、男性が仕事だけでなく 家庭生活にも参画できるよ う支支し ていく こと が重要と なっています。

（ ４ ） 男女がいつまでも健康で安心し て暮らせる社会の形成 
・ 男女の性差に応じた健康づく り を支支し ていく 必要があり ます。
・ 係体ヒ ア ヒ ングにおいて、長随間労働の男性が多く なっていること が課題と し てあげられています。身体だけでなく メ ンタアヘアスなどこころの健康づく り 対策も必要と なっています。
・ 様々な問題を抱えること が多い高齢者や障がいのある人、 ひと り親家庭、 外国人女性についても支支施策の充実を図る必要があり ます。

2 ポジティ ブ・ アクショ ン男女期 の格差を改改すすあす必必な範範内ににみに、 男女のみのれわ一方に対し 、 当当当審を積積的に提提すすす と 。
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（ ５ ） Ｄ Ｖ の根絶に向けた支援体制の確立 
・ 男女共同参画に関する用用の認愛度について、「 Ｄ Ｖ 」 が最も高く なっています。 言葉の認愛度だけではなく 、 Ｄ Ｖ 発見随の通報義務や、 被害を受けた際の童童談口など、 その内内について周愛し ていく こと が重要と なっています。
・ Ｄ Ｖ 被害の経経について、 女性で 8. 9（、 男性で 1. 3（と 、 女性の約 10 人に１ 人がＤ Ｖ被害を経経し ている現状がみられます。童童談口については、警警を除いたすべての項目で認愛度は２ 割以下に留まっており 、「 童童談口と し て愛っていると ころはない」 が28. 5（と なっています。 身近な童童談口について、 積極的に周愛を図り 、童童し やすい体制づく り を進めること が大切です。
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第第第第第第第３３３３３３３章章章章章章章 計計計計計計計画画画画画画画ののののののの基基基基基基基本本本本本本本的的的的的的的ななななななな考考考考考考考えええええええ方方方方方方方
１  基本端基 

性別役割分担意識にと らわれること なく 、 誰もが自分の個性と 能力を発揮し ていく こと は、 一人ひと り がいきいきと 幸せに暮らせること につながると 同随に、 市全体の活力になり ます。 そのためには、 すべての人々は生まれながらにし て自理、 平等であり 、 いかなる差別も受けること がないと いう 人権尊重の考え方を深く 社会に根づかせる必要があり ます。  そこで、「 第５次長久手市総合計画」 や「 新し いまちづく り 行程程」、 市で実施する「 住民プナジェ ア セ 絆」 と いった上位計画等で示さ れている市と し ての基本的な方向性を踏まえつつ、 本計画の基本端念を、「 男女がともにその人権を尊重し つつ責任も分かち合い、社会の対等な構成委と し てあらゆる分野にともに参画し 、 その個性と 能力を十分に発揮できるよ う な『 男女共同参画社会』 の実現をめざすこと 」 と し ます。 また、 このよ う なまちの将来像や本計画のめざす男女共同参画社会を実現するため、 メャセ チセ レセニを以下のよ う にし ます。  
第 次長久手市総次計画5文化をみがき、人が輝くまち 

●男女がと もに尊重し 、協力し 合うまちをつく る
【 基本端基】  

新しみししづくり施程程  女性の視点をまちづくりに活用する
●男女共同参画プラ ンに基づく 女性の社会進出の促進

【 メキ セ キセ フセニ】  

住長プナププアセ  絆  
●人と 人がじ っく り 心を通わせ、とも に力を 合わせて生き ていく という 価値観を取り 戻し て『 絆』 をつなぎ直す
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２  基本的な視点 
 本計画を策定するにあたり 、 以下の５つの基本的な視点によ り 取組を進めます。

視点１ 人権の尊重         視点２ ジェンダー3に気づく 意識の定着

視点３ エンパワーメ ント 4の促進        視点４ パートナーシップ 5の確立

視点５ ポジティブ・アクションの推進

3 ジェ ンダー 出生小的 な男家すあすセセ ア で（ sex） と は区家し に使われす社審的、 文文的に形平ら れあ「 男男男」「 女男男」 のす と 。  
4 エンパワーメ ント  自 み の就長と 能労を高す、 家庭や地地、 職職など あみ ゆす区地す政治的、 経経的、 社審的、 文文的な労をにづす す と 。 し あ、 そ と し あ労を持き あ主全的な存在と なり 、 労を発発し施動し にみく す と 。
5 パート ナーシッ プ 協労 と もみわれ、 施政、 Ｎ 、 、、 企業など 、 自職の異なす取織や人同士ど、 明明な目的のも と に対審な関係を結び、 それぞれの得就区地を地わし などみ 、 連連し 協労し次と す と 。  

男女が互いにその人権を尊重し合い、あらゆる場において男女の人権が尊重される 社会の実現をめざします。 
制度や慣習など、あらゆる分野における ジェンダーへの気づきを促し、 ジェンダーの視点に立った行動を定着させます。 

女性の能力を高める「エンパワーメント」により、 これまで女性が少なかった分野にも 積極的に女性の参画を進めます。 
女性と男性はもちろん、 市民と行政など様々な形のパートナーシップにより、 総合的に男女共同参画を推進します。 

行政や企業が主体的に女性の管理職への登用などを行う 「ポジティブ・アクション」により、社会や職場の意識を変え、 実質的な男女平等を実現します。 
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３  基本目数 
基本目標１   男女共同参画社会に向けての意識改革 

男女共同参画に対する意識を育むため、 様々な手段で市民への啓発を行い、 男女共同参画を推進する基盤を整備し ます。
基本目標２   政策・ 方針決定、 地域活動分野への男女共同参画の促進 
 様々な分野で多様な価数観と 発想が取り入れられるよ う 、 政策や方針決定過程への女性の参画を拡大すると ともに、地地防災など、 女性の参画の拡大が希まれている分野における女性活用の働きかけを行います。
基本目標３   男女がと もに働きやすい環境の整備 
 男女が差別さ れること なく 、個人の能力を十分に発揮できるよ う 、 雇用機会の均等や待遇の平等化などを進め、 就業環境の整備を促進し ます。 また、 男女一人ひと り が意欲と 能力を活かし て様々な活動に参増し ていけるよ う 、 社会全体で子育てや介護を支える環境づく り を促進すると ともに、 男性の家事・ 育児・ 介護への参画促進も含めたワセア ・ ラナ セ ・ アランスの実現に向けて取り 組みます。
基本目標４   安心し て暮らせるまちづく り  

男女がいつまでもいきいきと暮らせるよ う 、 性別による特徴に応じた健康づく り を進めます。また、 高齢者、 障がいのある人、 ひと り親家庭など、 様々な自職や家族形態にある人たちが、地地と の交流を通じて童互端解を深め、 互いに安安し て暮らすこと ができるよ う 、 その能力や意欲を発揮し ながら社会参画し 、自自し た生活が送れる社会をめざし ます。
基本目標５   人権が尊重さ れ、 DV のないまちづく り  
 男女共同参画社会の実現を阻む暴力を根絶し 、 男女の人権が尊重さ れるまちづく り を進めるため、 Ｄ Ｖ 防止と 被害者の保護・ 自自に向けた支支の一体的な推進に努めます。
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第第第第第第第４４４４４４４章章章章章章章 施施施施施施施策策策策策策策ののののののの方方方方方方方動動動動動動動
基本目数１  男女共同参画社審に動づにの就長改意 
１ －１  男女共同参画に対すす就長の醸平 

男女がそれぞれの個性と 能力を十分に発揮し 、 自らの意思によってあらゆる分野に参画を進めていく ためには、 市民一人ひと り に男女共同参画社会についての正し い理解が根づき、 男女共同参画社会の実現に向けて行動できること が大切です。男女共同参画についての市民の理解をさ らに深め、 学校・ 家庭・ 地域などのあらゆる場面において男女平等の視点を持つこと ができるよう 、 効果的な広報・ 啓発活動や、 市民の生涯を通じ た学習機会の充実を図っていく 必要があり ます。 また、 これまでの男女共同参画は、 国際社会における取組や成果を活かし ながら進められています。今後のさ らなるグローバル化の進展を踏まえ、日本国内だけではなく 国際社会における男女共同参画に関する先進事例などの情報収集、 情報発信により 、 国際的な協調のもと 、 一歩進んだ取組を進めていく こと が重要と なっています。

重点課題 $   男女共同参画に対すす情報提提の充実
 男女共同参画の理念やジェ ンダー（ 社会的性別） の視点について正し く 理解さ れるよう 、 様々な機会や媒体を通じ た情報提供や啓発活動の充実を図り ます。

NO. 取取内内 今後の方動男 性当課 
１ 広報紙などにおいて、固定的な性別役割分担意識にと ら われない表現をし ていきます 

○ 固定的な男家性家区性就長に基づ く 程現の継継的なキプ セ ア  ○ 広報報審広平にわわす にナ ミ ラ ナ ン広平の検検 
秘秘広報課 

２ 広報紙やホームページ、 CATV を利用し 、男女共同参画に対する意識を啓発していきます 
○ 国の 男女共同参画男期（ ６ 月 日23 ～６ 月 29日）、愛の男女共同参画月期（ 10 月） 審にあわにあ広報 

秘秘広報課 市長協労課 

３ 男女共同参画に関する情報紙の内容を充実し 、 男女共同参画意識の普及・ 啓発をし ていきます 
○ 身近なメ セな を 取り 上げあ 、 わわ り やすみ情報報の広平 市長協労課 
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NO. 取取内内 今後の方動男 性当課 

４ メ ディ ア・ リ テラシー6に関する学習機会を提供し ていきます 
○関係各課へのメ ディ ア・リ テラ シーに関する情報提供 ○広報紙等作成の実務担当者に対する、 男女共同参画に関する研修等の企画 

市民協働課 

５ 人権週間には、 チラシやリ ーフレッ ト などで、 人権意識の高揚をし ていきます 
○高齢者、 障がいのある人、子ども 等の人権擁護委員と の連携強化 ○関係各課と 連携・ 協力した人権に関する啓発の推進 

福祉課 

６ 男女共同参画関連図書を充実し ていきます ○男女共同参画関連図書の蔵書の充実 中央図書館 

 重点課題②  男女共同参画に関する学習機会の提供
 男女平等意識や男女共同参画についての意識啓発を図るため、 各種講演会や学習会等を開催します。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
７ 男女共同参画に関する講演会や学習会などを開催し ていきます ○関係各課と 連携し た講演会や学習会の開催 市民協働課 
８ 市職員を対象と し た男女共同参画に関する研修の機会を提供し ていきます ○関係団体主催の研修への参加の検討 市民協働課 人事課 

6 メ ディ ア・ リ テラシー メ ディ アからの情報を主体的に読み解き、 自己発信する能力のこと 。 具体的には、 メ ディ ア内容を主体的かつ客観的に解釈し 、 選択し 、 使いこなす能力のこと 。 また、 メ ディ アを使って表現する能力も指す。
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 重点課題③  男女平等の視点に立った慣習の見直し  
 家庭において、 男女が互いの人格を尊重し 、 相手の立場を理解し て助け合いながら生活し ていけるよう 、 幅広い年代を対象と し た講座などを開催し ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
９ 男女がと も に家庭での責任を果たすための意識などの啓発講座を開催し ていきます 

○男性の子育てをテーマにし た講演会の開催 ○若年世代から シニア世代まで幅広い年代を対象とし た多様な講座の開催 
市民協働課 

 重点課題④ 国際社会における男女共同参画の推進
 市内在住外国人と の交流の機会を活用し ながら、 国際的な視点からの男女共同参画に関する情報の共有を進めます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
10 男女共同参画に関する国際的な動向についての情報を収集すると と もに、 情報発信をし ていきます 

○男女共同参画に関する国際的な情報の収集 ○国際交流協会による交流の促進 
市民協働課 
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１ －２  小中など ににづす男女平審教育の推推 
 次代を担う 子ども達に男女平等の意識が根づいていること は、 男女共同参画の実現には不可欠と なり ます。 また、 子どもを通じ た家庭や地域への男女共同参画意識の働きかけと いう 側面も期待できます。 子ども達が性別役割分担意識にと らわれること なく 学び、 職業を選び、 お互いを思いやることができるよう 、 学校などにおける男女共同参画の視点に立った教育を推進すること が求められています。

 重点課題①  男女共同参画に関する学習の推進
 男女共同参画について正し い理解を浸透さ せるため、男女共同参画に関する学習を推進し ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
11 学級活動などで男女区別のない活動を実施し ていきます ○性別に関わら ず行う 学校における諸活動の推進 教育総務課 
12 男女共同参画への理解を深める学習を推進し ていきます ○育児、 家事などの男女共同参画の学習の推進 教育総務課 

 重点課題②  性に対する正し い知識についての教育の推進
 社会的な性別（ ジェ ンダー） と 生物学的な性別（ セッ クス） について正し く 学び、 互いの性に対する理解を深めていく 教育を推進し ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
13 個人の尊厳を重視し た性の認識を深める指導をし ていきます 

○市内３ か所の中学校における「 性」 をテーマにした講義の実施 健康推進課 
14 命の教育の推進のため、外部講師を招いた学習の場を設けていきます 

○市内３ か所の中学校における「 命」「 生きる」 をテーマにし た講義の実施 
健康推進課 教育総務課 

15 保健体育や学級活動において性教育指導をし ていきます 
○保健体育や学級活動における性教育指導の継続 ○性犯罪に遭わないための指導の強化 

教育総務課 



34 

 重点課題③   男女を区別する慣習の見直し  
 男女を区別する制度や慣習を見直し ていきます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
16 男女混合名簿を広めていきます ○男女混合名簿の継続利用 ○男女混合名簿を利用する学校の拡大 教育総務課 
17 総合的な学習の中で慣習・ 慣例の見直しをし ていきます 

○子ども による男女平等をテーマと し た話し 合いの随時実施 教育総務課 

 重点課題④  男女平等教育に対する教育関係者の意識改革 
 教育関係者の学習、 研修の充実や意識啓発を行い、 資質の向上を図り ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
18 教育関係者の研修を実施し ていきます 

○教職員などに対する研修機会の充実 ○教職員などに対する研修への参加促進 
教育総務課 
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「 基本目数１ 男女共同参画社審に動づにの就長改意」 の達平に動づに
 数値目標の設定 

項 目 現状値 （ 平平 近年24 ） 目標値 （ 平平 近年29 ） 担当課 
1 男女の平審就長※ （ 2 0 .0 （5 0 .0 歳上 市長協労課 
2 男女共同参画関連図秘の蔵秘数 冊 2 9 7 冊3 6 0 中中図秘中 
3 人権だよ り の発施 全全配全 全全配全 福祉課 
4 「 命」「 出づ す 」「 男」 を メ セな にし あ講講の実施回数 各中１ 回 各中１ 回 健康推推課 

※市民アンケート において、 社会全体で「 平等である」 と 感じ ている人の割合
 市民や教育・保育関係者の役割 

●固定的な性別役割分担意識にとらわれることなく、一人ひとりの個性を大切にしましょう。 ●男女共同参画に関する研修・講座や意識啓発の機会に積極的に参加しましょう。 ●周囲の情報の中に、男女に関する偏った表現がないか、差別を助長するようなものがないか注意して確認しましょう。 
●性別によって区別することなく、個性を尊重した保育や教育を行いましょう。  ●子ども達が性や命について正しく理解できるような教育を行いましょう。 ●子どもの教育に関わる人は、子どもが小さな頃から男女平等の意識を持つことができるよう、自身も男女共同参画に関する理解を深めましょう。 
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基本目標２  政策・ 方針決定、 地域活動分野への男女共同参画の促進 
２ －１  政策・ 方針決定の場への男女共同参画の促進 

市民の身近な生活に深く 関わり を持つ市政において、 政策・ 方針など意思決定の場に男女がともに参画すること は、 全市的な男女共同参画社会の推進を図る基盤と なり ます。 また、 女性の参画が少ない分野に、 女性の視点や発想を取り 入れること で、 活動内容の幅が広がること が期待されます。  政策・ 方針決定過程への女性の参画を拡大すること で、 市のすべての施策に多様な価値観と 発想を取り 入れると と もに、 性別に関わらず、 能力に応じ た委員委嘱、 管理職への登用がなさ れるよう 、 全庁的な男女平等意識の普及・ 啓発を進めていく こと が求められています。  

 重点課題①  審議会などにおける女性の登用促進
審議会や委員会などに女性の登用を進め、 政策や方針決定に男女の意見をと もに取り 入れた市政を推進し ます。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 

19 女性委員の登用を 3 0 ％以上にし ていきます 
○委員募集の際の広報・ 周知の推進 ○市執行機関及び市付属機関等における女性の登用促進に向けた委員選定の推進 

全課 

20 女性委員のいない審議会などを解消していきます 
○あて職など委員の見直し  ○委員募集の際の広報・ 周知の推進 全課 
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 重点課題②  管理職などへの女性の登用促進
 個人の能力や適性を活かし た配置を図り 、 管理職への登用を促進し ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
21 女性職員の管理職への登用を促進し ていきます 

○管理職に適齢の女性を確保し ていく ための働き方の見直し  ○男女の分け隔てない登用を行う 人事管理の徹底
人事課 

２ －２  地域活動の場への男女共同参画の促進 
地域活動の活性化や、 多様な地域課題を解決する地域力の向上のためには、 地域活動や団体活動において男女共同参画を促進し ていく こと が重要です。 し かし 実際には、 働く 男性は女性と 比較し て地域活動への参加が少なく 、一方で、役職者には男性が多いと いう 現状があり ます。また、活動主体が女性であるにも関わらず、 夫など、 男性の名前で地域活動などに登録する女性が多いと いう 課題もあがっています。地域等で活躍できる女性の育成を図ると と もに、 働く 男女がと もに地域活動に参画できるような仕組みづく り を進めていく 必要があり ます。

 重点課題① 地域活動の役職などにおける女性の登用促進
 組織の責任ある地位への女性の登用を促進し ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 

22 女性リ ーダーの育成を支援し ていき ます 
○女性リ ーダー育成機会の提供 ○事業実施の中での女性支援の推進 ○女性リ ーダー育成セミ ナー等の情報提供の推進 

市民協議課 生涯学習課 

23 性別に関わらず、地域活動などへの自分の名前での登録を促進し ていきます 
○活動主体である女性に対する、 自分の名前での登録の呼びかけ 全課 
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 重点課題② 地域活動における男性の参画促進 
地域活動への参画が特に少ないと さ れる若い世代の男性でも参加できるよう 、 活動時間の見直し などを行う と と もに、 団塊世代を中心と し て男性の地域活動への参画を進めます。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
24 Ｐ Ｔ Ａ 活動は、 保護者が参加し やすい時間に活動し ていきます ○保護者の意見を踏まえた事業の実施 教育総務課 

25 団塊世代の男性を中心に、 地域活動への参画を促進し ていきます 

○地域ボラ ンティ アへの参画促進 ○団塊世代の活動への支援○地域共生ステーショ ンにおける、 多世代が集まれる仕組みづく り や地域活動への参加促進 
全課 

 重点課題③  防災分野への女性の参画の拡大 
災害時の支援を充実するため、 防災分野に女性の参画を進めます。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
26 防災の分野に女性の視点やニーズを取り 入れ、地域の安全の基盤づく り に努めていきます 

○防災組織への女性登用の促進 ○授乳にも 使用できる間仕切り の設置など、 避難所における女性への配慮
安心安全課 
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 重点課題④  男女共同参画に取り 組む市民グループへの育成支援 
団体等が行う 男女共同参画に寄与する取組を支援し ます。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
27 地域において男女共同参画の視点を持っ て活動に取り 組めるよう 働きかけていきます 

○男女共同参画を促進する団体の育成支援○地域活動における、 企画段階から の男女共同参画の視点の取り 入れ促進 
市民協働課 

「 基本目標２ 政策・ 方針決定、 地域活動分野への男女共同参画の促進」の達成に向けて
 数値目標の設定 

項 目 現状値 （ 平平 近年24 ） 目標値 （ 平平 近年29 ） 担当課 
1 女男委委※の登用婚 （2 2 .7 （3 0 .0 歳上 全課 
2 女男委委のみなみ審議審数 ６ 当関 ０ 当関 全課 
3 女男職委の管端職への登用婚 （2 0 .8 （2 2 .0 人事課 
4 期仕親り など 避困所ににづす女男への配配整配設位配所数 １ 配所 ９ 配所 安安安全課 

※市執行機関及び市付属機関等における女性委員
 市民や地域の役割 

●男女ともに、積極的に行政の政策・方針決定過程に参画しましょう。 ●男女ともに、知識や能力を高められるよう、学習会などに参加しましょう。 ●性別や年齢に関わらず、積極的に地域活動に参加しましょう。 ●地域活動などにおいては、男女が区別なくそれぞれの役割を担いましょう。 
●地域活動団体などにおける会長や役員などの選出について、性別が偏らないような人員の配置に努めましょう。 ●地域活動や団体活動において、男女双方の意見を取り入れるようにしましょう。 



40 

基本目標３  男女がと もに働きやすい環境の整備 
３ －１  男女平等の職場環境づく り の推進 

働く 場において、 男女がと もに対等なパート ナーと し て能力を発揮し ていく ためには、 採用する企業側に、 雇用形態や職業選択等における男女平等な労働観が浸透し ていること が大切です。男女と もに適正な労働条件が確保さ れ、 性別や年齢に関わらず、 誰もが働きやすい職場環境が整備さ れるよう 、 企業への意識啓発を進める必要があり ます。

 重点課題①  団体、 企業などにおける女性の参画促進
 男女共同参画の視点の重要性について、 団体、 企業に意識啓発を図り ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
28 市の入札における評価項目に、 男女共同参画社会実現への評価視点を取り 入れていきます 

○「 男女共同参画社会への貢献度」 の加点対象と なる評価項目の検討・ 設定 ○判断基準の検討 
行政課 

29 パンフレッ ト などを活用し 、企業に意識改革の働きかけをし ていきます ○窓口等での働きかけ 産業緑地課 
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 重点課題②  セクシュアル・ ハラスメ ント 7、 パワー・ ハラスメ ント 8防止対策の推進
 セクシュアル・ ハラスメ ント 、 パワー・ ハラスメ ント の根絶に向け、 団体、 企業に向けた啓発を推進し ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 

30
セクシュアル・ ハラスメ ント 、 パワー・ハラスメ ント 防止に向けた広報・ 啓発を行い、 人権尊重の意識づく り を推進し ていきます 

○パワー・ ハラ スメ ント 防止についての要綱策定の検討 ○人権教育指導者研修会への社会教育委員参加による、 人権尊重の意識づくり の推進 

人事課 生涯学習課 

7 セクシュアル・ ハラスメ ント  性的ないやがらせのこと 。 特に雇用の場においては、 「 職場（ 労働者が業務を遂行する場所） において行われる性的な言動に対する女性労働者の対応により 、 女性労働者がその労働条件につき不利益を受けること または性的な言動により 女性労働者の就業環境が害さ れること 」 と さ れている。
8 パワー・ ハラスメ ント   職権などのパワーを背景にし て、 本来の業務の範ちゅう を超えて、 継続的に人格と 尊厳を侵害する言動を行い、 就業者の働く 関係を悪化さ せ、 あるいは雇用不安を与えること 。
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３ －２  ワーク・ ライフ・ バランスの推進 
国では、 2007 年（ 平成 19 年） に「 仕事と 生活の調調（ ワーク・ ラ ナ セ ・ バラ ンス） 憲章」 及び「 仕事と 生活の調調推進のための行動指針」 が策定さ れており 、仕事と 生活が好好環を生み出す社会づく り に向けた機運が高まっています。 男女がと もに、 個人のラ ナ セ スタ ナルやニーニに対じ 、 自分らし く 働き継けていく ためには、 こう し たワーク・ ラ ナ セ ・ バラ ンスの視点に立って環環を整整し ていく 必要があり ます。し かし 実際には、結婚・ 出次による女性の乖職が多く なっていること が課題と し てあがっています。 働く 男女に向けた子育て支支の充実や職場への理解の浸透など、 周範の環環を整整し ていく と と もに、 家庭内における意識啓発を進め、 男女がと もに助け合って、仕事と 家庭生活を両立し ていけるよう支支すること が求められています。

 重点課題①  保育施設・ サービスの充実
 多様な保育ニーニに対対するため、保育施設の整整に取り 組むと と もに、 長随期保育・ 延長保育9や特定保育10などの保育サーナスの充実を図り ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 

31
保護者の就労時間、 勤務時間の多様化に対応し た長時間保育・ 延長保育や特定保育など、保育サービスを充実し ていきます 

○長時間保育・ 延長保育、特定保育の実施体市の整整○長時間保育・ 延長保育、特定保育の実施増加による受け入れの拡充 
子育て支援課 

32 待機児童の解消に努めていきます ○新設保育所の建設や長織保育所における児童の受け入れ拡充 子育て支援課 

9 長時間・ 延長保育 保護者がセ アタ イムで働く 就労家庭の児童が利用する保育サーナ でのこと 。  （ 長時間保育： 午後４ 時から午後６ 時 30 分まで  延長保育： 午後６ 時 30 分から午後７時まで）10 特定保育 １日４時間歳上６ 時間歳歳かつ結ね１か月64時間歳上の就労家庭の児童の保育を行うサーナ でのこと 。 （ 通通保育、一時保育の対象と なる児童は除く 。 ）  



43 

 重点課題②  子育て支援サービスの充実
 働く 男女の仕事と 家庭生活の両立を支支するため、 子育て支支サーナ スの充実を図り ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
33 フ ァ ミ リ ーサポート 事業を充実し ていきます 

○依依会員に対対する支援会員の増大のための事業の周知 ○活動中の事故故防のための講習会の充実 
子育て支援課 

34 子育て支援短期事業（ ショ ート ステイ）の周知を図り ます ○広報紙・ ホームムープにおける周知 子育て支援課 
35 子育て支援制度などの情報提供を充実し ていきます 

○広報紙・ ホームムープにおける周知 ○育児講座の開催 子育て支援課 
36 児童ク ラ ブや学童保育所を拡充し ていきます ○ニーニ調調の実施 子育て支援課 
37 子育て支援ボラ ンティ アの情報提供をし ていきます 

○子育て支支団体同士の交流会の実施及び情報紙作成 社会福祉協議会 

 重点課題③ 男女がと もに家庭生活に関われる環境づく り
 男女がと もに家事、 育歳、介護などに積積的に参増できるよう な環環づく り に取り 組みます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
38 家事教室（ 料理、 ゴミ 分別講習など） を開催し ていきます 

○「 エ メ 資理教童」 の開催 ○「 エ メ 資理教童」 の周知による参加者の確保 環境課 

39 男女がと もに育児、 介護などに携わること ができるよう 公共施設の改善をし ていきます 

○施設を新設する 際の大人・ 子ども兼用のおむつ交換ベッ ド の設位推進 ○男性セ イフへのベナ ーチェ ア、 ベナ ーベッ ド設位の推進 
全課 
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 重点課題④  職場におけるワーク・ ライフ・ バランスの推進 
 職場における子育て支支を充実すると と もに、 育歳・ 介護介業制度の男性の取得促進を図り ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
40 団体・ 企業などの要請に応じ 、 男女共同参画に関する出前講座を実施し ていきます 

○大学への講医師葉の依依○各団体への仕事と 家庭の調調についての意識啓発の働きかけ 
市民協働課 

41 育児・ 介護休業制度を整備し 、 男性の取得を働きかけていきます 
○育児・ 介護介業市年の周知 ○談口等での男性への取得の働きかけ 

人事課 産業緑地課 

42
パンフ レッ ト などの配布を通じ てフ ァミ リ ー・ フレンド リ ー企業に関する情報提供を行い、 ファ ミ リ ー・ フレンド リ ー企業への登録を支援し ていきます 

○談口等での働きかけ 産業緑地課 

43 子育て期の就労者に対する雇用者への理解を促進し ていきます ○談口等での働きかけ 産業緑地課 
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３ －３  女性のチャレンジ支援 
意欲のある女性が、 希むよう な形で働き継けられるよう な支支策を充実さ せていく 必要があります。 本市では、 子育て中でも働く 意欲のある女性が多く なっていますが、 同随に育歳介業取得後の復職の貧困なども課題と し てあがっています。女性がいつまでも自らの能力の向上や活躍をめざすこと ができるよう 、 再就職に対する支支を行う と と もに、 女性自身のエンパワーメ ンセ を推進し 、 女性の幅広い分野への進出を支支し ていく こと が重要と なっています。

 重点課題①  子育て後の女性の再就職に対する支援
 子育て後の女性の再就職に対する支支を図るため、 市内の企業や商商会に働きかけをし ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
44 退職者への再就職意志の確認をする働きかけをし ていきます ○談口等での働きかけ 産業緑地課 

 重点課題②  女性の職業能力育成に対する支援
企業や事業所内での女性の能力育成に向けた学習機会の提供や、 啓発を推進し ます。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
45 職業能力育成の講習会などへの参加を市民や企業に働きかけていきます 

○談口等での働きかけ ○公長中講座でのパパ メ ン講座の開催 
産業緑地課 生涯学習課 

 重点課題③ 女性の起業に対する支援 
起業の場の提供や情報発信により 、起業をめざす女性への支支を行います。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
46 起業の場を提供するなど、 起業をめざす女性に対する支援を行っていきます ○談口等での働きかけ 産業緑地課 



46 

「 基本目標３ 男女がと もに働きやすい環境の整備」 の達成に向けて
 数値目標の設定 

項 目 現状値 （ 平平 近年24 ） 目標値 （ 平平 近年29 ） 担当課 
１  市の入札評価項目に男女共同参画視点導入の検討 未検討

市内業者の状況をふまえ導入基準の検討・設置 
行政課 

２  特定保育の実施園数 ２ 園 ４ 園 子育て支援課
３  ファ ミ リ ーサポート センタ ーの援助活動ができる会員数 2 1 9 人 2 4 0 人 子育て支援課
４  育児講座の開催回数 ５ 回 ８ 回 子育て支援課
５  児童クラブの実施箇所数 ５ 箇所 ６ 箇所 子育て支援課
６  出前講座の企画実施回数 未実施 １ 回以上 市民協働課 
７  男性職員の育児休業の取得率 1 2 .5 ％ 1 2 .5 ％以上 人事課 
８  ファ ミ リ ー・ フレンド リ ー企業数 ２ 企業 ５ 企業 産業緑地課 

 市民や企業の役割 
●男女がともに仕事と家庭のバランスのとれた生活が送れるよう、家族間の共通認識を持つため、家庭内で話し合いましょう。 ●男性職員も、育児・介護休業を積極的に活用しましょう。 ●男性は、家事や育児・介護などに積極的に参加しましょう。 
●ワーク・ライフ・バランスを実現するための職場環境を整備しましょう。 ●セクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメントのない職場づくりに努めましょう。 ●募集、採用、昇進、給与など性別を理由とした格差をなくしましょう。 ●子どもを持つ人も働きやすいよう、在宅勤務やフレックスタイム、短時間勤務制度といった柔軟な勤務形態についても検討しましょう。 
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基本目標４  安心し て暮らせるまちづく り  
４ －１  生涯を通じ た心身の健康づく り  

男女がと もに生涯を通じ て安身と もに健康で過ごすこと は、 男女共同参画社会を実現し ていくための最も基本的な条条です。 性別に関わらず、 自らの安身の健康に関安を持し 、健康づく り に関する正し い愛識や情報を得ながら、主体的な健康づく り を行っていく こと が大切です。特に、女性の場合は妊妊や出次の可能性を持っており 、特有の身体的特特やラ ナ セ サナ クルと 、 その各段段における安身の変化により 、 男性と は異なる健康上の問題に直面し ます。 女性自身が自らの健康に決定権を持つ、ヒ プロダクメ メ パ・ヘルス／ラ ナ ラ 11への理解の促進が重要と なっています。また、 女性の健康だけでなく 、 男女がと もに互いの性についての認識を深め、 身体の違いを十分に理解し 、 相手に対する思いやり を持しながら、 性差や年代に対じ た安身の健康づく り を進めていく ための支支が求められています。

 重点課題①  リ プロダクティ ブ・ ヘルス／ライツの普及・ 啓発
 男女がと もに性と 生殖に関し て正し い愛識を持し 、妊妊または出次などにおいて、双方がよりよい協力関係を保つと と もに、 女性が自らの意思で健康について選採できる自己決定権が尊重され、 生涯にわたって健康な生活を織むための環環づく り をめざし ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
47 リ プロダクティ ブ・ ヘルス／ライツに関する情報を提供し ていきます ○健康推進課等と の協働 ○情報提供の推進 市民協働課 
48 あらゆる世代に対し て、性に関する相談窓口の設置を検討し ていきます ○電話童童や場面童童による対対 健康推進課 

11 リ プロダクティ ブ・ ヘルス／ライツ 「 性と 生殖に関する健康・ 権利」 と訳ら れる。 いつ何人子どもを次む、次まない、 を選ぶ自理、安全で歳満のいく 性関係、安全な妊妊・ 出次、 子どもが健康に生まれ育つこと などが含まれている。
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 重点課題②  妊娠・ 出産期のこころと 身体の健康づく り
健康の保持や増進、母性保護に関する正し い愛識の普及を推進し 、母性保護と母子保健の充実を図り ます。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
49

「 パパママ教室」 の開催を拡充し 、 これから母親、 父親になる男女に、 健康の保持や母性保護についての正し い知識を普及し ていきます 
○土日も含めた「 パパママ教童」 の開催 ○「 パパママ教童」 の周知による参加者の確保 

健康推進課 

50 妊婦・ 乳幼児健康診査等を実施し ていきます 

○妊妊健康康調・ 子宮がん検康・ 乳幼児健康康調の費用の援成 ○３ ～４ か月児健康康調、10～11 か月児童童、 １ 歳６ か月児健康康調、 ３ 歳児健康康調、 ３ 歳８ か月児健康康調の実施 
健康推進課 

51 新生児・ 妊産婦・ 乳幼児家庭訪問を実施し ていきます 
○３ ～４ か月児までの乳幼児と その保護者を対象とし た全全全問の実施 ○必必に対じ た妊次妊・ 乳幼児家庭全問の実施 

健康推進課 

52 不妊治療などの支援を充実し ていき ます ○一一不妊治一費用の一一援成 健康推進課 

 重点課題③  健康づく り の推進 
健康についての正し い愛識の普及を行う と と もに、疾疾の早期故防、早期発見、早期治一をめざし 、健康づく り を推進する環環を整整し ます。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 

53 こ こ ろの健康に関する知識を普及し ていきます 

○メ ンタ アヘアで研修への参加促進 ○精精精医精問による講座の開催 ○広報紙、 ホームムープ等を活用し たこ ころの健康に関する知識の普及 

人事課 健康推進課 

54 乳がん・ 子宮がん検診について、 利用しやすい検診体制を整備し 、 受診率向上を図っていきます 
○利用し やすい検康体市の検討 健康推進課 



49 

４ －２  支援の必要な人が安心し て暮らせる環境の整備 
高齢者や障がいのある人など、 日通生活において特別な支支が必要な人がいきいきと安安し て社会と 関わり を持しながら暮らすこと ができるよう 、環環整整や自立支支を行っていく こと が大切です。 本市においても高齢化が進行し ている中で、 市制施行に伴う福祉事日所の設位など、 福祉施策の一層の充実が進められています。一方で、介護を女性の仕事と し てと らえる風風もあり 、介護への男性の参画が求められています。また、 ひと り親家庭や、障がいのある人、 外国人女性などにおいても、 生活の様々な場面で複合的な貧困を抱えていること が故想さ れます。誰もが安安し て地域で暮らせる環環づく り に向け、 あらゆる女性、 男性がと もに家庭生活、 地域生活を送ること ができるよう 、 社会的支支の充実と環環整整を進める必要があり ます。

 重点課題① 高齢者・ 障がいのある人の生活安定と 自立支援
支支が必要な人に対するサーナ ス提供を充実すると と もに、 介護者に対する情報提供などを行い、双方の安身の負担軽減を図り ます。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
55 関係機関と 連携を図り 、 高齢者・ 障がいのある人へのサービスの円滑な提供を推進し ていきます 

○地地の人材やサーナ でを活用し た地地地地ケア体市の整整
福祉課 長寿課 

56 高齢者・ 障がいのある人及び介護者双方の負担軽減のためのサービス等の情報提供を図っていきます 
○広報紙・ ホームムープを利用し た情報提供の推進 福祉課 長寿課 
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 重点課題②  ひと り 親家庭などの生活安定と 自立支援
 地域や家庭で安安し て生活できるよう 、経経的自立に向けた支支と 、 生活上の悩みや問題を解消するための相童体制の充実を図り ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
57 一時的に生活援助が必要な場合は、 生活を支援するヘルパーの派遣をし ていきます 

○ひと り親家庭日通生活支支事業の内容充実 ○ひと り親家庭日通生活支支事業の広報紙・ ホームムープを利用し た周知 
子育て支援課 

58 医療費の自己負担分を助成し 経済的な自立支援を推進し ていきます 
○広報紙・ ホームムープを利用し た周知 ○子育て支支課と の連携による手続きの案内 

健康推進課 
59 相談窓口、 支援情報の周知を図っていきます ○広報紙・ ホームムープなどによる童童談口の周知 子育て支援課 

 重点課題③  在住外国人女性に対する生活安定と 自立支援 
 在住外国人女性のために、 子育て、就労の情報提供やＤ Ｖ 被害の相童体制の充実に努め、 安安し て生活できる環環づく り を推進し ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 

60 在住外国人女性に対する情報提供、 相談機能を充実し ていきます 

○各種広報生や案内、 防防マッ プや都道数道道道における、 英用をはじ めとする多言用の併併などの外国人への配配○国際交流協会の活動を通し た情報提供の推進 ○在住外国人女性から の労務童童への対対

全課 

61 関係課と 連携し て、 在住外国人のための健康支援、 子育て支援と 相談窓口を充実し ていきます ○電話や場面での個別対対 健康推進課 
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「 基本目標４ 安心し て暮らせるまちづく り 」 の達成に向けて
 数値目標の設定 

項 目 現状値 （ 平平 近年24 ） 目標値 （ 平平 近年29 ） 担当課 
1 パパママ教室の夫の参加率 4 0 .5 ％ 4 3 .0 ％ 健康推進課 
2 メ ンタ ルヘルスに関する研修等 参加のべ人数 4 3 人 3 0 0 人 人事課 
3 精精保健福祉童童開催回数 ＊2 0 回1 4 8 0 回 健康推進課
4 乳がん・ 子宮がん検診受診率 

乳がん＊5 0 .4 ％子宮がん＊4 2 .3 ％
5 0 .0 ％以上 健康推進課 

＊平成 近年歳2 4 集計のため、平成 2 3 近年実績
 市民や地域等の役割 

●自分や家族の健康について関心を持ちましょう。 ●健康づくりに関する学習機会に積極的に参加し、必要に応じて相談を利用しましょう。 ●高齢者や障がいのある人など、地域の中で支援が必要な人を見守り、声をかけるなど、できる限り支援しましょう。 
●地域で積極的な交流を図り、お互いに顔の見える関係づくりを進めましょう。 ●地域のみんなで健康づくりに取り組みましょう。 
●職場において、健康診査の受診を呼びかけましょう。 ●従業員のこころの健康づくりに配慮しましょう。 
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基本目標５  人権が尊重さ れ、 Ｄ Ｖ のないまちづく り  （ 長久手市Ｄ Ｖ 防止基本計画）  
５ －１  暴力を許さ ない社会づく り  

男女期のあらゆる暴力は決し て許さ れるものではなく 、 深刻な人権権害です。 し かし そう し た暴力に直面関わり のない人にと っては、 個人や家庭内などの限られた中での問題であると考えられがしであり 、被害が潜在化・ 深刻化し やすい傾向にあり ます。男女共同参画の実現を阻むＤＶ等、 女性に対するあらゆる暴力の根絶に向け、 市民一人ひと りが正し い理解を深めていく こと が求められています。 本市では学生など若い世代が多く なっています。デーセ Ｄ Ｖ 12など、恋人期における暴力についての周愛・ 啓発を進め、若い世代における理解をさ らに深めること で、 将将的な発生の防止を図ること が重要です。

 重点課題①  Ｄ Ｖ の防止の推進
様々な媒体を活用し たＤ Ｖ 防止に関する広報・ 啓発活動を進めると と もに、 若年者に対し ての意識醸成も図り ます。 また、 配配者に対する暴力と 関連の深い歳童児待について、早期発見のセッ セ ワークづく り と と もに、 歳未に防す ための取組を進めます。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
62 広報紙・ ホームページを利用し 、暴労は人権権害であると の意識を啓発し ていきます 

○女性に対する暴力をなくす運動（ 11 月 12 日～25日） にあわせた広報 子育て支援課 

63 性の商配化などの有害な環環から青青近を守る活動をし ていきます 
○青青年健全育成活動と して の市内巡視パ セ ナ ーア 、 非行防止のための啓発活動の実施 生涯学習課 

64 広報紙・ ホームページを利用し 、歳童児待防止に対する意識を啓発し ていき ます
○児童児待防止推進月間（ 11 月） にあわせた広報 子育て支援課 

65 すす に対応できる童童体市と 、歳童児待防止などへの支援、セッ ト ワークの強化に取り 組んでいきます 
○家庭児童童童童の充実 ○童童童における専専職の知識の向上 子育て支援課 

12 デート Ｄ Ｖ  特に 10 代や 20 代などの若い世代で生じ る、結婚し ていない男女間での体、言葉、人年による暴力のこと 。  
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５ －２  安心し て相談できる体制づく り  
2007 年（ 平成 19 年） のＤ Ｖ 防止防の改正に伴い、 市町町が設位する適切な施設において、配配者暴力相童支支センターと し ての機能を果たすこと ができるよう になるなど、配配者の暴力に対する市町町の取組の強化が求められています。 し かし 、 相童談口の認愛度は本市においても高く なく 、被害者にと っての身近な相童談口のさ らなる周愛が求められています。また、一層複層・多様化する社会状状のもと で、被害者・ 増害者の位かれている状状や背景を理解し ながら適切な対対ができるよう 、 相童委の専専性の明保を図ると と もに、 関係機関のセッ セ ワーク化を進めていく 必要があり ます。  

 重点課題① 相談窓口の周知
Ｄ Ｖに関する相童談口や支支情報について、 外国人も含め広く 市民に周愛し ます。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
66 童童談口、 支援情報の周愛を図っていきます 

○リ ーセ フ ッ セやカ ード の配全などによる童童談口の周知 子育て支援課 
67 外国人へ童童談口を周愛し ていきます ○外国用のリ ーセ フ ッ セやカ ード の配全などによる童童談口の周知 子育て支援課 

 重点課題②  相談体制の充実
 より 多様な相童内容に対対できるよう 、 研修機会などの充実を図り 、 相童委の資質向上を図ります。 また、 各関係機関が情報を共有し 、 相童体制を明立し ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
68 Ｄ Ｖ 被害者の童童、 支援に連わる童童員の専専愛識の習得や研修の充実を図ります 

○Ｄ Ｖ 被害者保護支支に関する研修への参加促進 子育て支援課 

69 Ｄ Ｖの二次被害13を防す ために童童担当者及び関係職員の資資の向上に努めていきます 
○Ｄ Ｖ 被害者保護支支に関する研修への参加促進 子育て支援課 

13 二次被害Ｄ Ｖ 被害者を支支する側が、 Ｄ Ｖ 被害者の位かれている状状やＤ Ｖ自体に関し て理解が不満し ているために被害者に対し て不適親な対対をと ること により 、 被害者がら らに被害を受けること 。  
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NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
70 障がい者児待の防止のため、童童体市を整整し ていきます 

○児待の通報義務などの市長への周知 ○障がい者児待防止における情報が収集できるセッセ ワークシでテムづく り  
福祉課 

71 Ｄ Ｖ 被害者の安全明保のため、庁内及び関係機関のセッ ト ワーク の強化に取り組んでいきます 
○関係機関での情報共有と適親な管理の推進 ○セッ セ ワーク のシでテムの強化 

子育て支援課 関係各課 

５ －３  自立への支援 
Ｄ Ｖの深刻化を防す ためには、 早期発見と 、被害者の適切な保護、安全明保を図ること が重要です。 また、 被害者が自立し 、安安し て暮らし ていく ためには、 生活基盤を整える支支が求められます。 通報講日の周愛周周により 、 地域住民などによる発見機能を強化すると と もに、 関係機関が相互に連連を図り ながら、被害者の保護及び自立支支を円円かつ適切に行えるよう 体制の整整に努めること が必要です。

 重点課題① 早期発見体制の整備
 通報講日の周愛周周により 、 Ｄ Ｖ 被害などの早期発見体制を整整し ます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
72 教職員、 保育士、 保健師、 保護者審へ、被害者保護の正し い理解や通報などの講務について啓発をし ていきます 

○関係職員や保護者への意識啓発 ○被害者保護のための情報管理の徹周
子育て支援課 健康推進課 教育総務課 

 重点課題② 保護体制の充実
 関係機関と連連し 、 Ｄ Ｖ 被害者などの保護に努めます。
NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
73 愛、歳童童童所、警警など関係機関と の連連による被害者保護体市を明自し ていきます 

○関係機関の連携強化とセッ セ ワーク シでテムづくり  子育て支援課 
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 重点課題③  生活再建に向けた支援の実施 
被害者の立場に立った自立支支の機能の強化に向け、 必要な情報提供や支支に取り 組みます。

NO. 取組内容 今後の方向性 担当課 
74 Ｄ Ｖ 被害などに起起するひと り親家庭の就労をはじめ、自自に向けた支援をしていきます 

○一時的に生活支援が必必な職合のヘアパー師葉○広報紙・ ホームムープでの周知 
子育て支援課 

「 基本目標５ 人権が尊重さ れ、 Ｄ Ｖ のないまちづく り 」 の達成に向けて
 数値目標の設定 

項 目 現状値 （ 平平 近年24 ） 目標値 （ 平平 近年29 ） 担当課 
1 Ｄ Ｖ 防止に関する情報提供・ 媒体数 ３ 種／年 ５ 種／年 子育て支援課
2 Ｄ Ｖ 経験のある市民の割合 7 .9 ％ 0 .0 ％ 子育て支援課
3 Ｄ Ｖ に関する相談窓口の認知度 6 8 .7 ％ 8 0 .0 ％ 子育て支援課
 市民の役割 

●ＤＶについての正しい情報を積極的に収集し、暴力は重大な人権侵害であるという認識を持ちましょう。 ●暴力を発見した場合は見て見ぬふりをせず、被害者に対する相談窓口の紹介や、関係機関に情報を伝えましょう。 
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第第第第第第第５５５５５５５章章章章章章章 計計計計計計計画画画画画画画ののののののの推推推推推推推推推推推推推推
１  計画の進捗管理 

男女共同参画に関する施策は多岐にわたるため、庁内関係一部からなる長久手市男女共同参画推進一会（ 仮） を設位し 、 庁内の男女共同参画に関する意識改意や資質の向上に向けた取組を行う と と もに、 男女共同参画基本計画（ Ｄ Ｖ 防止基本計画を含む ） の進捗明認を行います。 また、長久手市男女共同参画審議会において、 定期的に取組内容の進捗状状明認や検検を行い、 市の施策の推進を図り ます。
２  市と 企業・ 各種団体等と の協働と 連携 

市と 市民、 学校、 企業、係体などが互いの自立性を尊重し 、 それぞれの得意分野や特特を活かし て連連し 合う こと により 、 男女共同参画社会の実現をめざし ます。

■ 推推全市ナ メ セプ  

事務局 市長協労課 子育に支支課 

庁内推進体制

国・県・近隣市町 
情報共有・連携 

関係各課 
●目標の管理・把握 関係各課 

関係各課 

長久手市男女共同参画推進部会（仮） 
●計画の進捗状況等確認 

長久手市男女共同参画 審議会 

連連 
市 民 

企 業 
学 校

各種団体 情報共有 

連携・協働 

提起・報告 

評価・提案 
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参参参参参参参 考考考考考考考 資資資資資資資 資資資資資資資
１  長久手市の男女共同参画を推進する条例 

附附
男女は、 個人と し て尊重さ れ、防の下に平等であること が日本国憲防において保障さ れています。  
長久手市では、 男女が性別にと らわれず個性と 能力を発揮し 、利利と責責を分かし合えるましづく り を進めてきまし た。これは、国が制定し た男女共同参画社会基本防の理念を踏まえると と もに、国際社会の動きと も協調し た取組です。  
し かし 、 男女の役割を固定的にと らえる意識や社会慣行は、今なお根強く 残っており 、真の男女平等の達成には、まだ多く の課題があります。すべての市民が、なかでも次代を担う 子どもたしが夢と希希をもって生き生きと暮らせるよう 、市、市民、事業者及び教育関係者が協働し 、これからも力強く ましづく り を進めていく こと が必要です。  
私たしは、 男女の人権が尊重さ れ、 かつ、社会情国の変化に対対すること ができる豊かで活力ある男女共同参画社会の実現に向けた取組を推進するため、 この条例を制定し ます。 

平成 21 年 月3 31 日 条例第 1号
第 章1 総附

目( 的)
第 条1  この条例は、男女共同参画の推進に関し 、 基本理念を定め、 市、 市民、 事業者及び教育関係者の責日を明らかにすると と もに、 市の男女共同参画の推進に関する施策の基本と なる事項を定め、 これを総合的かつ計画的に推進し 、 市、 市民、 事業者及び教育関係者が協働し て取り 組むこ と により 、男女が自立し 、 尊重し 合い、幸せに暮らせる社会を実現すること を目的と する。  

( 定講)
第 条2  この条例において、次の各号に掲げる用用の意講は、当当各号に定めると ころによる。  

( 1)  男女共同参画 男女が社会の対等な構成委と し て、自らの意思によって家庭、地域、 学校、 職場その他の社会のあらゆる分野 歳( 下「 社会のあらゆる分野」 と いう 。) における活動に参画する機会が明保さ れ、 もって男女が均等に政治的、経経的、 社会的及び文化的利利を享受すること ができ、 かつ、 共に責責を担う こと をいう 。  
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( 2)  市民 市内に住所を有する者及び市内に通日勤は通学する者をいう 。  
( 3)  事業者 市内において織利、非織利を問わず事業活動を行う 個人及び防人をいう 。  
( 4)  教育関係者 市内においてあらゆる教育勤は保育に連わる者をいう 。  
( 5) ミ メ スメ メ ッ ク・ バナ オ フンス 配配者若し く は恋人等親密な関係にある、勤は親密な関係にあった異性から居われる身体的勤は精精的な苦苦を与えられる暴力的行為をいう 。  
( 6)  セクメシ アル・ ハラ スメ ンセ  性的な言動により 相手の生活環環を害すること勤はその相手に不利利を与えること をいう 。  
( 7) 積積的改改善位 社会のあらゆる分野における活動に参画する機会に係る男女期の格差を改改するため必要な範範内において、 男女のいずれか一方に対し 、当当機会を積積的に提供するこ と をいう 。 
( 基本理念)

第 3条 男女共同参画は、次の各号に掲げる基本理念に基づいて、 推進さ れなければならない。  
( 1)  男女の個人と し ての尊厳が重んじ られること 、 男女が直面的であるか期面的であるかを問わず性別による差別的取扱いを受けないこと 、 男女が個人と し て能力を発揮する機会が明保さ れること 、 女性に対する暴力が根絶さ れること その他の男女の人権が尊重さ れること 。  

( 2)  性別による固定的な役割分担等に基づく 社会における制度勤は慣行が、 男女の社会における活動の自理な選採に対して影影を及ほすこと のないよう配配さ れること 。  
( 3)  男女は、 社会の対等な構成委と し て、市の政策勤は民期の係体における方針の立案及び決定に、 男女が共同し て参画する機会が明保さ れること 。  
( 4)  家家を構成する男女が、 相互の協力と社会の支支の下に、 子育て、 家家の介護その他の家庭生活における活動及び職業生活と 地域生活等社会における活動に対等に参画すること ができるよう に配配されること 。  
( 5)  男女共同参画は、 国際的協調の下に推進さ れること 。  
( 市の責日)

第 4条 市は、前条に定める基本理念 歳( 下「 基本理念」 と いう 。 ) にのっと り 、 男女共同参画の推進に関する施策(積積的改改善位を含む。歳下同じ 。 ) を総合的に策定し 、及び実施し なければならない。  
2 市は、 市民、 事業者及び教育関係者と 協働し て男女共同参画の推進に取り 組まなければならない。  
3 市は、婚先し て男女共同参画を推進し なければならない。  

( 市民の責日)
第 5条 市民は、基本理念にのっと り 、社会のあらゆる分野において、積積的に男女共同参画を推進するよう努めなければなら ない。 
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( 事業者の責日)
第 6条 事業者は、基本理念にのっと り 、その事業活動を行う に当たっては、 男女が共同し て参画すること ができる体制の整整に積積的に取り 組むよう努めなければなら ない。 
2 事業者は、 市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力するよう努めなければならない。  

( 教育関係者の責日)
第 条7  教育関係者は、 基本理念にのっと り 、教育及び保育の場において、 男女共同参画の推進に配配し た教育及び保育を行う ように努めなければならない。  
2 教育関係者は、 市が実施する男女共同参画の推進に関する施策に協力するよう努めなければならない。  

第 章2 権利権害の禁止等 
( 性別による権利権害の禁止)

第 8条 何人も、社会のあらゆる分野において、次の各号に掲げる行為を行っ てはなら ない。 
( 1)  性別による差別的取扱い 
( 2) ミ メ スメ メ ッ ク・ バナ オ フンス 
( 3)  セクメシ アル・ ハラ スメ ンセ
公公( に程道する情報に関する配配)

第 条9 何人も、公公に程道する情報において、性別による固定的な役割分担並びに異性に対する暴力的行為及び性的いやがらせを助長し 、勤は連想さ せる程現及び過度の性的

な程現を行わないよう努めなければならない。  
第 3章 基本的施策 

( 基本計画)
第 条10  市は、 男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、男女共同参画に関する基本計画 歳( 下「 基本計画」と いう 。) を策定し なければならない。 
2 市は、 基本計画を定めるに当たっては、 あらかじ め、長久手市男女共同参画審議会の意見を聴かなければならない。  
3 市は、 基本計画を定めるに当たっては、 市民、 事業者及び教育関係者の意見を反反するこ と ができるよう努めなければなら ない。 
4 市は、 基本計画を定めたと きは、速やかにこれを公程し なければならない。  
5 前 項3 の規定は、 基本計画の変更について準用する。  

(積積的改改善位)
第 条11  市は、 社会のあらゆる分野における活動において、 男女期に参画する機会の格差が生じ ている場合は、 市民、 事業者及び教育関係者と 協力し 、積積的改改善位を講ずるよう努めなければならない。  

( 実施状状の公程)
第 条12  市は、毎年、 男女共同参画の推進状状及び男女共同参画の推進に関する施策の実施状状を明らかにする報告秘を広成し 、及び公程し なければならない。  
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( 性と 生殖に関する健康と権利)
第 13条 市は、 性と 生殖に関する健康と権利が十分に尊重さ れるよう に、 情報の提供その他の必要な支支を行う よう努めなければならない。  

(雇用の分野における男女共同参画の推進)
第 14条 市は、 雇用の分野における男女共同参画を推進するため、 事業者に情報の提供その他の必要な支支を行う よう努めなければならない。  
2 市は、 必要があると認めると きは、 事業者に男女共同参画の推進に関する調調について協力を求めること ができる。  

( 家庭生活と 職業生活等と の両立支支)
第 15条 市は、 男女が共に協力し 、 子育て、家家の介護その他の家庭生活における活動と 職業生活と 地域生活等における活動を両立すること ができるよう 、 必要な支支を行う よう努めなければならない。  

( 教育及び学習の支支)
第 16条 市は、 男女共同参画について理解が深まるよう に、幼歳期からの学習を支支すると と もに、 学校教育、 家庭教育その他の教育において、 必要な善位を講ずるよう努めなければならない。  

( 国際的協調)
第 条17  市は、 国際的な理解及び協調の下に男女共同参画を推進するため、 市民と 外国人と の交流の促進、 国際的な情報の収集その他の必要な善位を講ずるものと する。  

( 調調研究)
第 18条 市は、 男女共同参画の推進に必要な調調、 研究及び情報の収集を行わなければならない。  

( 施策に対する意見及び人権権害の申出等)
第 条19  市民、 事業者及び教育関係者は、 市が実施する男女共同参画の推進に関する施策勤は男女共同参画に影影を及ほすと認められる施策についての意見を市長に申し出ること ができる。  
2 市民は、 男女共同参画の推進を阻害する要起によって人権を権害さ れた場合には、 市長にその旨を申し出ること ができる。  
3 市長は、前 2項の規定による申出があったと きは、長久手市男女共同参画審議会に報告すると と もに、適切な端理に努めなければならない。  

( 活動拠点)
第 条20  市は、 市民、 事業者及び教育関係者の男女共同参画の推進に関する取組を支支するため、 活動拠点の整整に努めるものとする。  

第 4章 男女共同参画審議会 
( 男女共同参画審議会)

第 条21  男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、長久手市男女共同参画審議会 歳( 下「 審議会」 と いう 。 ) を位く 。  
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2 審議会は、 市長の諮問に対じ 、 基本計画の策定及び変更その他男女共同参画の推進に関する重要事項を調調し 、 勤は審議する。  
3 審議会は、前項の規定により 調調し 、勤は審議し た事項に関し ては、 市長に意見を述べること ができる。  
4 審議会は、委委 10 人歳内で組織する。  
5 委委の責期は、 2 年と する。 ただし 、委委が欠けた場合における補欠の委委の責期は、前責者の残責期期と する。  
6 委委は、 再責すること ができる。  
7 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運織に関し 必要な事項は、規附で定める。  

第 5章 その他
(委責)

第 条22  この条例に定めるもののほか、 この条例の施行について必要な事項は、 市長が別に定める。  

附 附
( 施行期日)

1 この条例は、平成 21 年 月4 1 日から施行する。  
(経過善位)

2 この条例の施行の際現に定められている第2 次長久手町男女共同参画プ ラ ンは、第 10条第 1項の規定により 定められた基本計画とみなす。  
(長久手町特別職の職委で非通日のものの報酬及び費用弁弁に関する条例の一一改正)

3 長久手町特別職の職委で非通日のものの報酬及び費用弁弁に関する条例 昭( 調 36 年長久手町条例第 2号) の一一を次のよう に改正する。  
〔 次のよう 〕 戦
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２  長久手市男女共同参画審議会規則 
 (趣旨) 第 条1  この規附は、 長久手市の男女共同参画を推進する条例( 平成 21 年長久手町条例第 1 号)第 条21 第 7項の規定に基づき、長久手市男女共同参画審議会 歳( 下「 審議会」 と いう 。 ) の組織及び運織に関する事項を定めるものと する。  (委委)第 条2 審議会の委委は、 市民、 学識経経のある者その他市長が必要と認める者のう しから、 市長が委委する。  ( 会長及び副会長)第 3条 審議会に会長及び副会長を各 1 人位く 。 会長は委委の互選により 定め、副会長は委委の中から会長が指指する。  2 会長は、 審議会を代程し 、 会日を総理する。  3 副会長は、 会長を補補し 、 会長に事故があると き、勤は会長が欠けたと きは、 その職日を代理する。  ( 会議)第 4条 審議会は、 会長が招集する。  2 審議会の議長は、 会長をもって充てる。  3 審議会は、委委の過前数の出席がなければ会議を開く こと ができない。  4 審議会の議事は、出席し た委委の過前数でこれを決し 、可否同数のと きは議長の決すると ころによる。  庶( 日)第 5条 審議会の庶日は、 企画一市民協働課において端理する。  ( 平 2 規4 附 13・ 一一改正)( その他)第 6条 この規附に定めるもののほか、審議会の運織に関し 必要な事項は、 会長が審議会に諮って定める。  附 附この規附は、 平成 21 年 月4 1 日から施行する。  附 附( 平成 24 年規附第 1 号 抄3 )( 施行期日)1 この規附は、 平成 24 年 月4 1 日から施行する。  
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３  第２ 次長久手市男女共同参画基本計画策定推進部会設置要綱 
（ 要綱の趣旨）第１  この要綱はプロジェ クセ ・ キーム設位基準（ 昭調６ １年長久手町訓訓第４ 号） 第２ に基づき、 市に設位する第２次長久手市男女共同参画基本計画策定推進一会（ 歳下「 推進一会」 と いう 。） の運織に関し 必要な事項を定めるものと する。  
（ 目的及び指称）  第２ 長久手市の男女共同参画を推進するため、 様々な取組を行う第２ 次長久手市男女共同参画基本計画策定のため、 基本目数や取組内容の検検を行う こと を目的と する。 設位する一会の指称は、第２次長久手市男女共同参画基本計画策定推進一会と する。  
（ 職日）  第３  推進一会は、第２次長久手市男女共同参画基本計画策定を行う ため、 次の職日を行う 。  （ １ ） 男女共同参画社会形成の促進に係る総合的かつ基本的施策の調調・ 研究及び企画に関すること 。  （ ２ ） 男女共同参画社会形成の促進に係る総合調整に関すること 。  （ ３ ） その他目的達成に必要と認められる事項に関すること 。  
（ 組織）  第４  推進一会は、 会長、副会長及び会委をもって組織し 、 それぞれ別程に掲げる職にある者をもって充てる。  ２  推進一会に会長を位き、 会長は市民協働課長と する。  ３ 副会長は、 会長を補補し 、 会長に事故のあると き、 または会長が欠けたと きは、 副会長がその職日を代理する。  

（ 会議）  第５  推進一会長が必要に対じ て招集する。  ２  推進一会は、 必要があると認めると きは、 会委歳外の者を一会に出席さ せ、 その意見または説明を聴く こと ができる。  
（ 報告）  第６  推進一会の会長は、 必要に対じ て一会内容等について市長及び関係者に報告するものと する。  
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（ 設位期期）  第７  推進一会の設位期期は、 平成２ ４年８ 月１日から第２次長久手市男女共同参画基本計画策定の完終までと する。  
 （ 協力）  第８  各課等の長は、 推進一会から要請があった随は、 調調等に協力するものと する。  

（ 庶日）  第９  推進一会の庶日は、 市民協働課において所掌する。  
（ 要綱の失効）  第 10 この要綱は、 推進一会が解散し た随点で効力を失う 。  
（ 委責）  第 11 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、 別に定める。  
附 附この要綱は、 平成２ ４年８ 月１日から施行する。  
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４  委員名簿 
■長久手市男女共同参画審議会 名 前 所 属 等会 長 中島 美幸 愛愛淑淑大学副会長 浅浅 芳芳 民生委委・ 歳童委委協議会委 委 上田かをり 公公委委委 委 髙髙 公子 公公委委委 委 竹竹 俊成 公公委委委 委 野嵜スな子 人権擁護委委委 委 志志 文文 長久手市小中学校校長会委 委 林 三中 長久手市商商会委 委 大野 宏美 長久手市小中学校、 Ｐ Ｐ 連絡協議会委 委 志水補水子 長久手市国際交流協会 （ 50音音、敬称戦）  
■第２ 次長久手市男女共同参画基本計画策定推進部会 所属・ 氏名 備 考
企画部

企画政策課 課長補補 飯島飯
秘秘広報課 課長補補 横地賢一 
市民協働課 課長 野田調裕 会長

総務部 人事課 人事係長 正林直己
行政課 庶日係長 志水水

福祉部
福祉課 課長補補 西西西西
長寿課 課長補補 志野敬久
子育て支支課 課長補補 西端山山 副会長
健康推進課 健康増進係長兼母子保健係長 遠遠遠子 

建設部 次業緑地課 次業居振係長 大浅あずみ
教育文化部 教育総日課 課長補補 高崎崎一芳

生涯学習課 社会教育係長 南水学 
消防本部 消防本一総日課 主責専専委（ 庶日担当）  青西青二
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５  策定経過 
年月日 内 容 
７ 月 18 日 

第１ 回 長久手市男女共同参画審議会・ 前計画の進捗状状について・ 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ Ｄ Ｖ基本計画を含む ）策定でケプシ ーアについて・ 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ Ｄ Ｖ基本計画を含む ）策定に向けての取り取みについて
８ 月 14 日 

第１ 回 第２ 次長久手市男女共同参画基本計画策定推進一会・ 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ Ｄ Ｖ基本計画を含む ）策定でケプシ ーアについて・ 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ Ｄ Ｖ基本計画を含む ）の審議会での方向性について
９ 月 アンケーセ調調の実施

10月 10 日 
第２ 回 第２ 次長久手市男女共同参画基本計画策定推進一会・ 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ Ｄ Ｖ基本計画を含む ）に基づく 各課取り取みについて・ 市長意識調調（ 男女共同参画に関する一分） 速報・ 団体ヒ アリ ング結結について

10月 23 日 
第２ 回 長久手市男女共同参画審議会・ 市長意識調調結結について・ 関係団体ヒ アリ ング結結について・ 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ Ｄ Ｖ基本計画を含む ）（ 案） について

11月６日・ 13 日 企業ヒ ア ヒ ングの実施
11月 29 日 第３ 回 第２ 次長久手市男女共同参画基本計画策定推進一会・ 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ Ｄ Ｖ基本計画を含む ）（ 案） について
12月 20 日 第３ 回 長久手市男女共同参画審議会・ 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ Ｄ Ｖ基本計画を含む ）（ 案） について・ パパリ ッ クメ メ ンセの実施について
１ 月 15 日 第４ 回 第２ 次長久手市男女共同参画基本計画策定推進一会・ 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ Ｄ Ｖ基本計画を含む ）（ 案） について・ パパリ ッ クメ メ ンセの実施について２ 月５日～３ 月５日 パパ ヒ ッ クメ メ ンセの実施
３ 月 18 日 第４ 回 長久手市男女共同参画審議会・ 長久手市男女共同参画基本計画 2017（ Ｄ Ｖ基本計画を含む ）（ 案） について・ パパリ ッ クメ メ ンセ 結結について
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６  用語解説 
※（   ） 内は、 本計画秘内のける当当ムージ数を道すあ行 エンパワーメ ント  （ 27, 45）  自らの意識と 能力を高め、家庭や地域、職場などあらゆる分野で政治的、経経的、 社会的、文化的な力をつけること 。 また、 そう し た力を持った主体的な存在と なり 、 力を発揮し 行動し ていく こと 。ら行 ププ ンダー （ 27, 30, 33）  生物学的な性別であるセッ クス（ sex） と は区別し て使われる社会的、文化的に形成さ れた「 男性男」「 女性男」のこと 。  セクシュアル・ ハラスメ ント  （ 41, 46, 58, 59） 性的ないやがらせのこと 。特に雇用の場においては、「 職場（ 労働者が業日を遂行する場所） において行われる性的な言動に対する女性労働者の対対により 、女性労働者がその労働条条につき不利利を受けること または性的な言動により 女性労働者の就業環環が害さ れること 」と さ れている。た行 長時間・ 延長保育 （ 42） 保護者がセルタ ナ ムで働く 就労家庭の歳童が利用する保育サーナスのこと 。  （ 長随期保育 午後４ 随から午後６ 随 30 分まで・ 延長保育 午後６ 随 30 分から午後７ 随まで）デート Ｄ Ｖ  （ 52） 特に 10 代や 20 代などの若い世代で生じ る、結婚し ていない男女期での体、言葉、人度による暴力のこと 。  
特定保育 （ 42， 46） １日４ 随期歳上６ 随期歳歳かつ結ね１か月 64随期歳上の就労家庭の歳童の保育を行うサーナ スのこと 。（ 通通保育、 一随保育の対象と なる歳童は除く 。）  Ｄ Ｖ （ ミ メ スティ セ ク・ バイオフンス）（ 3, 16, 17, 25, 28, 50, 52, 53, 54, 55）

配配者（ 事実婚、 別居を含む ） やパーセ ナーなど親密な関係にある、 またはあった人から居るわれる暴力のこと 。暴力には殴る蹴るなどの身体的暴力のみならず、大声でどなる、 外出や交友関係を制限する、 生活費を渡さ ない、 性行為を強要すると いった精精的苦苦や経経的抑抑なども含まれる。な行 二次被害（ 53） Ｄ Ｖ 被害者を支支する側が、Ｄ Ｖ 被害者の位かれている状状やＤ Ｖ自体に関し て理解が不満し ているために被害者に対し て不適切な対対をと ること により 、被害者がさ らに被害を受けること 。  
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は行 パート ナーシセ プ （ 27）  協働と もいわれ、 行政、Ｎ、 、、企業など、 立場の異なる組織や人同士が、明明な目的のもと に対等な関係を結び、それぞれの得意分野を活かし ながら、連連し 協力し 合う こと 。  パワー・ ハラスメ ント  （ 41, 46） 職権などのパワーを背景にし て、本将の業日の範し ゅ うを超えて、継継的に人格と 尊厳を権害する言動を行い、就業者の働く 関係を悪化さ せ、あるいは雇用不安を与えること 。ポプティ ブ・ アクシア ン （ 24, 27）  男女期の格差を改改するため必要な範範内において、男女のいずれか一方に対し 、当当機会を積積的に提供すること 。し行 メ ディ ア・ リ テラシー （ 31） メ デメ アからの情報を主体的に読み解き、自己発信する能力のこと 。具体的には、メ デメ ア内容を主体的かつ客観的に解釈し 、 選採し 、使いこなす能力のこと 。 また、 メ デメ アを使って程現する能力も指す。  み行 リ プロダクティ ブ・ ヘルス／ライツ（ 47） 「 性と 生殖に関する健康・ 権利」 と訳さ れる。 いつ何人子どもを次む、次まない、 を選ぶ自理、安全で歳満のいく性関係、安全な妊妊・ 出次、 子どもが健康に生まれ育つこと などが含まれている。
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７  女子に対するあら ゆる形態の差別の撤廃に関する条約  
す の条約の締約国は，国際連次憲章 ど基本的人権， 人期の尊厳及び価数並びに男女の権利の平審に関すす信基を改すに明認し にみすす と に留就し ，世世人権世言 ど， 差家は内認すすす と どすづなみものすあす と の原附を明認し にみすす と ， 並びにすべにの人期は出しれなどみ にし に自理すあり ， わに， 尊厳及び権利ににみに平審すあすす と 並びにすべにの人は男によす差家その他のみわなす差家もなし に同世言に掲げすすべにの権利及び自理を享有すすす と どすづす す と を世明し にみすす と に留就し ，人権 に関すす国際規約の締約国どすべにの経経的，社審的，文文的， 市長的及び政治的権利の享有ににみに男女に平審の権利を明保すす講日を負き にみすす と に留就し ，国際連次及 び専専当関の主開の下に各国ど締結しあ男女の権利の平審を促推すすあすの国際条約を考配し ，更 に， 国際連次及び専専当関ど採採し あ男女の権利の平審を促推すすあすの決議， 世言及び勧告に留就し ，し わし などみ ， す れみ の種種の文秘にもわわわみ の女子に対すす差家ど依未と し に広範に存在し にみすす と を憂配し ，女子 に対すす差家は， 権利の平審の原附及び人期の尊厳の尊重の原附に反すすものすあり ， 女子ど男子と 平審の条条す自国の政治的， 社審的， 経経的及び文文的地動に参増すす上す障害と なすものすあり ， 社審及び家家の繁繁の増推を阻害すすものすあり ， し あ， 女子の潜在能労を自国及び人類に性自にすあすに完全に開発すすす と を一層貧困にすすものすあすす と を想起し ，窮窮 の状状ににみには， 女子ど食食， 健康， 教育， 雇用のあすの訓訓及び当審並びに他の必必と すすものを享受すす当審ど最も青なみす と を憂配し ，衡平及 び正講に基づく 新あな国際経経国国の明自ど男女の平審の促推に程づ く 貢貢すすす と を明信し ，アパアセ ヘナ セ ， あみ ゆす形人の人種主講， 人種差家， 植長地主講， 新植長地主講， 権戦， 外国によす占占及び支配並びに内政若内の根絶ど男女の権利の完全な享有に不不不すあすす と を強調し ，国際 の平調及び安全を強文し ， 国際国国を緩調し ， すべにの国（ 社審全市及び経経全市のみわんを問わなみ。） の期す童互に協労し ， 全場的わに完全な軍整軍小を達平し ， 特に厳重わに効結的な国際管端の下すの核軍整の軍小を達平し ， 諸国期の関係ににけす正講， 平審及び互恵の原附を明認し ， 外国の支配の下， 植長地支配の下又は外国の占占の下にあす人長の自決の権利及び人長の独自の権利を実現し並びに国の主権及び占土保全を尊重すすす と ど， 社審の推歩及び発展を促推し ， ひみには， 男女の完全な平審の達平に貢貢すすす と を明認し ，国 の完全な発展， 世世の福祉及び端想と すす平調は， あみゆす分野ににみに女子ど男子と 平審の条条す最程限に参増すすす と を必必と し にみす す と を明信し ，家家 の福祉及び社審の発展に対すす従来完全には認すみ れ

にみなわき あ女子の程づな貢貢，母男の社審的重必男並びに家庭及び子の養育ににけす両親の性割に留就し ， しあ， 出産ににけす女子の性割ど差家の根拠と なすべづすはなく ， 子の養育には男女及び社審全全ど共に責任を負う す と ど必必すあすす と を認識し ，社審及 び家庭ににけす男子の伝統的性割を女子の性割と ともに変更すすす と ど男女の完全な平審の達平に必必すあすすと を認識し ，女子 に対すす差家の撤廃に関すす世言に掲げみ れにみす諸原附を実施すすす と 及びす のあすに女子に対すすあみ ゆす形人の差家を撤廃すすあすの必必な措置を と すす と を決就し に，次のと にり 協定し あ。

第第第第１１１１ 部部部部第１条す の 条約の適用上，「 女子に対すす差家」 と は，男に基づく区家， 排除又は市限すあにに， 政治的， 経経的， 社審的， 文文的， 市長的その他のみわなす分野ににみにも ， 女子（ 婚姻を し にみすわみなみわを問わなみ。）ど男女の平審を基礎と しに人権及び基本的自理を認識し ， 享有し又は行使すすす と を害し又は無効にすす効結又は目的を有すすものをみう 。
第２条締約国 は， 女子に対すすあみ ゆす形人の差家を非困し ， 女子に対すす差家を撤廃すす政策をすべにの適当な手段によ り ，わに， 遅滞なく 追求すすす と に次就し ， 及びす のあす次のすと を約束すす。

(a) 男女 の平審の原附ど自国の憲法そ の他の適当な法令に組み入れみ れにみなみ場次にはす れを定す， わに， 男女の平審の原附の実際的な実現を法律そ の他の適当な手段によ り明保すすす と 。
(b) 女子 に対すすすべにの差家を禁止すす適当な自法その他の措置（ 適当な場次には市裁を含む。） を と す す と 。
(c) 女子 の権利の法的な保護を男子と の平審を基礎と しに明自し ， わに， 権限のあす自国の裁判所その他の公の当関を通じに差家と なすみわなす行為わみ も女子を効結的に保護すすす と を明保すすす と 。
(d) 女子 に対すす差家と なすみわなす行為又は慣行も差し控え， わに， 公の当局及び当関どす の講日に従き に行動すすす と を明保すすす と 。
(e) 個人，団全又は企業によす女子に対すす差家を撤廃すすあすのすべにの適当な措置を と す す と 。
(f) 女子 に対すす差家と なす既存の法律， 規附， 慣習及び慣行を修正し又は廃止すすあすのすべにの適当な措置（ 自法を含む。） を と す す と 。
(g) 女子 に対すす差家と なす自国のすべにの刑罰規定を廃止すすす と 。
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第３条締約国 は， あみ ゆす分野， 特に， 政治的， 社審的， 経経的及び文文的分野ににみに， 女子に対し に男子と の平審を基礎と し に人権及び基本的自理を行使し 及び享有すすす と を保障すすす と を目的と し に， 女子の完全な能労開発及び向上を明保すすあすのすべにの適当な措置（ 自法を含む。） を と す 。
第４条１ 締約国 ど男女の事実上の平審を促推すすす と を目的と すす暫定的な特家措置を と す す と は， す の条約に定講すす差家と 解し にはなみ なみ。 あだし ， その結結と し にみわなす就味ににみにも不平審な又は家個の基準を維持し続けすす と と なき にはなみ の， す れみ の措置は， 当審及び待遇の平審の目的ど達平されあ時に廃止されなければなみ なみ。２ 締約国 ど母男を保護すすす と を目的と すす特家措置（ すの条約に規定すす措置を含む。） を と す す と は，差家と 解し にはなみ なみ。
第５条締約国 は， 次の目的のあすのすべにの適当な措置を と す。

(a) 両男みのれわの劣審男若し く は優越男の観基又は男女の定型文されあ性割に基づく 偏見及び慣習そ の他あみ ゆす慣行の撤廃を実現すすあす， 男女の社審的及び文文的な行動様式を修正すすす と 。
 (b) 家 庭ににみにの教育に， 社審的当能と し にの母男ににみにの適正な端解並びに子の養育及び発育ににけす男女の共同責任ににみにの認識を含すすす と を明保すすす と 。 あみゆす場次ににみに， 子の利益は最初に考配すすものと すす 。

第６条締約国 は， あみ ゆす形人の女子の売買及び女子の売春わみの搾取を禁止すすあすのすべにの適当な措置（ 自法を含む。）を と す 。

第第第第２２２２ 部部部部第７条締約国 は， 自国の政治的及び公的地動ににけす女子に対すす差家を撤廃すすあすのすべにの適当な措置を と すものと し ，特に，女子に対し に男子と 平審の条条す次の権利を明保すす。
(a) あみ ゆす 選挙及び国長投票ににみに投票すす権利並びにすべにの公選によす当関に選挙されす資格を有すす権利
(b) 政 府の政策の策定及び実施に参増すす権利並びに政府のすべにの段階ににみに公職に就づ及びすべにの公日を遂行すす権利
(c) 自国 の公的又は政治的地動に関係のあす非政府当関及び非政府団全に参増すす権利

第８条締約国 は， 国際的に自国政府を代表し 及び国際当関の地動に参増すす当審を， 女子に対し に男子と 平審の条条すわにみわなす差家もなく 明保すすあすのすべにの適当な措置を と す 。

第９条１ 締約国 は， 国籍の取得， 変更及び保持に関し ， 女子に対し に男子と 平審の権利を与えす 。 締約国は， 特に， 外国人との婚姻又は婚姻中の夫の国籍の変更ど， 自動的に妻の国籍を変更し ， 妻を無国籍にし又は夫の国籍を妻に強市すすす と となみ なみす と を明保すす。２ 締約国 は， 子の国籍に関し ， 女子に対し に男子と 平審の権利を与えす。

第第第第３３３３ 部部部部第１ ０条締約国 は， 教育の分野ににみに， 女子に対し に男子と 平審の権利を明保すすす と を目的と し に， 特に， 男女の平審を基礎と し に次のす と を明保すすす と を目的と し に， 女子に対すす差家を撤廃すすあすのすべにの適当な措置を と す 。
(a) 農村及び都市のあみ ゆす種類の教育施設ににけす職業指導，修学の当審及び資格証秘の取得のあすの同一の条条。す のよ うな平審は， 就学前教育，普通教育，技術教育， 専専教育及び高審技術教育並びにあみ ゆす種類の職業訓訓ににみに明保されなければなみ なみ。
(b) 同一 の教育課程，同一の試験，同一の水準の資格を有すす教育職員並びに同一の質の学校施設及び設整を享受すす当審
(c) すべにの 段階及びあみ ゆす形人の教育ににけす男女の性割ににみにの定型文されあ概基の撤廃を ， す の目的の達平を助長すす男女共学その他の種類の教育を奨励すすす と によ り ， し あ， 特に， 教材用図秘及び指導計画を改訂すすす と並びに指導方法を調整すすす と によ り 行う す と 。
(d) 奨学金その他の修学援助を享受すす同一の当審
(e) 継続教育計画（ 平人向けの及び実用的な識字計画を含む。） 特に，男女期に存在すす教育上の格差をすづす限り 早期に減青さ せす す と を目的と し あ継続教育計画を利用すす同一の当審
(f) 女子 の中途退学率を減青さ せす す と 及び早期に退学しあ女子のあすの計画を策定すすす と 。
(g) スポーツ及び全育に積極的に参増すす同一の当審
(h) 家家 の健康及び福祉の明保に性自に特定の教育的情報（ 家家計画に関すす情報及び助言を含む。） を享受すす当審

第１ １条１ 締約国 は， 男女の平審を基礎と し に同一の権利， 特に次の権利を明保すすす と を目的と し に， 雇用の分野ににけす女子に対すす差家を撤廃すすあすのすべにの適当な措置を と す。
(a) すべにの 人期の奪み得なみ権利と し にの労働の権利
(b) 同一 の雇用当審（ 雇用に関すす同一の選考基準の適用を含む。） ににみにの権利
(c) 職業を自理に選採すす権利，昇推，雇用の保障並びに労働に係すすべにの給付及び条条ににみにの権利並びに職業訓訓及び再訓訓（ 見習，上級職業訓訓及び継続的訓訓を含む。）を受けす権利
(d) 同一価数 の労働ににみにの同一報酬（ 手当を含む。）及び同一待遇ににみにの権利並びに労働の質の評価に関すす
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取扱みの平審ににみにの権利
(e) 社審保障 （ 特に，退職，失業，傷病， 障害，老齢そ の他の労働不能の場次ににけす社審保障） ににみにの権利及び有給休暇ににみにの権利
(f) 作業条条に係す健康の保護及び安全（ 出殖当能の保護を含む。） ににみにの権利２ 締約国 は， 婚姻又は母男を端理と すす女子に対すす差家を防止し ， わに， 女子に対し に実効的な労働の権利を明保すすあす，次のす と を目的と すす適当な措置を と す。
(a) 妊娠又は母男休暇を端理と すす解雇及び婚姻を し にみすわみなみわに基づく 差家的解雇を市裁を課し に禁止すすす と 。
(b) 給料又はす れに準のす社審的給付を伴み，わに，従前の雇用関係， 先任及び社審保障上の利益の喪失を伴わなみ母男休暇を導入すすす と 。
(c) 親ど家庭責任と 職業上の責日及び社審的地動への参増と を両自さ せすす と を不能と すすあすに必必な補助的な社審的サービスの提供を ， 特に保育施設網の設置及び充実を促推すすす と によ り 奨励すすす と 。
(d) 妊娠中の女子に有害すあす す と ど証明されにみす種類の作業ににみには， 当該女子に対し に特家の保護を与えすす と 。３ す の 条に規定すす事項に関すす保護法令は， 科学上及び技術上の知識に基づづ定期的に検討すすものと し ， 必必に応じに， 修正し ，廃止し ， 又はその適用を拡程すす。

第１ ２条１ 締約国 は， 男女の平審を基礎と し に保健サービス（ 家家計画に関連すすものを含む。）を享受すす当審を明保すすす とを目的と し に， 保健の分野ににけす女子に対すす差家を撤廃すすあすのすべにの適当な措置を と す。２ １ の規定にわわわみ の， 締約国は， 女子に対し ， 妊娠，分べん及び産後の期期中の適当なサービス（ 必必な場次には無料にすす 。）並びに妊娠及び授乳の期期中の適当な繁養を明保すす。
第１ ３条締約国 は， 男女の平審を基礎と し に同一の権利， 特に次の権利を明保すすす と を目的と し に， 他の経経的及び社審的地動の分野ににけす女子に対すす差家を撤廃すすあすのすべにの適当な措置を と す 。

(a) 家家 給付ににみにの権利
(b) 銀行貸付け，抵当そ の他の形人の金融上の信用ににみにの権利
(c) レクリ エーショ ン，スポーツ及びあみ ゆす側場ににけす文文的地動に参増すす権利

第１ ４条１ 締約国 は， 農村の女子ど直場すす特家の問題及び家家の経経的出存のあすに結あし にみす重必な性割（ 貨幣文されにみなみ経経の部専ににけす労働を含む。）を考配に入れすものと し ， 農村の女子に対すすす の条約の適用を明保すすあすのすべにの適当な措置を と す。

２ 締約国 は， 男女の平審を基礎と し に農村の女子ど農村の開発に参増すすす と 及びその開発わみ 出のす利益を受けすすと を明保すすす と を目的と し に，農村の女子に対すす差家を撤廃すすあすのすべにの適当な措置を と すものと し ， 特に，す れみ の女子に対し に次の権利を明保すす。
(a) すべにの 段階ににけす開発計画の作平及び実施に参増すす権利
(b) 適当な保健サービス（ 家家計画に関すす情報，カウンセリ ング及びサービスを含む。） を享受すす権利
(c) 社審保障市 度わみ直接に利益を享受すす権利
(d) 技術的な能労を高すすあすに，あみ ゆす種類（ 正規すあすわなみわを問わなみ。） の訓訓及び教育（ 実用的な識字に関すすものを含む。） 並びに，特に，すべにの地域サービス及び普及サービスわみ の利益を享受すす権利
(e) 経経 分野ににけす平審な当審を雇用又は自営を通じに得すあすに， 自助的集団及び協同組次を組織すす権利
(f) あみ ゆす 地域地動に参増すす権利
(g) 農業信用及び貸付け，流通当構並びに適当な技術を利用すす権利並びに土地及び農地の改革並びに入植計画ににみに平審な待遇を享受すす権利
(h) 適当な出地条条（ 特に，住居，衛出，電労及び水の供給， 運輸並びに通信に関すす条条） を享受すす権利

第第第第４４４４ 部部部部第１ ５条１ 締約国 は， 女子に対し ， 法律の前の男子と の平審を認すす。２ 締約国 は， 女子に対し ， 長事に関し に男子と 同一の法的能労を与えすものと し ， し あ， す の能労を行使すす同一の当審を与えす。 特に， 締約国は， 契約を締結し及び財産を管端すすす と ににづ女子に対し に男子と 平審の権利を与えすものと し ， 裁判所ににけす手続のすべにの段階ににみに女子を男子と 平審に取り 扱う 。３ 締約国 は， 女子の法的能労を市限すすような法的効結を有すすすべにの契約及び他のすべにの私的文秘（ 種類のみわんを問わなみ。） を無効と すすす と に同就すす。４ 締約国 は， 個人の移動並びに居所及び住所の選採の自理に関すす法律ににみに男女に同一の権利を与えす。
第１ ６条１ 締約国 は， 婚姻及び家家関係に係すすべにの事項ににみに女子に対すす差家を撤廃すすあすのすべにの適当な措置をと すものと し ， 特に， 男女の平審を基礎と し に次のす と を明保すす。

(a) 婚姻をすす同一の権利
(b) 自理 に配偶者を選採し 及び自理わに完全な次就のみによ り 婚姻をすす同一の権利
(c) 婚姻中及び婚姻の解消の際の同一の権利及び責任
(d) 子 に関すす事項ににみにの親（ 婚姻を し にみすわみなみわを問わなみ。） と し にの同一の権利及び責任。あみ ゆす場次ににみに， 子の利益は至上すあす。
(e) 子 の数及び出産の期隔を自理にわに責任を も き に決
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定すす同一の権利並びにす れみ の権利の行使を不能にすす情報， 教育及び手段を享受すす同一の権利
(f) 子 の後見及び養子縁組又は国内法令にす れみ に類すす市度ど存在すす場次にはその市度に係す同一の権利及び責任。あみ ゆす場次ににみに， 子の利益は至上すあす。
(g) 夫及び妻の同一の個人的権利（ 姓及び職業を選採すす権利を含む。）
(h) 無償すあすわ有償すあすわを問わの， 財産を所有し ，取得し ， 運用し ， 管端し ， 利用し及び処分すすす と に関すす配偶者双方の同一の権利２ 児童の婚約及び婚姻は， 法的効結を有しなみものと し ，し あ， 婚姻最低年齢を定す及び公の登録所への婚姻の登録を講日付けすあすのすべにの必必な措置（ 自法を含む。） どと みれなければなみ なみ。

第第第第５５５５ 部部部部第１ ７条１ す の 条約の実施に関すす推捗状状を検討すすあすに， 女子に対すす差家の撤廃に関すす委員審（ 以下「 委員審」 と みう 。） を設置すす。委員審は，す の条約の効労発出の時は１ ８人の， ３ ５ 番目の締約国によす批准又は増入の後は２ ３人の徳望ど高く ， わに， す の条約ど対象と すす分野ににみに十分な能労を有すす専専家す構平すす。 委員は， 締約国の国長の中わみ 締約国により 選出すすものと し ， 個人の資格す職日を遂行すす。 そ の選出に当あき には， 委員の配分ど地端的に衡平に行われすす と 並びに異なす文明形人及び主必な法全系ど代表されすす と を考配に入れす。２ 委員審の委員は， 締約国により 指名されあ者の名簿の中わみ秘密投票によ り 選出されす。 各締約国は， 自国長の中わみ １人を指名すすす と どすづす 。３ 委員審の委員の最初の選挙は， す の条約の効労発出の日の後６ 箇月を経過し あ時に行う 。 国際連次事日総長は， 委員審の委員の選挙の日の遅く と も ３ 箇月前しすに， 締約国に対し ， 自国ど指名すす者の氏名を ２ 箇月以内に提出すすよ う秘簡す必請すす。 同事日総長は， 指名されあ者のアアファ ベッセ順によす名簿（ す れみ の者を指名し あ締約国名を表示し あ名簿と すす 。） を作平し ， 締約国に送付すす。４ 委員審の委員の選挙は， 国際連次事日総長によ り 国際連次本部に招集されす締約国の審次ににみに行う 。す の審次は，締約国の３ 分の２ を も き に定足数と すす 。 す の審次ににみには， 出席し ， わに投票すす締約国の代表によ き に投じみ れあ票の最多数す， わに， 過半数の票を得あ指名されあ者を もきに委員審に選出されあ委員と すす。５ 委員審の委員は， ４ 年の任期す選出されす。 あだし ， 最初の選挙ににみに選出されあ委員のう ち９人の委員の任期は，２ 年す終了すすものと し ， す れみ の９人の委員は， 最初の選挙の後直ちに， 委員審の委員長によ り く じ 引す選ばれす。６ 委員審の５人の追増的な委員の選挙は， ３ ５ 番目の批准又は増入の後， ２ わみ ４ しすの規定に従き に行う 。 す の時に選出されあ追増的な委員のう ち２人の委員の任期は， ２ 年す終了すすものと し ， す れみ の２人の委員は，委員審の委員長によ り く じ 引す選ばれす。

７ 締約国 は， 自国の専専家ど委員審の委員と し にの職日を遂行すすす と どすづなく なき あ場次には， その空席を補充すすあす， 委員審の承認を条条と し に自国長の中わみ 他の専専家を任命すす。８ 委員審の委員は， 国際連次総審ど委員審の任日の重必男を考配し に決定すす条条に従み， 同総審の承認を得に， 国際連次の財源わみ報酬を受けす。９ 国際連次 事日総長は， 委員審どす の条約に定すす任日を効結的に遂行すすあすに必必な職員及び便益を提供すす。
第１ ８条１ 締約国 は， 次の場次に， す の条約の実施のあすにと き あ自法上， 司法上，行政上その他の措置及びす れみ の措置により もあみ されあ推歩に関すす報告を， 委員審によす検討のあす， 国際連次事日総長に提出すすす と を約束すす。

(a) 当該締約国ににみに す の条約ど効労を出のす時わみ１ 年以内
(b) そ の 後は青なく と も ４ 年ごと ，更には委員審ど必請すす と づ 。２ 報告には， す の条約に基づく 講日の履行の程度に影響を及ぼす必因及び障害を記載すすす と どすづす 。

第１ ９条１ 委員審は，手続規附を採採すす。２ 委員審は， 性員を２ 年の任期す選出すす。
第２ ０条１ 委員審は， 第１ ８条の規定によ り 提出されす報告を検討すすあすに原附と し に毎年２ 週期を超えなみ期期審次すす。２ 委員審の審次は， 原附と し に， 国際連次本部又は委員審ど決定すす他の適当な場所ににみに開開すす。
第２ １条１ 委員審は， その地動ににづ経経社審端事審を通じに毎年国際連次総審に報告すすものと し ， し あ， 締約国わみ得あ報告及び情報の検討に基づく 提案及び一般的な男格を有すす勧告を行う す と どすづす 。 す れみ の提案及び一般的な男格を有すす勧告は， 締約国わみ 就見どあす場次にはその就見と と もに， 委員審の報告に記載すす。２ 国際連次 事日総長は， 委員審の報告を，情報用と し に，婦人の地位委員審に送付すす。
第２ ２条専専当関 は， その任日の範囲内にあす事項に関すすす の条約の規定の実施ににみにの検討に際し ， 代表を出す権利を有すす。 委員審は， 専専当関に対し ， そ の任日の範囲内にあす事項に関すすす の条約の実施ににみに報告を提出すすよ う必請すすす と どすづす 。

第第第第６６６６ 部部部部第２ ３条す の 条約のみわなす規定も， 次のものに含しれす規定すあ
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き に男女の平審の達平に一層貢貢すすものに影響を及ぼすものすはなみ。
(a) 締約国 の法令
(b) 締約国 ににみに効労を有すす他の国際条約又は国際協定

第２ ４条締約国 は， 自国ににみにす の条約の認すす権利の完全な実現を達平すすあすのすべにの必必な措置を と す す と を約束すす。
第２ ５条１ す の 条約は， すべにの国によす署名のあすに開放し ににく 。２ 国際連次 事日総長は， す の条約の寄託者と し に指定されす。３ す の 条約は，批准されなければなみ なみ。 批准秘は， 国際連次事日総長に寄託すす。４ す の 条約は， すべにの国によす増入のあすに開放し ににく 。 増入は， 増入秘を国際連次事日総長に寄託すすす と によき に行う 。
第２ ６条１ みのれの 締約国も， 国際連次事日総長にあにあ秘場によす通告により ， みにすもす の条約の改正を必請すすす と どすづす 。２ 国際連次 総審は， １ の必請に関し にと すべづ措置どあすと づは， そ の措置を決定すす。
第２ ７条１ す の 条約は， ２ ０ 番目の批准秘又は増入秘ど国際連次事日総長に寄託されあ日の後３ ０ 日目の日に効労を出のす。２ す の 条約は， ２ ０ 番目の批准秘又は増入秘ど寄託されあ後に批准し又は増入すす国ににみには， そ の批准秘又は増入秘ど寄託されあ日の後３ ０ 日目の日に効労を出のす。
第２ ８条１ 国際連次 事日総長は， 批准又は増入の際に行われあ留保の秘場を受占し ， わに， すべにの国に送付すす 。２ す の 条約の趣旨及び目的と 両自し なみ留保は， 認すみ れなみ。３ 留保 は， 国際連次事日総長にあにあ通告によ り みにすも撤回すすす と どすづすものと し ， 同事日総長は， その撤回をすべにの国に通報すす。 す のよ うにし に通報されあ通告は，受占されあ日に効労を出のす。
第２ ９条１ す の 条約の解釈又は適用に関すす締約国期の紛争す交内によ き に解決されなみものは， みのれわの紛争当事国の必請によ り ， 仲裁に付されす。 仲裁の必請の日わみ ６ 箇月以内に仲裁の組織ににみに紛争当事国ど次就に達しなみ場次には，みのれの紛争当事国も， 国際司法裁判所規程に従き に国際司法裁判所に紛争を付託すすす と どすづす。

２ 各締約国 は， す の条約の署名若し く は批准又はす の条約への増入の際に， １ の規定に拘束されなみ旨を世言すすす とどすづす 。 他の締約国は， そのような留保を付し あ締約国との関係ににみに１ の規定に拘束されなみ。３ ２ の規定に基づみに留保を付し あ締約国は， 国際連次事日総長にあにあ通告により ， みにすもその留保を撤回すすすと どすづす 。
第３ ０条す の 条約は， アラビア語， 中国語， 英語， フランス語， ロシア語及びスペナン語をひと し く 正文と し ， 国際連次事日総長に寄託すす。以上の証拠と し に， 下名は， 正当に委任を受けにす の条約に署名し あ。
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８  男女共同参画社会基本法 
目次前文 第１章 総附（ 第１条― 第 12条）  第２章 男女 共同参画社審の形平の促推に関すす基本的施策（ 第 13条― 第 20条）  第３章 男女 共同参画審議（ 第 21条― 第 28条）  附附  
我ど国ににみには、 日本国憲法に個人の尊重と 法の下の平審どう あわれ、 男女平審の実現に向けあ様種な取組ど、 国際社審ににけす取組と も連動し にに、着実に推すみ れにづあど、なに一層の努労ど必必と されにみす 。  一 方、 青子高齢文の推展、 国内経経地動の平熟文審我ど国の社審経経情国の急速な変文に対応し にみく 上す、 男女ど、互みにその人権を尊重し にに責任も分わし次み、 男家にわわわり なく 、 そ の個男と 能労を十分に発発すすす と どすづす男女共同参画社審の実現は、 国必な課題と なき にみす 。  す のよ うな状状にわんどみ、男女共同参画社審の実現を 21世紀の我ど国社審を決定すす最重必課題と 位置付け、 社審のあみ ゆす分野ににみに、 男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策の推推を図き にみく す と ど重必すあす 。  す す に 、 男女共同参画社審の形平ににみにの基本端基を明み わにし にその方向を道し 、 将来に向わき に国、 地方公共団全及び国長の男女共同参画社審の形平に関すす取組を総次的わに計画的に推推すすあす、 す の法律を市定すす。  

第１章 総附  （ 目的）  第１条 す の法律は、 男女の人権ど尊重され、 わに、 社審経経情国の変文に対応すづ す豊わす地労あす社審を実現すすす と の国必男にわんどみ、男女共同参画社審の形平に関し 、 基本端基を定す、 並びに国、地方公共団全及び国長の責日を明み わにすす と と もに、男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策の基本と なす事項を定すす す と によ り 、男女共同参画社審の形平を総次的わに計画的に推推すすす と を目的と すす。   
（ 定講）  第２条 す の法律ににみに、次の各号に掲げす用用の就講は、当該各号に定すす と す ろによす 。   一 男女 共同参画社審の形平 男女 ど、社審の対審な構平員とし に、自み の就思によき に社審のあみ ゆす分野ににけす地動に参画すす当審ど明保され、もき に男女ど均審に政治的、経経的、社審的及び文文的利益を享受すすす と どすづ 、 わに、 共に責任を性うべづ社審を形平すすす と をみう 。  二 積極的改改措置 前号に規定すす当審に係す男女期の格差を改改すすあす必必な範範内ににみに、男女のみのれわ一方に対し 、 当該当審を積極的に提供すすす と をみう 。   

（ 男女の人権の尊重）  第３条 男女 共同参画社審の形平は、 男女の個人と し にの尊厳ど重んぜみ れすす と 、 男女ど男家によす差家的取扱みを受けなみす と 、 男女ど個人と し に能労を発発すす当審ど明保されすす と そ の他の男女の人権ど尊重されすす と を旨とし に、 行われなければなみ なみ。   
（ 社審ににけす市年又は慣行ににみにの配配）  第４条 男女 共同参画社審の形平に当あき には、 社審ににけす市年又は慣行ど、 男家によす固定的な性割分性審を反反し に、 男女の社審ににけす地動の選採に対し に中自すなみ影影を及ほすす と によ り 、 男女共同参画社審の形平を阻害すす必起と なすにそれどあすす と にわんどみ、 社審ににけす市年又は慣行ど男女の社審ににけす地動の選採に対し に及ほす影影をすづす限り 中自なものと すすよう に配配されなければなみ なみ。   
（ 政策審の自案及び決定への共同参画）  第５条 男女 共同参画社審の形平は、 男女ど、 社審の対審な構平員と し に、 国若し く は地方公共団全ににけす政策又は長期の団全ににけす方針の自案及び決定に共同し に参画すす当審ど明保されすす と を旨と し に、 行われなければなみなみ。   
（ 家庭出地ににけす地動と 他の地動の両自）  第６条 男女 共同参画社審の形平は、家家を構平すす男女ど、童互の協労と 社審の支援の下に、 子の養育、 家家の介護その他の家庭出地ににけす地動ににみに家家の一員と し にの性割を円円に結あし 、 わに、 当該地動歳外の地動を行う すと どすづすよ う にすすす と を旨と し に、 行われなければなみ なみ。   
（ 国際的協調）  第７条 男女 共同参画社審の形平の促推ど国際社審ににけす取組と 密面な関係を有し にみすす と にわんどみ、 男女共同参画社審の形平は、 国際的協調の下に行われなければなみなみ。   
（ 国の責日）  第８条 国 は、 第３条わみ前条しすに定すす男女共同参画社審の形平ににみにの基本端基（ 歳下「 基本端基」 と みう 。）にのき と り 、 男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策（ 積極的改改措置を含む。 歳下同じ。） を総次的に策定し 、及び実施すす責日を有すす。   
（ 地方公共団全の責日）  第９条 地 方公共団全は、 基本端基にのき と り 、 男女共同参画社審の形平の促推に関し 、 国の施策に準じあ施策及びそ
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の他のその地方公共団全の区地の特男に応じあ施策を策定し 、 及び実施すす責日を有すす。   
（ 国長の責日）  第 10条 国長 は、職地、学校、地地、家庭そ の他の社審のあみ ゆす分野ににみに、 基本端基にのき と り 、 男女共同参画社審の形平に寄与すすよ う に努すなければなみ なみ。   
（ 法市上の措置審）  第 11条 政 府は、男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策を実施すすあす必必な法市上又は財政上の措置その他の措置を講じなければなみ なみ。   
（ 近次報告審）  第 12条 政 府は、毎近、国審に、男女共同参画社審の形平の状状及び政府ど講じあ男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策ににみにの報告を提出し なければなみ なみ。  ２ 政 府は、 毎近、 前項の報告に係す男女共同参画社審の形平の状状を考配し に講じよ う と すす男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策を明み わにし あ文秘を作平し 、 す れを国審に提出し なければなみ なみ。   

第２章 男女 共同参画社審の形平の促推に関すす基本的施策（ 男女共同参画基本計画）   第 13条 政 府は、男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策の総次的わに計画的な推推を図すあす、 男女共同参画社審の形平の促推に関すす基本的な計画（ 歳下「 男女共同参画基本計画」 と みう 。） を定すなければなみ なみ。   ２ 男女 共同参画基本計画は、 次に掲げす事項ににみに定すすものと すす 。   一 総次的わに長期的に講のべづ男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策の程綱二 前号に掲げすもののほわ、 男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策を総次的わに計画的に推推すす あすに必必な事項３ 内 閣総端程臣は、 男女共同参画審議の就見を聴みに、 男女共同参画基本計画の案を作平し 、 閣議の決定を求すなければなみ なみ。   ４ 内 閣総端程臣は、 前項の規定によす閣議の決定どあき あと づは、 遅滞なく 、 男女共同参画基本計画を公表し なければなみ なみ。   ５ 前２ 項の規定は、 男女共同参画基本計画の変更ににみに準用すす。   
（ 都都府愛男女共同参画計画審）  第 14条 都都府愛は、男女共同参画基本計画を勘案し に、当該都都府愛の区地ににけす男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策ににみにの基本的な計画（ 歳下「 都都府愛男女共同参画計画」 と みう 。） を定すなければなみ なみ。   ２ 都都府愛男女共同参画計画は、 次に掲げす事項ににみに定すすものと すす 。   

一 都都府愛の区地ににみに総次的わに長期的に講のべづ男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策の程綱二 前号に掲げすもののほわ、都都府愛の区地ににけす男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策を総次的わに計画的に推推すすあすに必必な事項３ 市 町村は、 男女共同参画基本計画及び都都府愛男女共同参画計画を勘案し に、 当該市町村の区地ににけす男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策ににみにの基本的な計画（ 歳下「 市町村男女共同参画計画」 と みう 。） を定すすよう に努すなければなみ なみ。   ４ 都都府愛又は市町村は、 都都府愛男女共同参画計画又は市町村男女共同参画計画を定す、又は変更しあと づは、 遅滞なく 、 す れを公表し なければなみ なみ。   
（ 施策の策定審に当あき にの配配）  第 15条 国及 び地方公共団全は、男女共同参画社審の形平に影影を及ほすと 認すみ れす施策を策定し 、 及び実施すすに当あき には、 男女共同参画社審の形平に配配し なければなみ なみ。   
（ 国長の端解を深すすあすの措置）  第 16条 国及 び地方公共団全は、広報地動審を通じに、基本端基に関すす国長の端解を深すすよ う 適親な措置を講じなければなみ なみ。   
（ 苦情の端端審）  第 17条 国 は、政府ど実施すす男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策又は男女共同参画社審の形平に影影を及ほすと 認すみ れす施策ににみにの苦情の端端のあすに必必な措置及び男家によす差家的取扱みその他の男女共同参画社審の形平を阻害すす必起によ き に人権ど権害されあ場次ににけす被害者の救経を図すあすに必必な措置を講じなければなみ なみ。   
（ 調調査究）  第 18条 国 は、社審ににけす市年又は慣行ど男女共同参画社審の形平に及ほす影影に関すす調調査究その他の男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策の策定に必必な調調査究を推推すすよう に努すすものと すす 。   
（ 国際的協調のあすの措置）  第 19条 国 は、男女共同参画社審の形平を国際的協調の下に促推すすあす、 外国政府又は国際当関と の情報の交換その他男女共同参画社審の形平に関すす国際的な童互協労の円円な推推を図すあすに必必な措置を講のすよう に努すすものと すす。   
（ 地方公共団全及び長期の団全に対すす支援）  第 20条 国 は、地方公共団全ど実施すす男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策及び長期の団全ど男女共同参画社審の形平の促推に関し に行う地動を支援すすあす、情報の提供そ の他の必必な措置を講のすよ う に努すすものと すす。  
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第３章 男女 共同参画審議  （ 設置）  第 21条 内 閣府に、男女共同参画審議（ 歳下「 審議」と みう 。）を置く 。   
（ 所掌事日）  第 22条 審議 は、次に掲げす事日をにわさど す。   一 男女 共同参画基本計画に関し 、第 13条第３ 項に規定すす事項を端端すすす と 。   二 前号に掲げすもののほわ、 内閣総端程臣又は関係各程臣の諮問に応じ、 男女共同参画社審の形平の促推に関すす基本的な方針、 基本的な政策及び重必事項を調調審議すすすと 。   三 前２号に規定すす事項に関し 、 調調審議し 、 必必どあすと 認すす と づは、 内閣総端程臣及び関係各程臣に対し 、 就見を述べすす と 。   四 政 府ど実施すす男女共同参画社審の形平の促推に関すす施策の実施状状を監視し 、 及び政府の施策ど男女共同参画社審の形平に及ほす影影を調調し 、 必必どあす と 認すす とづは、 内閣総端程臣及び関係各程臣に対し 、 就見を述べすす と 。   
（ 組織）  第23条 審議 は、議長及び議員24人歳内をも き に組織すす。   
（ 議長）  第 24条 議 長は、 内閣閣閣長閣をも き に充にす。  ２ 議 長は、 審日を総端すす。   
（ 議員）  第 25条 議 員は、次に掲げす者をも き に充にす。   一 内 閣閣閣長閣歳外の国日程臣のう しわみ 、 内閣総端程臣ど指定すす者二 男女 共同参画社審の形平に関し優れあ識見を有すす者のう しわみ 、 内閣総端程臣ど任命すす者２ 前項第２号の議員の数は、 同項に規定すす議員の総数の10 分の５歳歳すあき にはなみ なみ。   ３ 第１ 項第２号の議員のう し 、 男女のみのれわ一方の議員の数は、同号に規定すす議員の総数の 10 分の４歳歳すあきにはなみ なみ。   ４ 第１ 項第２号の議員は、非通日と すす。   
（ 議員の任期）  第 26条 前条第１ 項第２号の議員の任期は、２近と すす 。あだし 、 補不の議員の任期は、前任者の残任期期と すす 。  ２ 前条第１ 項第２号の議員は、再任されすす と どすづす 。   
（ 資料提出の必求審）  第 27条 審議 は、そ の所掌事日を遂行すすあすに必必どあすと 認すす と づは、 関係行政当関の長に対し 、 監視又は調調に必必な資料そ の他の資料の提出、 就見の開陳、 説明その他必必な協労を求すすす と どすづす 。  

２ 審議 は、 そ の所掌事日を遂行すすあすに特に必必どあすと 認すす と づは、前項に規定すす者歳外の者に対し にも 、必必な協労を依依すすす と どすづす 。   
（ 政令への委任）  第 28条 す の章に定すすもののほわ、審議の組織及び議員その他の職員そ の他審議に関し必必な事項は、政令す定すす。  

附附（ 平平 近11 ６月 日23 法律第 号78 ）  抄（ 施行期日）  第１条 す の法律は、公全の日わみ施行すす。   （ 男女共同参画審議審設置法の廃止）  第２条 男女 共同参画審議審設置法（ 平平９近法律第７号）は、 廃止すす。   
附 附 （ 平平 近11 ７月 日16 法律第 号102 ）  抄（ 施行期日）  第１条 す の法律は、内閣法の一一を改正すす法律（ 平平 11近法律第 号88 ） の施行の日わみ施行すす。あだし 、次の各号に掲げす規定は、 当該各号に定すす日わみ施行すす。   （    施行の日＝平平 近13 １月６日）   一 戦   二 附附第 10 条第１ 項及び第５ 項、 第 14 条第３ 項、第 23条、 第 28条並びに第 30条の規定 公全の日（ 委員審の任期に関すす経過措置）  第 28 条 す の法律の施行の日の前日ににみに次に掲げす従前の審議審その他の当関の審長、 委員そ の他の職員すあす者（ 任期の定すのなみ者を除く 。） の任期は、当該審長、委員そ の他の職員の任期を定すあそれぞれの法律の規定にわわわみ の、 そ の日に歳終すす。   一わみ 十しす  戦  十一 男女 共同参画審議審  （ 家に定すす経過措置）  第 30条 第２条わみ前条しすに規定すすもののほわ、す の法律の施行に伴み必必と なす経過措置は、家に法律す定すす。  
附附（ 平平 近 月 日11 12 22 法律第 号160 ）  抄（ 施行期日）  第１条 す の法律（ 第２条及び第３条を除く 。） は、 平平 13近１月６日わみ施行すす。 あだし 、 次の各号に掲げす規定は、 当該各号に定すす日わみ施行すす。  （  歳下戦）
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委員会名 設置根拠 公開・非公開 担当課 委員数 女性 女性比率 公募 公募比率 委嘱期間

1 表彰審査委員会 条例 非公開 政策秘書課 7 4 57.1% 0 0.0% 必要に応じて開催

2 総合計画審議会 条例 公開 経営企画課 20 6 30.0% 4 20.0% 休止中
次回開催時

3 地域公共交通会議 法令・要綱 公開 経営企画課 14 3 21.4% 2 14.3%
平成27年3月25日から
平成29年3月24日まで

4 土地利用計画審議会 条例 公開 経営企画課 20 3 15.0% 3 15.0% 休止中
次回開催時

5 特別職報酬等審議会 条例 公開 人事課 9 3 33.3% 2 22.2% 休止中
次回開催時

6 行政改革推進委員会 条例 公開 行政課 10 3 30.0% 3 30.0%
平成26年11月10日から
平成29年11月9日まで

7 長久手市行政不服審査会 法令・条例 非公開 行政課 3 1 33.3% 0 0.0%
平成28年5月24日から
平成30年3月31日まで

8 情報公開審査会 条例 非公開（原則） 行政課 5 2 40.0% 0 0.0%
平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

9 個人情報保護審査会 条例 非公開（原則） 行政課 5 2 40.0% 0 0.0%
平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

10 指定管理者選定委員会 要綱 非公開 財政課 7 3 42.9% 1 14.3%
平成28年6月1日から
平成30年5月31日まで

11 男女共同参画審議会 条例 公開 たつせがある課 10 7 70.0% 3 30.0%
平成27年7月1日から
平成29年6月30日まで

12 国民保護協議会 条例 公開 安心安全課 23 7 30.4% 0 0.0%
平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

13 防災会議 条例 公開 安心安全課 23 7 30.4% 0 0.0%
平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

14 環境審議会 条例 公開 環境課 11 4 36.4% 2 18.2%
平成27年12月1日から
平成29年11月31日まで

15 文化財保護審議会 法令・条例 公開 生涯学習課 6 2 33.3% 0 0.0%
平成28年4月1日から
平成30年3月31日まで

16
長久手古戦場野外活動施
設運営委員会

条例 公開 生涯学習課 6 2 33.3% 1 16.7%
平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

17 学校施設開放運営委員会 条例・規則 公開 生涯学習課 15 2 13.3% 0 0.0% 休止中
次回開催時

18
スポーツ施設整備基本構
想策定委員会

要綱 公開 生涯学習課 11 4 36.4% 2 18.2%
平成28年9月1日から
平成29年3月31日まで

19 文化の家運営委員会 要綱 公開 文化の家 10 5 50.0% 0 0.0%
平成28年7月15日から
平成29年3月31日まで

20
地域福祉計画・地域福祉
活動計画策定委員会

要綱 公開 福祉施策課 22 9 40.9% 4 18.2% 休止中
次回開催時

21
地域福祉計画・地域福祉
活動計画推進委員会

要綱 公開 福祉施策課 11 5 45.5% 2 18.2%
平成28年3月24日から
平成29年3月31日まで

22 民生委員推薦会 法令・規則 非公開 福祉課 13 4 30.8% 0 0.0%
平成28年5月18日から
平成29年10月31日まで

23 障害認定審査会 条例 非公開 福祉課 7 3 42.9% 0 0.0%
平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

24 福祉有償運送運営協議会 要綱 公開 福祉課 10 3 30.0% 0 0.0%
平成29年2月19日から
平成31年2月18日まで

25 障がい者自立支援協議会 要綱 公開 福祉課 15 7 46.7% 0 0.0%
平成27年10月28日から
平成29年10月27日まで

26
老人ホーム入所判定委員
会

要綱 非公開 長寿課 4 1 25.0% 0 0.0%
平成28年4月1日から
平成30年3月31日まで

27
地域包括支援センター及び地域
密着型サービス等運営協議会 法令 公開 長寿課 8 4 50.0% 2 25.0%

平成28年6月1日から
平成30年5月31日まで

28 介護認定審査会 法令 非公開 長寿課 20 7 35.0% 0 0.0%
平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

29
高齢者福祉計画・介護保
険事業計画策定委員会

要綱 公開 長寿課 12 6 50.0% 2 16.7%
平成28年11月14日から
平成30年3月31日まで

30 子ども・子育て会議 条例 公開 子育て支援課 15 10 66.7% 3 20.0%
平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

31 児童館運営委員会 要綱 公開 子育て支援課 10 6 60.0% 0 0.0%
平成27年10月27日から
平成29年3月31日まで

32
放課後子ども教室運営委
員会

要綱 公開 子育て支援課 7 3 42.9% 0 0.0%
平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

33
要保護児童対策地域協議
会

要綱 非公開 子育て支援課 13 2 15.4% 0 0.0%
平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

付属機関等状況一覧（平成29年3月31日時点）



委員会名 設置根拠 公開・非公開 担当課 委員数 女性 女性比率 公募 公募比率 委嘱期間

34 国民健康保険運営協議会 法令 公開 保険医療課 9 3 33.3% 1 11.1%
平成28年5月11日から
平成30年5月11日まで

35 地域保健対策推進協議会 規則 公開 健康推進課 13 4 30.8% 1 7.7%
平成28年7月1日から
平成30年6月30日まで

36 予防接種委員会 規則 公開 健康推進課 6 2 33.3% 0 0.0%
平成27年6月1日から
平成29年5月31日まで

37
予防接種健康被害調査委
員会

規則 非公開 健康推進課 6 2 33.3% 0 0.0%
平成27年6月1日から
平成29年5月31日まで

38
放置自動車廃物判定委員
会

条例 公開 土木課 5 0 0.0% 0 0.0%
平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

39
香流川整備計画（香流川を活か
したまちづくり）推進委員会 委員会規約 公開 土木課 12 4 33.3% 0 0.0%

平成27年4月1日から
平成29年3月31日まで

40 都市計画審議会 法令・条例 公開 都市計画課 10 3 30.0% 0 0.0%
平成28年6月1日から
平成30年5月31日まで

41 ホテル等建築審議会 条例 非公開 都市計画課 0 0 0.0% 0 0.0%
休止中

次回開催時
（未開催）

42
農業振興地域整備促進協
議会

規約 非公開 みどりの推進課 19 2 10.5% 0 0.0%
平成27年5月11日から
平成29年3月31日まで

43 経営・生産対策推進会議 規約 非公開 みどりの推進課 12 0 0.0% 0 0.0%
平成27年12月10日から
平成29年3月31日まで

44 農業再生協議会 規約 非公開 みどりの推進課 19 2 10.5% 0 0.0%
平成26年7月20日から
平成29年7月19日まで

45 平成こども塾運営委員会 要綱 公開 みどりの推進課 8 4 50.0% 2 25.0%
平成28年４月１日から
平成30年3月31日まで

46 みどりの推進会議 条例 公開 みどりの推進課 13 4 30.8% 1 7.7%
平成28年2月3日から
平成30年2月2日まで

47 長久手食育推進支援会議 要綱 公開 みどりの推進課 12 8 66.7% 3 25.0%
平成29年3月15日から
平成31年3月14日まで

48
名古屋都市計画事業公園西駅
周辺土地区画整理審議会 法令・条例 非公開 区画整理課 9 0 0.0% 0 0.0%

平成25年10月から
平成30年10月まで

49
長久手市社会資本整備総合交付金
（リニモ沿線地区）評価委員会 要綱 公開 区画整理課 5 2 40.0% 0 0.0%

平成29年3月9日から
平成29年3月31日まで

50 学区適正化検討委員会 要綱 公開 教育総務課 10 2 20.0% 0 0.0%
平成27年8月3日から

提言日まで

51 教育支援委員会 法令 非公開 教育総務課 22 7 31.8% 0 0.0%
平成28年4月1日から
平成29年3月31日まで

52
いじめ問題対策連絡協議
会

法令・条例 公開 教育総務課 7 3 42.9% 0 0.0%
平成27年11月16日から
平成29年11月15日まで

53 いじめ問題専門委員会 法令・条例 非公開 教育総務課 5 3 60.0% 0 0.0%
平成28年4月1日から
平成30年3月31日まで

54
長久手給食センター運営
委員会

条例 公開 給食センター 7 4 57.1% 0 0.0%
平成28年4月1日から
平成30年3月31日まで

55 中央図書館運営協議会 法令・条例 公開 中央図書館 6 2 33.3% 0 0.0%
平成28年4月1日から
平成30年3月31日まで

511 178 34.8% 31 6.1%

279 101 36.2% 18 6.5%

232 77 33.2% 13 5.6%

※合計は休止中の付属機関等は除いてあります。

金色のセルは要綱及び規則等で設置された付属機関等
黄色のセルは休止中の付属機関等
緑色のセルは女性委員が30％に満たない付属機関等

合計

付属機関（法令・条例）の合計

協議会等（規則・要綱など）合計



事
業
N
o
.

事
業
名

目
的

実
施
時
期

1
男
女
共
同
参
画
出
前
講
座

市
内
の
企
業
、
事
業
所
、
各
種
団
体
等

が
主
催
す
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
講
座
等
に
専
門
家
を
講
師
と
し
て
派

遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
習
の
機
会
を
提

供
し
、
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
意
識

を
高
め
る
。

募
集

５
月
～
1
1月

末
日

【
小
学
校
向
け
】

対
象
：
東
小
学
校
4
年
生
　
3
6
人

日
時
：
2
月
2
7
日
（
月
）

テ
ー
マ
：
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

講
師
：
N
P
O
法
人
参
画
プ
ラ
ネ
ッ
ト
　
伊
藤
静
香
氏

子
ど
も
に
も
と
て
も
分
か
り
や
す
い
内
容
で
、
好
評
で
あ
っ

た
。
児
童
か
ら
感
想
を
聞
く
と
、
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
に

は
、
ま
ず
自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
相
手
を
思
い
や
る
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と
発
言
し
た
児
童
も
お
り
、
男

女
共
同
参
画
の
理
念
を
伝
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

【
図
書
コ
ー
ナ
ー
】

タ
イ
ト
ル
テ
ー
マ
：
「
男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
と
は
？
」

場
所
：
中
央
図
書
館
（
２
４
冊
）
及
び
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
５
冊
）

広
報
紙
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知

6
月
1
日
（
水
）
～

9
月
9
日
（
金
）

【
募
集
】

小
学
生
（
5
、
6
年
）
、
中
学
生
、
一
般
市
民
を
対
象
に
募
集

○
小
中
学
生
向
け

　
学
校
を
通
し
て
ち
ら
し
を
配
布

○
一
般
向
け

　
・
公
共
施
設
へ
ち
ら
し
を
設
置

　
・
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知

1
0
月
2
1
日
（
金
）

【
選
考
】

第
２
回
審
議
会
に
て
優
秀
作
品
を
選
考

小
中
学
生
の
部
「
ダ
ブ
ル
ス
で
　
家
事
も
育
児
も
金
メ
ダ
ル
」

一
般
の
部
「
あ
り
が
と
う
　
言
っ
て
言
わ
れ
て
　
い
い
家
庭
」

1
2
月
2
日
（
金
）

【
表
彰
】

最
優
秀
受
賞
者
の
表
彰
式
の
開
催

4
男
女
共
同
参
画
講
演
会

市
民
に
広
く
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
意
識
啓
発
、
情
報
提
供
を
行
う
。

7
月
3
日
（
日
）

対
象
：一

般
市
民

場
所
：
市
役
所
西
庁
舎
3
階
　
研
修
室

講
師
：
近
藤
祐
司
氏
（
花
男
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
）

内
容
：
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
身

近
な
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
開
催
。
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
良
好
な
関
係
を
築
く
こ

と
の
大
切
さ
を
「
花
贈
り
」
を
通
し
て
参
加
者
と
共
有
し
ま
し
た
。

5
男
女
共
同
参
画
講
座

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
市
民
が
学
ぶ
機
会
を

提
供
す
る
。

7
月
5
日
（
火
）
、
1
2

日
（火

）

対
象
：一

般
市
民

場
所
：
福
祉
の
家
2
階
　
会
議
室

講
師
：
中
島
美
幸
氏

内
容
：
「
メ
デ
ィ
ア
を
読
む
ㅯ
～
新
し
い
女
性
像
・
男
性
像
」
と
題
し
、

計
２
回
の
連
続
講
座
を
実
施
。
１
回
目
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
等
を
通
し

て
見
え
て
く
る
新
し
い
女
性
像
に
つ
い
て
、
２
回
目
は
新
し
い
男
性
像

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
が
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
気
づ
き
、
考
え
る
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
る
講

座
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
2
8
年
度
男
女
共
同
参
画
事
業
の
実
施
結
果

平
成
2
8
年
度
の
実
施
内
容

6
月
1
日
（
水
）
～

3
0
日
（木

）

男
女
共
同
参
画
標
語
・
川
柳

【
昨
年
度
の
応
募
実
績
】

小
中
学
生
の
部
　
　
2
1
9
人
　
　
　
2
3
2
点

一
般
の
部
　
　
　
　
  
  
　
7人

　
 　
　
 1
2
点
　
　
計
2
4
4
点

【
平
成
2
8
年
度
の
応
募
実
績
】

小
中
学
生
の
部
　
1
5
5
人
　
1
5
9
点

一
般
の
部
　
　
　
　
　
1
3人

　
 1
6
点
　
　
計
1
7
5
点

32
国
の
啓
発
週
間
に
合
わ
せ
て
啓
発
活

動
を
行
い
、
市
民
が
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

男
女
共
同
参
画
週
間
の
取
組

標
語
・
川
柳
を
通
し
て
、
市
民
が
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

と
す
る
。



事
業
N
o
.

事
業
名

目
的

実
施
時
期

広
報
紙
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知

7
市
民
ま
つ
り
ブ
ー
ス
出
展

市
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
取
組

を
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
。

1
1
月
1
3
日
（
日
）

・
標
語
・
川
柳
の
入
賞
作
品
の
展
示

・
啓
発
パ
ネ
ル
展
示

・
来
場
者
参
加
型
の
企
画
（ア

ン
ケ
ー
ト
及
び
子
ど
も
向
け
ク
イ
ズ
）

ア
ン
ケ
ー
ト
総
数
1
3
7
件
、
子
ど
も
向
け
ク
イ
ズ
参
加
者

3
0
0
人
以
上

例
年
に
な
く
参
加
者
数
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
隣
接
す
る

長
久
手
市
国
際
交
流
協
会
ブ
ー
ス
と
も
連
携
を
行
っ

た
。

1
2
月
2
6
日
（
月
）

・
基
本
計
画
の
取
組
状
況
調
査
の
結
果
報
告

・
講
義
：
「
女
性
の
活
躍
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
」

　
講
師
：
中
島
美
幸
氏

2
月
1
3
日
（
月
）

・
D
V
被
害
者
へ
の
対
応
と
取
組
状
況
報
告

・
講
義
：
D
V
の
現
状
と
背
景
～
増
加
す
る
「
面
前
D
V
」
と
い
う
児
童
虐
待
～

講
師
：
中
島
美
幸
氏

【
に
じ
い
ろ
】

一
般
市
民
へ
広
く
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
す

る
。

配
布
：
3
月

(予
定
）

・
配
布
部
数
：
２
千
部

・
配
布
先
：
公
共
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
配
布

平
成
2
8
年
度
実
施
事
業
を
中
心
に
編
集
。

【
自
分
ら
し
く
】

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
（
中
学
生
）

に
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
職
業
選
択

を
切
り
口
と
し
て
男
女
共
同
参
画
の
理

念
を
伝
え
る
。

配
布
：
3
月

(予
定
）

配
布
部
数
：
２
千
部

配
布
先
：
中
学
校
全
生
徒

大
学
連
携
の
一
環
で
、
市
内
大
学
の
学
生
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
制
作
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を
行
う
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
長
久
手
社
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施

し
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
つ
い
て
の
記
事
を
製
作
。

9
男
女
共
同
参
画
情
報
紙

8
男
女
共
同
参
画
推
進
部
会

計
画
の
進
捗
状
況
の
確
認
・
検
討
を
行

う
と
と
も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
の
た

め
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
を
学
ぶ
機
会
と
す
る
。

平
成
2
8
年
度
の
実
施
内
容

1
0
月
4
日
（
火
）
～

1
1
月
3
0
日
（
水
）

近
年
W
S
等
の
参
加
型
講
座
を
実
施
し
て
い
た
が
、
今
年

は
知
識
、
理
解
を
深
め
る
た
め
、
講
義
型
の
講
座
を
実

施
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「な

ぜ
男
女
共
同
参
画
が
必
要
な
の
か

が
分
か
っ
た
」等

の
意
見
を
も
ら
っ
た
。

愛
知
県
の
啓
発
月
間
に
合
わ
せ
て
啓

発
活
動
を
行
い
、
市
民
が
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

【
図
書
コ
ー
ナ
ー
】

テ
ー
マ
：
シ
ゴ
ト
も
家
庭
も
女
性
が
輝
く
ㅯ
～
新
し
い
時
代
に
ま
っ
た
な
し
～

場
所
：
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（1
0月

4
日
～
1
0
月
2
8
日
）

　
　
　
　
中
央
図
書
館
（1
0月

2
6
日
～
1
1
月
3
0
日
）

男
女
共
同
参
画
月
間
の
取
組

6



平
成
28
年
度
Ｄ
Ｖ
関
連
事
業
の
実
施
結
果
 

事
業

N
o
.
 

事
業
名
 

実
施
時
期
 

平
成
2
8
年
度
の
実
施
結
果
及
び
平
成
2
9
年
度
の
実
施
内
容
（
案
）
 

１
 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

（
1
1
月
12
日
～
11
月
2
5
日
）
に
あ
わ

せ
た
広
報
 

1
1
月
 

・
1
1
月
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
周
知

２
 

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
（
1
1
月
）
に

あ
わ
せ
た
広
報
 

・
1
1
月
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
周
知
 

・
健
康
展
（
1
1
月
1
3
日
（
日
）
）
に
お
け
る
周
知
 

３
Ｄ
Ｖ
の
二
次
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
関
係

職
員
の
資
質
向
上
 

2
月
1
3
日

(
月
) 

・
第
２
回
男
女
共
同
参
画
推
進
部
会
に
お
け
る
各
課
の
Ｄ
Ｖ

対
応
状
況
等
に
関
す
る
情
報
共
有
 

４
 

相
談
窓
口
、
支
援
情
報
の
周
知
 

通
年
 

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
カ
ー
ド
（
外
国
語
を
含
む
）
の
配
布
 

・
福
祉
ま
つ
り
（
10
月
23
日
（
日
）
）
に
お
け
る
周
知
 

・
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
周
知
 

５
 

相
談
対
応
 

・
女
性
相
談
の
実
施
 

（
女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談
2
回
/
月
）
 

・
家
庭
相
談
員
に
よ
る
随
時
相
談
を
実
施
 

【
Ｄ
Ｖ
等
の
相
談
実
績
】
 

 
女
性
相
談
員
に
よ
る
相
談
実
績
 

平
成
２
５
年
度
 

平
成
２
６
年
度
 

平
成
２
７
年
度
 

DV
に
関
す
る
相
談
 

１
１
件
 

１
９
件
 

１
６
件
 

DV
以
外
の
相
談
 

３
１
件
 

３
４
件
 

２
７
件
 

合
計
 

４
２
件
 

５
３
件
 

４
３
件
 

 
職
員
及
び
家
庭
相
談
員
に
よ
る
相
談
実
績
 

平
成
２
５
年
度
 

平
成
２
６
年
度
 

平
成
２
７
年
度
 

DV
に
関
す
る
相
談
 

３
０
件
 

３
０
件
 

３
３
件
 

DV
以
外
の
相
談
 

１
３
件
 

１
２
件
 

１
０
件
 

合
計
 

４
３
件
 

４
２
件
 

４
３
件
 

６
 

Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど
に
起
因
す
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
自
立
に
向
け
た
支
援
 

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
て
就
労
支
援
事
業
を
実
施
 

・
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
相
談
窓
口
の
周
知
 

 
【
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
労
支
援
を
受
け
た
者
】
 

平
成
２
６
年
度
 

平
成
２
７
年
度
 

平
成
２
８
年
度
 

（
平
成
29
年
3
月
1
日
現
在
） 

参
加
者
数
 

４
人
 

１
人
 

８
人
 

就
労
者
数
 

１
人
 

１
人
 

４
人
 

７
 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
 

（
平
成
2
7～

3
1
年
度
）
の
取
組
 

・
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画
と
共
に
、
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
を
推
進
 

「
施
策
の
柱
２
 
全
て
の
家
庭
・
児
童
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
」
に
位
置
づ
け
、
Ｄ
Ｖ

防
止
対
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
 1
1
月
13
日
（
日
）
実
施
の
健
康
展
で
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
児
童
虐
待
防
止
と
合
わ
せ
、
Ｐ
Ｒ
活

動
及
び
啓
発
物
品
の
配
布
を
実
施
。
 
 

配
布
部
数
：
6
0
0
部
 

Ｄ
Ｖ
ケ
ー
ス
に
お
け
る
相
談
対
応
や
各
種
手
当
の

支
給
手
続
、
住
民
基
本
台
帳
の
支
援
措
置
等
、
各
課

の
取
組
内
容
及
び
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
対
応
に
つ
い

て
情
報
共
有
を
図
っ
た
。
 
参
加
者
数
：
3
0
人

1
0
月
23
日
（
日
）
実
施
の

福
祉
ま
つ
り
で
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
児
童
虐
待
防
止
、

障
が
い
児
支
援
と
合
わ
せ

Ｐ
Ｒ
活
動
及
び
啓
発
物
品

の
配
布
を
実
施
。
 

配
布
部
数
：
1
0
0
部
 



標語・川柳標語・川柳標語・川柳標語・川柳を募集しますを募集しますを募集しますを募集します

平成２９年度男女共同参画

性別による役割を決めつけず、固定観念を超えて、互いに認め合い、自分

らしく生きていける社会＝男女共同参画社会について表現した、ユーモア

あふれる個性的な標語・川柳を募集します。

小中学生の部最優秀賞「ダブルスで家事も育児も金メダル」長中平野貴之

一般の部 最優秀賞「ありがとう言って言われていい家庭」 山野田柴田紀子

平成２８年度最優秀作品

【【【【対象対象対象対象】】】】 小中学生の部（小学５年生～中学生）、一般の部（※市内在住、在勤、在学の方に限ります。）

【【【【応募方法応募方法応募方法応募方法】】】】 所定の応募用紙に、①標語または川柳（ひとり何作品でも応募できます）、②名前・ふりがな、

③住所・連絡先（小中学生の部は、学校名・学年も）を書いて、たつせがある課窓口に持参、

郵送、電子メールにて応募してください。

【【【【締締締締めめめめ切切切切りりりり】】】】 平成平成平成平成２９２９２９２９年年年年９９９９月月月月８８８８日日日日（（（（金金金金）（）（）（）（消印有効消印有効消印有効消印有効））））

（※電子メールによる応募の場合は、９月８日中に受信したものは有効です。）

【【【【応募先応募先応募先応募先】】】】 長久手市くらし文化部たつせがある課 〒480-1196長久手市岩作城の内60番地1

電子メールtatsuse@nagakute.aichi.jp

【【【【選考選考選考選考】】】】 小中学生の部、一般の部の各部門で、最優秀作品(1点)、優秀作品(1点)、佳作(3点以内)を

選考し、表彰状・記念品を贈呈します。選考結果は、入選者に通知するとともに、ホームページ

で発表します。なお、応募者全員に参加賞を配布します。

主催主催主催主催・・・・問合先長久手市問合先長久手市問合先長久手市問合先長久手市くらしくらしくらしくらし文化部文化部文化部文化部たつせがあるたつせがあるたつせがあるたつせがある課協力長久手市男女共同参画審議会課協力長久手市男女共同参画審議会課協力長久手市男女共同参画審議会課協力長久手市男女共同参画審議会

電話0561-56-0641電話0561-56-0641電話0561-56-0641電話0561-56-0641FAX0561-63-2100FAX0561-63-2100FAX0561-63-2100FAX0561-63-2100

身近なテーマである
家事・育児・介護など
について

お互いを思いやる
優しい心について

募集概要募集概要募集概要募集概要



平成２９年度長久手市男女共同参画 標語・川柳 応募用紙 

作品 

お名前
ふりがな

ご住所 

〒   － 

学校名・学年 
※小中学生の部のみ記

入してください。 

学校 年生 

お電話番号 （     ）   － 

※ この応募用紙に記入の上、たつせがある課窓口に持参または郵送、電子メー

ルにて応募してください。 

※ ひとり何作品でも応募できますが、応募用紙は１作品につき１枚ずつ応募用紙は１作品につき１枚ずつ応募用紙は１作品につき１枚ずつ応募用紙は１作品につき１枚ずつとして

ください。 

※ 応募者の個人情報は、本事業の実施のために使用し、他の目的には一切使用

しません。 

≪応募先≫ 長久手市くらし文化部たつせがある課 
〒480-1196 長久手市岩作城の内60番地１ 

         電話 0561-56-06４１  

         電子メール tatsuse@nagakute.aichi.jp 

締す親り：平平２９近９月８日（金） 



申込・問合せ 申込・問合せ 申込・問合せ 申込・問合せ 長久手市くみし文文一あににどあす課 長久手市くみし文文一あににどあす課 長久手市くみし文文一あににどあす課 長久手市くみし文文一あににどあす課 電懇:0561（ ）560641  メセア:tatsuse@nagakute.aichi.ｊｊ電懇:0561（ ）560641  メセア:tatsuse@nagakute.aichi.ｊｊ電懇:0561（ ）560641  メセア:tatsuse@nagakute.aichi.ｊｊ電懇:0561（ ）560641  メセア:tatsuse@nagakute.aichi.ｊｊ

自区あしど考えあみ、 自区あしど考えあみ、 自区あしど考えあみ、 自区あしど考えあみ、 

小びあみメセなす、 小びあみメセなす、 小びあみメセなす、 小びあみメセなす、 

自区あしす講講を企画ㅯ 自区あしす講講を企画ㅯ 自区あしす講講を企画ㅯ 自区あしす講講を企画ㅯ 

「男女共同参画」きに 

そもそも何？ 

【対象】  

市内   の企業、事業所、各種係全など 
※   ににむね1 0人歳上の参増者ど見見すす講講など 

【実施日】  

平平     ３０近２月月日しす、随随 

【  開開職所】 

長久手市内    

【費用審】 

講講審の実施に係す費用は、申見者の負性とししす。 

あだし 、講医師葉に係す費用（謝謝、交通費審）は市ど負性ししす。

【内内】 

ご  希希のメセなに基づづ、申見者、講医、市とす童童しに決定ししす。 

【申見み】 

実施  にああり、事前にあににどあす課へ童童の上、実施希希日の 

３  わ月前しすに、所定の申見秘にに談口へに申し見みくだらみ。 

※  講医は、メセなや内内に次わにに、程小講医や専専家の方を師葉ししす。 

市内どすすも 

開開、Ｏ 

講医師葉資 

就資 

自治審、PTA、 

子ども審などの 

査研審などに 

男女共同参画講講をやりしにんわ

地地す、職職す、小中す 

みならんの 地地、職職、小中などす、「男女共同参画」にに

みに一一に考え、小んすみしにんわ。みならんど主開すす

「男女共同参画講講」に、講医を師葉ししす。 

毎日 の身近な暮みしの中す「男女共同参画」を身近に感じ

すづきわづづくりに、ぜひご地用くだらみ。 

公編結必 

男みしく、女みしくすはなく 

自区みしく、子どもど育にには？ 

＊申見わみ実施しすの流れは裏場をご覧くだらみ。 

男男の介護 

ミラなや反画わみみす 

女の出づ方 

、ＰＰ審長には 

なぜ男男ど多み？ 

女男ど地躍すづす 

職職きに？ 

地地の避困所に 

女男の目目を取り入れあみㅯ 

※下併は一条すす。 



男女共同参画出前講座 申込男女共同参画出前講座 申込男女共同参画出前講座 申込男女共同参画出前講座 申込からからからから実施実施実施実施までのまでのまでのまでの流流流流れ れ れ れ 

主催主催主催主催する する する する 

講座等講座等講座等講座等のテーマをのテーマをのテーマをのテーマを決決決決める める める める 

講師講師講師講師のののの選定選定選定選定・・・・通知 通知 通知 通知 

事前準備 事前準備 事前準備 事前準備 

講座終了後 講座終了後 講座終了後 講座終了後 

講座実施 講座実施 講座実施 講座実施 

必要に応じて、講座の内容について３者（講師、実施団体

等、市）で打合せを行います。 

★チェック 

□ 主催する講座は、10人以上の参加者を見込めるか。

□ 実施日（２月末日まで）まで３か月以上前か。 

□ 場所の決定 

□ 講座内容の決定 

★★★★チェック チェック チェック チェック 

□ 参加者の募集 

□ 配布資料の準備 

□ 機材、備品の準備 

□ 当日の役割分担、タイムテーブルの確認 

□ 講師との詳細な打合せ 

講師講師講師講師がががが決定決定決定決定したらしたらしたらしたら、、、、講座等講座等講座等講座等のののの実施実施実施実施にににに向向向向けてけてけてけて、、、、みなさんでみなさんでみなさんでみなさんで

準備準備準備準備をををを進進進進めてくださいめてくださいめてくださいめてください。 

申込申込申込申込はたつせがあるはたつせがあるはたつせがあるはたつせがある課窓口課窓口課窓口課窓口まで まで まで まで 

申込期限：１１１１１１１１月末日月末日月末日月末日まで 

●●●●男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画のテーマのテーマのテーマのテーマ● ● ● ● 

子育子育子育子育てててて／ ／ ／ ／ 仕事仕事仕事仕事とととと家庭家庭家庭家庭のののの両立両立両立両立／ ／ ／ ／ 防災防災防災防災／ ／ ／ ／ 地域活動地域活動地域活動地域活動／ ／ ／ ／ 職業 職業 職業 職業 

選択選択選択選択／ ／ ／ ／ 健康健康健康健康・・・・福祉福祉福祉福祉／ ／ ／ ／ 芸術芸術芸術芸術・・・・文化文化文化文化／ ／ ／ ／ 暮暮暮暮らしらしらしらし／ ／ ／ ／ 生生生生きがい きがい きがい きがい 等等等等 

「何かやりたい！」

と思ったら、まず 

ご相談ください！ 

申 込 申 込 申 込 申 込 

たつせがあるたつせがあるたつせがあるたつせがある課課課課がががが、、、、申込内容申込内容申込内容申込内容にににに沿沿沿沿ってってってって、、、、講師講師講師講師のののの選定選定選定選定をををを

しますしますしますします。 。 。 。 

★★★★チェック チェック チェック チェック 

□ 会場の設営、準備、片づけ 

□ 講師、参加者の対応 

□ 司会、進行、記録 

□ アンケートの実施 

★★★★チェック チェック チェック チェック 

□ 実施報告書、アンケート結果の提出 

募集の際のチラシ等の

作成費用等は、実施団体

等の負担となります。 



相談窓口のご案内 ～ひとりで悩まないで！

ドメスティ ック・ バイオレンス（ DV） に関すること

暴力に悩んでいるとき、身近に相談相手がいないとき、そ
んな時はご相談く ださい。

女性相談（ 長久手市子育て支援課）

相談員 女性相談員 電話0561-56-0633
相談日 原則第2・ 第4 金曜日 10:00-15:30※要予約

女性悩みごと電話相談（ 愛知県女性相談センター）

相談員 女性相談員 電話052-962-2527
相談日 月～金 9:00-21:00 土・ 日 9:00-16:00

祝日・ 年末年始は除く

DV 相談ナビ（ 運営： 内閣府）

お近く の相談窓口をご案内します。
電話 0570-0-55210

編集： 長久手市男女共同参画審議会

発行： 2017 年4 月 長久手市く らし文化部たつせがある課

〒480-1196 愛知県長久手市岩作城の内60 番地1

電話 0561-56-0641 FAX 0561-63-2100 メール tatsuse@nagakute.aichi.jp

子育て相談・ 虐待相談・ 通告に関すること

18 歳までのお子さんに関することや子ども虐待についての

相談窓口です。

長久手市家庭児童相談室（ 長久手市子育て支援センター内）

相談員 家庭児童相談員 電話0561-63-9500

相談日 月～金 9:00-17:00

児童相談所全国ダイヤル

お住まいの地域の児童相談所に電話がつながります。

電話189（ 24 時間対応）

平成28 年度男女共同参画標語・ 川柳 入賞作品
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平成28 年6 月から 9 月にかけて、 男女共同参画標語・ 川柳を募集しました。 小中学生の部159 点、

一般の部16 点の応募があり、 審査の結果、 次のとおり入賞作品が決定しました。
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男女共同参画情報紙
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平成28 年7 月3 日（ 日） に「 花贈りでありがとうと

言える勇気を」 と題して花男子プロジェクト 代表近藤
こんどう

祐司
ゆ う じ

さんをお招きし、 男女共同参画講演会を長久手市公

民館研修室で開催しました。

当日の講演では、 花男子プロジェクト の活動紹介や花

贈りした人たちのエピソードを交えながら、 感謝の気持

ちを伝えることの大切さを学びました。

男女共同参画講演会を開催しました

・ 花贈りの力を間近で感じることができ感動しました。

・ 誰かに感謝の気持ちを伝えたく なりました。

参加者の声

「 にじいろ」 には、 多様な生き方を認め合い、 誰もがいきいき

と暮らせる社会を目指したいという想いが込められています。

これからの社会は、 だれも経験したことのない急激

な人口減少と少子高齢化に伴う労働力不足が待ってい

ます。 この危機を乗り越えるには、 いままで埋もれて

しまっていた「 女性の力」 を最大限発揮することが大

切です。 平成 27 年には、 女性活躍推進法（ 女性の職

業生活における活躍の推進に関する法律） も制定され

ました。 男女が共に仕事と生活を両立することによっ

て、 すべての人にとって暮らしやすく 持続可能な社会

の実現につながっていきます。

講演の後は、 サプライズで花贈りのパフォーマンス！

会場にいる３組の参加者が、 花贈りにチャレンジしまし

た。 どの花贈りも会場が感動で包まれ、 あたたかい拍手

で講演会を終えることができました。



男女共同参画連続講座

男女共同参画出前講座

平成28 年7 月5 日（ 火）、 12 日（ 火） に「 メディ アを読む！～新しい女性

像・ 男性像」 と題し、 愛知淑徳大学講師中島
なかしま

美幸
み ゆ き

さんによる男女共同参画連続講

座を福祉の家会議室で開催しました。

1 日目はディ ズニー映画等を通して見えてく る新しい女性像について、 2 日目

は新しい男性像についてお話いただきました。 講義の後には参加者同士で活発な

意見交換を行い、 男女共同参画について、 気づき、 考えるための一歩を踏み出す

きっかけとなる講座となりました。

平成29 年2 月27 日（ 月） に長久手市立東小学校4 年生に対し、「 自分らし

く 生きる」 をテーマに出前講座を実施しました。

参加者の声

・ 女の子も男の子も「 〇〇だからダメ。」 と言わずに好きなコト をやっても

良いことが分かった。

・ ト イレの色が海外では同じところもあることに驚いた。

・ とても良い講義でした。 ぜひ若い人たちに、 この現実、 情報、 知識を

伝えたいと思いました。

・ 気づきがたく さんありました！

・ 女性が当たり前に働ける社会が、 豊かさの基盤ではないでしょうか。

参加者の声

「 女らしさ」「 男らしさ」 について、メディ アからの無意識の刷り込みがあるこ

とを、 話してもらいました。 豊かな人生を送るためには、 性別に縛られることな

く 、 一人一人の「 ありのまま」 を大切にしましょう！

まず最初に、 性別による固定観念について認識した上で、 性別に捉われる

ことなく 、 誰もがありのままで自分らしく 生きることが大切であることを

児童たちに伝えました。 そして自分らしく 生きるには、 自分の気持ちを

大切にし、 相手の気持ちも大切にし、 対等な関係を築く ことが重要である

ことを学びました。

みなさんの地域、 職場、 学校などで「 男女共同参画」 について、 一緒に考え、 学んでみませんか？

みなさんが主催する男女共同参画講座に講師を派遣します。 まずはお気軽にご相談く ださい。

男女共同参画出前講座について



2016 ながく て市民まつり

平成28 年11 月13 日（ 日） に2016 ながく て市民まつりで男女共同参画啓発ブース

を出展しました。

今回は長久手市国際交流協会さんと連携し、 にほんご教室のボランティ アさんや生徒さんた

ちと一緒に、 子ども向けの男女共同参画に関するクイズと、 大人向けのアンケート 調査を行い

ました。

クイズには300 人を超える子どもたちが参加し、 アンケート についても 137 名の方に

協力してもらい、 終日大盛況となりました。

男女共同参画の観点から日本の実際の順位は

144 か国中111 位(※)です。 みなさんが思ってい

るよりも少し低い順位ですね。実は、先進国の中で

日本は最低ランクとなっています。

女性活躍推進法（ 女性の職業生活における活躍の

推進に関する法律）の認知度について、知っている、

聞いたことがあると回答した人が合計で、 およそ

57％、知らないと答えた人は、およそ39％という

結果になりました。

身近な女性について、「 活躍している」「 どちらか

といえばしている」 と答えた人は、 およそ 68％、

「 活躍していない」「 どちらかといえばしていない」

と答えた人は、 およそ31％でした。

また、その理由を聞いたところ、「 活躍している」

「 どちらかといえばしている」 の理由として、本人

のやる気が最も多く 、次いで職場環境、家族のサポ

ート と続いています。「 活躍していない」「 どちらか

といえばしていない」 の理由は、保育施設・ サービ

スが最も高く 、次いで職場環境、家族のサポート と

続いています。

この結果から、女性が活躍するためには、職場環

境、保育施設・ サービス、家族のサポート 等の女性

を取り巻く 環境の改善の優先度が高いことが見え

てきます。

している

どちらかといえばしている

どちらかといえばしていない

していない

無記入

それはなぜだと思いますか？

「 している」 または「 どちらか
といえばしている」 と答えた人

「 していない」 または「 どちらか
といえばしていない」 と答えた人

みなさんの身近な女性は仕事で活躍していると思い
ますか？

98 位（ 有効回答者平均値） /144 か国

男女共同参画の観点から日本の順位は世界
で何番目だと思いますか？

知っている

聞いたことはある

知らない

無記入

女性活躍推進法を知っていますか？

※ジェンダー・ ギャップ指数2016 より引用

アンケート 結果

18 人

60 人

54 人

5 人

36 人

57 人

38 人

5 人

1 人

正解は… 111 位/144 か国
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議

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
ん

な
人

た
ち

の
こ

と
を

L
G

B
T

と
言

い
ま

す
。

友
達

や
家

族
に

悩
み

を
打

ち
明

け
る

に
は

少
し

勇
気

が
い

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

ね
。

で
も

、
あ

な
た

は
一

人
じ

ゃ
あ

り

ま
せ

ん
。

ま
ず

は
L
G

B
T

L
G

B
T

L
G

B
T

L
G

B
T

の
こ

と
を

の
こ

と
を

の
こ

と
を

の
こ

と
を

知 知知知
っ

て
い

る
っ

て
い

る
っ

て
い

る
っ

て
い

る
身

近
な

相
談

員
や

学
校

の
先

生
に

も
相

談
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

「
男

女
共

同
参

画
」

と
い

う
言

葉
を

聞
い

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

性
別

に
か

か
わ

ら
ず

、
み

ん
な

が
自

分
自

分
自

分
自

分
の ののの

個
性

個
性

個
性

個
性

を ををを
発

揮
発

揮
発

揮
発

揮
で

き
る

で
き

る
で

き
る

で
き

る
社

会
が

男
女

共
同

参
画

社
会

で
す

。

み
な

さ
ん

に
と

っ
て

は
「

そ
ん

な
の

当
り

前
！

」
で

す
よ

ね
。

で
も

気
が

付
か

な
い

う
ち

に
、
「

オ
ト

コ
」

だ
か

ら
「

オ
ン

ナ
」

だ
か

ら
と

い
う

理
由

で

自
分

の
や

り
た

い
こ

と
や

好
き

な
こ

と
を

我
慢

し
た

り
、

選
択

の
幅

を
狭

め
た

り
し

て
い

ま
せ

ん
か

？

一
人

ひ
と

り
が

性
別

に
か

か
わ

ら
ず

自
分

の
夢

や
希

望
を

広
げ

、

お
互

い
に

助
け

合
っ

て
生

き
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

社
会

を
実

現
す

る
た

め
、

一
緒

に
「

男
女

共
同

参
画

」
に

つ
い

て
考

え
て

み
ま

し
ょ

う
。

だ
ん

じ
ょ

き
ょ

う
ど

う
さ

ん
か

く

男
女

共
同

参
画

情
報

紙
（

中
学

生
向

け
）

イ
オ

ン
モ

ー
ル

イ
オ

ン
モ

ー
ル

イ
オ

ン
モ

ー
ル

イ
オ

ン
モ

ー
ル

長
久

手
長

久
手

長
久

手
長

久
手

営
業

担
当

営
業

担
当

営
業

担
当

営
業

担
当

に ににに
イ

ン
タ

イ
ン

タ
イ

ン
タ

イ
ン

タ
ビ ビビビ

ュ
ー

ュ
ー

ュ
ー

ュ
ー

！ ！！！

今 今今今
、 、、、

注
目

注
目

注
目

注
目

さ
れ

て
い

る
さ

れ
て

い
る

さ
れ

て
い

る
さ

れ
て

い
る

女
性

女
性

女
性

女
性

の ののの
力 力力力

L
G

B
T
 

L
G

B
T
 

L
G

B
T
 

L
G

B
T
 を ををを

聞 聞聞聞
い

た
こ

と
が

あ
る

い
た

こ
と

が
あ

る
い

た
こ

と
が

あ
る

い
た

こ
と

が
あ

る
？ ？？？



仕
事

仕
事

仕
事

仕
事

と ととと
家

庭
家

庭
家

庭
家

庭
の ののの

両
方

両
方

両
方

両
方

か
ら

か
ら

か
ら

か
ら

男
女

共
同

参
画

男
女

共
同

参
画

男
女

共
同

参
画

男
女

共
同

参
画

の ののの
大

切
大

切
大

切
大

切
さ

を
さ

を
さ

を
さ

を
知 知知知

ろ
う

ろ
う

ろ
う

ろ
う

＊
中

学
生

の
み

ん
な

に
メ

ッ
セ

ー
ジ

私
は

今
、

子
供

が
い

な
い

の
で

家
庭

よ
り

も
仕

事
に

重
心

重
心

重
心

重
心

を ををを
置 置置置

い
て

い
い

て
い

い
て

い
い

て
い

ま
す

ま
す

ま
す

ま
す

。

人
に

は
時

期
に

よ
っ

て
重

心
重

心
重

心
重

心
が

あ
る

が
あ

る
が

あ
る

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
そ

の
と

き
自

分
が

大
切

だ
と

思
っ

て
い

る
こ

と
に

、
前

を
向

い
て

後
悔

後
悔

後
悔

後
悔

の
な

い
の

な
い

の
な

い
の

な
い

よ
う

よ
う

よ
う

よ
う

に ににに

全
力

全
力

全
力

全
力

で ででで
進

ん
で

欲
し

い
で

す
。

そ
の

た
め

に
は

、
目

標
目

標
目

標
目

標
を ををを

立 立立立
て

る
て

る
て

る
て

る
と

良
い

で
す

よ
。

会
社

の
取

り
組

み
に

は

イ
オ

ン
モ

ー
ル

初
、

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

に ににに
男

性
男

性
男

性
男

性
ス

タ
ッ

フ
ス

タ
ッ

フ
ス

タ
ッ

フ
ス

タ
ッ

フ
！ ！！！

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

劉 劉劉劉
璐 璐璐璐

イ
オ

ン
モ

ー
ル

長
久

手

営
業

担
当

リ
ュ

ウ
ロ

今
は

夫
と

二
人

暮
ら

し
で

す
。

私
は

海
外

が
好

き
で

、
周

り
の

人
の

多
く

は
英

語
圏

の
国

に

行
く

の
で

英
語

圏
で

は
な

い
国

に
行

こ
う

と
思

い
、

中
国

か
ら

日
本

に
来

ま
し

た
。

ホ
ラ

ー
映

画
、

好
き

で
す

！

挑 挑挑挑 戦 戦戦戦 、 、、、

自 自自自 分 分分分 の ののの 道 道道道 は ははは 自 自自自 分 分分分 で ででで ！ ！！！

１
日

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

9
:3

0
1
8
:3

0
1
2
:3

0
1
0
:0

0
1
1
:3

0
1
3
:3

0
1
8
:1

5

出
勤 前

日
の

売
り

上
げ

＆

メ
ー

ル
の

チ
ェ

ッ
ク

専
門

店
を

回
っ

て

ヒ
ア

リ
ン

グ

昼
食

各
店

舗
に

食
べ

に
行

っ
て

接
客

チ
ェ

ッ
ク

な
ど

も

契
約

事
務

や

打
ち

合
わ

せ

退
勤

今
日

と
明

日
の

仕
事

の
確

認

仕
事

イ
オ

ン
モ

ー
ル

に
は

飲
食

、
食

品
、

サ
ー

ビ
ス

が

約
2
0
0

店
舗

入
っ

て
い

て
、
そ

の
う

ち
の

1
0
0

店
舗

を
担

当
し

て
い

ま
す

。

店
舗

と
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
、

売
り

上
げ

改
善

対
策

等
の

フ
ォ

ロ
ー

や

店
舗

側
の

提
案

を
受

け
て

改
善

を
行

っ
た

り
し

て
い

ま
す

。

あ
と

は
、

付
帯

収
入

と
い

っ
て

、
館

内
の

空
い

て
い

る
場

所
や

外
壁

看
板

の
場

所
を

売
る

と
い

う
仕

事
も

し
て

い
ま

す
。

最
近

の
イ

オ
ン

モ
ー

ル
新

店
は

、
館

内
に

保
育

所
保

育
所

保
育

所
保

育
所

が
併

設
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
多

い
で

す
。

こ
れ

は
、

み
ん

な
と

て
も

助
か

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。

他
に

も
、

転
勤

が
多

い
会

社
で

す
が

妊
娠

し
た

時
に

申
請

す
れ

ば

一
定

期
間

異
動

一
定

期
間

異
動

一
定

期
間

異
動

一
定

期
間

異
動

し ししし
な ななな

く くくく
な

る
な

る
な

る
な

る
制

度
が

あ
っ

た
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
社

員

と
い

う
異

動
異

動
異

動
異

動
エ

リ
ア

エ
リ

ア
エ

リ
ア

エ
リ

ア
を ををを

近
隣

限
定

近
隣

限
定

近
隣

限
定

近
隣

限
定

に
で

き
る

制
度

も
あ

り
ま

す
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

社
員

に
な

っ
た

後
で

も
希

望
す

れ
ば

総
合

職
に

戻
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

、
子

ど
も

が
大

き
く

な
っ

た
ら

戻
っ

て

バ
リ

バ
リ

働
く

こ
と

も
で

き
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

お
金

の
こ

と
も

あ
り

ま
す

が
、

私
は

誰
に

も
頼

ら
な

い
一

人
の

自
立

し
た

人
間

と
し

て
強 強強強

い いいい
女

性
女

性
女

性
女

性
に

な
り

た
い

に
な

り
た

い
に

な
り

た
い

に
な

り
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。

ま
た

、
子

ど
も

が
で

き
た

と
き

に
自

分
の

社
会

経
験

社
会

経
験

社
会

経
験

社
会

経
験

が ががが
少 少少少

な
い

な
い

な
い

な
い

と
、

子
ど

も
を

育
て

る
中

で
視

野
が

狭
く

な
っ

て
し

ま
う

よ
う

な
気

が
し

て
、

自
分

が
常 常常常

に ににに
成

長
成

長
成

長
成

長
で

き
る

で
き

る
で

き
る

で
き

る
環

境
に

い
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。

ず
ば

り
、

チ
ャ

レ
ン

チ
ャ

レ
ン

チ
ャ

レ
ン

チ
ャ

レ
ン

ジ ジジジ
で

す
。

大
学

生
の

こ
ろ

、
日

本
語

が
ほ

と
ん

ど

分
か

ら
な

い
ま

ま
日

本
に

来
ま

し
た

。
日

本
語

を
勉

強
す

る
た

め
に

ア
ル

バ
イ

ト
で

お
客

さ
ん

と
接

す
る

こ
と

が
で

き
る

飲
食

店
の

ホ
ー

ル
を

や
る

よ
う

に
し

て
言

葉
の

壁
を

乗 乗乗乗
り りりり

越 越越越
え えええ

る
こ

と
る

こ
と

る
こ

と
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

今
の

仕
事

は
お

客
さ

ん
と

の
交

渉
が

多
く

あ
り

、
と

て
も

や
り

が
い

が

あ
り

ま
す

。
日

本
に

来
た

き
っ

か
け

、
日

本
語

の
勉

強
、

今
の

仕
事

を

選
ん

だ
の

も
チ

ャ
レ

ン
チ

ャ
レ

ン
チ

ャ
レ

ン
チ

ャ
レ

ン
ジ ジジジ

の ののの
考 考考考

え えええ
が

根
底

に
あ

り
ま

す
。

Q QQQ
会

社
の

子
育

て
支

援
は

？

Q QQQ
お

仕
事

の
や

り
が

い
は

？

Q QQQ
ど

ん
な

お
仕

事
？

家
庭

Q QQQ
な

ぜ
結

婚
し

て
も

働
く

の
？

Q QQQ
家

族
は

ど
う

思
っ

て
る

？

Q QQQ
家

族
の

サ
ポ

ー
ト

は
？

私
は

社
会

社
会

社
会

社
会

や ややや
人 人人人

と ととと
接 接接接

し ししし
て

い
な

い
と

て
い

な
い

と
て

い
な

い
と

て
い

な
い

と
自

分
が

成
長

で
き

な
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

夫
も

そ
の

考
え

に
理

解
し

て
く

れ
て

い
ま

す
。

中
国

で
は

主
婦

と
い

う
概

念
が

あ
ま

り
あ

り
ま

せ
ん

。
私

は
仕

事
も

家
庭

も
大

事
だ

と
思

っ
て

い
る

の
で

、
子

ど
も

が
で

き
て

も
仕

事
は

続
け

る
つ

も
り

で
す

。

女
性

と
し

て
自

分
自

分
自

分
自

分
ら

し
ら

し
ら

し
ら

し
い いいい

生 生生生
き ききき

方 方方方
を

し
た

い
で

す
。

自
分

に
能

力
が

あ
っ

て
仕

事
が

あ
れ

ば
万

が
一

、
一

人
に

な
っ

て
も

生
き

て
い

け
ま

す
し

ね
。

夫
は

料
理

や
皿

洗
い

を
し

て
く

れ
ま

す
。

私
が

シ
フ

ト
制

な
の

で
遅

番
の

時
は

夕
飯

や
次

の
日

の
弁

当
を

作
っ

て
く

れ
る

の
で

と
て

も
助

か
っ

て
い

ま
す

。

私
は

朝
が

弱
い

の
で

朝
食

も
作

っ
て

く
れ

ま
す

。
掃

除
、

洗
濯

は

基
本

的
に

私
が

や
っ

て
い

ま
す

が
、

お
願

い
す

れ
ば

や
っ

て
く

れ
ま

す
。

お おおお
互 互互互

い
に

い
に

い
に

い
に

助 助助助
け けけけ

合 合合合
い いいい

な
が

ら
家

事
を

し
て

い
る

の
で

、

仕
事

と
両

立
が

で
き

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
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





・・



・

・・

・・

・・・・・
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・・・・ ・・・・ ・・・・  ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ にににに・・・・ めめめめ・・・・ ・・・・ のののの  ・・・・ ・・・・ 

・・・・ ・・・・

・会・・

・・・・・女・

・・

・・・・・・・・

進

・・・・・

 議会議

 ・・・・・・・・・・ ・ ・

 ・・・・・・・・・・・・

・・・・・

備考

1． 内閣府「 女性の政策・ 方針決定参画状況調べ」

（ 平成27年12月） より 一部情報を更新。

2． 原則として平成27年値。 ただし 、＊は26年値。

＊＊は28年値。

なお、★印は、 第4次男女共同参画基本計画に

おいて当該項目が成果目標として掲げら れている

も の。

・ ・ ・ ・

・・・・

・・

・男女・・

・

・・・・

・・・・・

・・・・ ・・ 

・・・・

・・・・女・・

・・・・・・・ ・女・

・ ・・・・・



備考

1． 総務省「 労働力調査（ 基本集計）」（ 平成27年）、

ILO “ILOSTAT” より 作成。

2． 日本、 フ ラ ンス、 スウェ ーデン、 ノ ルウェ ー及

び英国は2015（ 平成27） 年、 米国は2013（ 平成

25） 年、 その他の国は2014（ 平成26） 年の値。

3．総務省「 労働力調査」では、「 管理的職業従事者」

と は、 就業者のう ち、 会社役員、 企業の課長相

当職以上、 管理的公務員等を いう 。 また、「 管理

的職業従事者」 の定義は国によって異なる。

・・・

○経済分野： 労働力率、 同じ 仕事の賃金の同等性、
所得の推計値、 管理職に占める比率、
専門職に占める比率

○教育分野： 識字率、 初等・ 中等・ 高等教育の各在学率

○保健分野： 新生児の男女比率、 健康寿命

○政治分野： 国会議員に占める比率、 閣僚の比率、
最近50年の国家元首の在任年数

・・・・ ・・・・ ・・・・ にににに・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ にににに・・・・ ・・・・ がががが・・・・ めめめめ 

世界経済フォーラム

“The Global Gender Gap  Rep ort 2015” より 作成。
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・・府・議会議
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・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・ にににに・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ 

・・・・ ・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・ とととと ・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・ 

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ のののの・・・・ 

女・の・・ ・・

・女・・・ ・・・・・ ・同・

・・・

・・・・・・・

・・・女・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

備考

1．「 労働力率」 は、 15・ 以上・ ・ に占める労働力・ ・ （ 就業者 ・  業者） の ・ 。

2． 日本は総務省「 労働力調査（ 基本集計）」（ 平成27年）、その他の国はILO “ILOSTAT”より 作成。

3． 日本、フランス、国及び米国は平成27（ 2015） 年、その他の国は平成26（ 2014） 年の数値。

・・ ・・・・ 男女・・ ・女・・・・・・・・

女・・・ ・・・・ 男・・・・・

・・・共・・・・・・・・・

男・・・・・・・・・・・・・

・・・・

備考

1． ・ ・ 60年ら 平成13年まで

は総務・ 「 労働力調査・ ・ 調

査」（ 各年2月） より 、14年以・

は総務省「 労働力調査（ ・ ・

集計）」（ 年平） より 作成。「 労

働力調査・ ・ 調査」 と 「 労働

力調査（ ・ ・ 集計）」 と で は、

調査方・ 、 調査月等が相

るとら 、 ・ ・ 比には

・ を・ る。

2． ・ ・ ・ 者の ・ （ ・ ・

の職員・ 従業員）（ ・ の

職員・ 従業員・ ・ の職員・

従業員）100。

3．平成23年のデーは、 ・ ・ 、

・ ・ 及び・ ・ ・ にいて総

務省が・ 的に推計し た値を

・ いている。

備考

1． ・ ・ 55年ら 平成13年までは総務・ 「 労働力調査・ ・ 調査」（ 各年2月。 ただし 、 ・ ・ 55

年ら 57年は各年3月）、平成14年以・ は総務省「 労働力調査（ ・ ・ 集計）」（ 年平）より 作成。

「 労働力調査・ ・ 調査」 と 「 労働力調査（ ・ ・ 集計）」 と では、 調査方・ 、 調査月等が相

るとら 、 ・ ・ 比には・ を・ る。

2．「 男性 ・ 者と ・ 業の・ ら 成る世・ 」 と は、 ・ が・ ・ ・ 業 ・ 者で、 ・ が・ 就業者（ ・

労働力・ ・ 及び ・  業者） の世・ 。

3．「 ・ 者の共働世・ 」 と は、 ・ ・ 共に・ ・ ・ 業 ・ 者（ ・ ・ の職員・ 従業員を）

の世・ 。

4．平成22年及び23年の数値（ ・ ・ ・ ） は、 ・ ・ 、 ・ ・ 及び・ ・ ・ を・ ・ 国の・ 果。

備考

1． 総務省「 労働力調査（ ・ ・ 集計）」（ 平成27年） より 作成。

2． 労働力率就業 ・ 者の・ ・ ・ ・ は、

（「 労働力・ ・ 」「 就業 ・ 者」）「 15・ 以上・ ・ 」100。
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





・・・・



・・・・・・
・・・・

・・

・・・・・

・・・・

・・ ・

・・ ・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ 

・
・
・
・
・
・



・・・・ ・・・・
・・

・









・連
・ ・・

・
・

（ ）

男女 女・ 男・ ・男・ ・男・















・・・





男・・女・・・・女・・・・

・・・・ ・・・・ とととと ・・・・ のののの・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・ ・・・・ めめめめ・・・・ ・・・・

・・・・ のののの・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ のののののののの・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・・ にににに・・・・ ・・・・ のののの ・・・・ ・・・・ ・・・・ 

・ ・・・・・・女・

・ ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

・

備考

1．国・ 社会保・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 所「 第14 ・ 生・ ・ 基本調査（ ・ ・ 調査）より

作成。

2．第1が1・ 以上15・ ・ ・ のを初う し ・ ・ にいて集計。

3．・ ・ ・ の就業経・ ：

就業・ ・（ 育 ・ ・ ）・ ・ ・ ・ 就業育児業・ 得も 1・ 就業

就業・ ・（ 育なし ）・ ・ ・ ・ 就業育児業・ 得なしも1・ 就業

・ ・ ・ 職　 　 　 　 　・ ・ ・ ・ 就業も・ ・ 職

・ ・ ・ ら ・ 職　 　・ ・ ・ ・ ・ 職も・ ・ 職

・・・・ ・・・・ とととと ・・・・ のののの・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ にににに・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・ たたたた・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・男

女・女・・・・・

備考

1．総務省「 平成24年就業・ ・ 基本調査」より 作成。

2．・ 数 ・ 職・ ・ 職し た者にいては、・ 職にいての ・ し ているため、

・ 職以・ の・ 職・ ・ 職にいては数値に・ れていない。

・ ・・・ ・ ・・・・男女・・ ・・・・・男・

・・・・・・・・連・・ ・・・・・・・・・

・・男・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・進
・・男女共同参画・画・ ・・

備考

1． ro tat “ o  ropean  Spend The r T e er da  L e o  o en and en”            （ 2004）、

rea  o  Labor Stat t  o  the S“A er an T e e S r e ”        （ 2014）及び総務省「 社会生

基本調査」（ 平成23年）より 作成。

2．日本の数値は、「 ・ ・ との世・ 」に定し た・ の1日当たり の「 家事」、「 ・ ・ 」、

「 育児」及び「 ・ い・ 」の・ 計（ ・ ・ ・ 平）でる。

備考

1．・ 生労働省「 ・ 等基本調査」よ り 作成。ただし 、

2007年以・ は・ 生労働省「 女性 ・ 管理基本調査」に

よる。（ 事業所 ・ 5・ 以上）

2．数値は、調査・ 年・ 1年（ 2011年・ 以・ 調査におい

ては、調査 ・ ・ 年10月1日ら ・ 年月30日まで

の1年）に・ 者が・ ・ し た者のう ち、調査年10月1

日までに育児業を ・ し た者（ ・ ・ 定の者を

）の ・ 。

3．2011年・ の値は、 ・ ・ 、 ・ ・ 及び・ ・ ・ を ・ 

・ 国の・ 果。

備考

1．総務省「 労働力調査（ 基本集計）」より 作成。

2．・ ・ ・ 業 ・ 者数（ 業者を・ ）に占める ・ 。

3．平成23年値は、 ・ ・ 、 ・ ・ 及び・ ・ ・ を・ ・ 国の・ 果。
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34.5

28.0

33.4

18.5

39.4

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ にににに・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ 

 ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・  のののの・・・・ 

女・・・進・・ ・

・・ ・男・・・

・・女・・ ・進

・・進・

備考

1．・ 部学省「 学・ 基本調査」より 作成。

2．高等学・ 等： 中学・ ・ 業者及び中等教育学・ ・ 課・ ・ ・ 者のう ち、高等

学・ 等の本・ ・ 、高等専門学・ に・ 学し た者の占める ・ 。ただし 、・ 学

者には、高等学・ の・ ・ ・ 課・（ 本）の・ 学者をまない。

3．・ 学（ 学部）、・ ・ 学（ 本）： 年・ 高・ 者等を。・ 学学部・ ・ ・ 学

本 ・ 学者数（ 年・ 高・ 者等を。）を3年・ の中学・ 業者及び中等教育学

・ ・ 課・ ・ ・ 者数で・ し た ・ 。ただし 、・ 学者には、・ 学・ は・ ・ 学の

・ ・ ・ の・ 学者をまない。

4．・ 学： ・ 学学部・ 業者のう ち、・ ちに・ 学に・ 学し た者の ・ （ 学部、

学部は・ ・ 課・ の・ 学者）。ただし 、・ 学者には、・ 学の・ ・ ・ の・ 学

者をまない。

・・・・ ・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・

・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・

・・・女・男・・・・・・

・・・・・・・・・

備考

1．内閣府「 男女におる・ 力にる調査」（ 平成26年）より 作成。

2．・ ・ 的・ ・ ：ったり 、ったり 、・ を・ げたり 、・ ・ し たりるなの・ ・ に・ る・ ・ を・ た。

・ 理的・ ・ ： ・ を・ 定るよう な・ ・ 、 ・ ・ ・ 、・ ・ ・ ール等を・ ・ したり、長 ・  るなの・ ・ 的な

・ がらを・ た、るいは、なた・ しはなたの家・ にがられるのではないと ・ をじるよう な ・ を・ た。

経済的 ・ ： 生 ・ を・ ない、・ 金を・ ・ に・ れる、で働と を ・ れた。

性的 ・ ： ・ がっているのに性的な・ を ・ れた、・ たないルノ ・ 等を・ られた、・ ・ に力し ない。

備考

内閣府調べ。

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ にににに・・・・ たたたた ・・・・・・・・ のののの・・・・ ・・・・ 

・・ ・・女・ ・・・ ・・・・・・

男女・・

備考

・ 部学省「 学・ 基本調査」より 作成。

・・・・ ・・・・ にににに・・・・ めめめめ・・・・ ・・・・  のののの・・・・ ・・・・ 

・女・・ ・・・ ・

・ ・・・・・

備考

1．総務省「 平成27年学 ・ ・ 調査報・ 」、O  “ a n S en e and Te hnolo  Ind ator ”     よ

り 作成。

2．日本の数値は、2015（ 平成27）年3月31日・ 在の数値。国は2014（ 平成26）年、その他の国

は2013（ 平成25）年値。推定値、・ 定値を。

3.6

9.7 4.2

3.5 2.9

82,099

14,692

33,736

901

14,864

16,688

40,705

1,135

17,662

19,131

47,107

1,958

20,941

49,849

2,002

21,821

22,640

57,236

2,223

53,134

2,379

43,004

1,412

36,475

806
49,329

52,145
58,528

62,078
68,196

72,792
77,334

6.8
76.1

14.0 72.1

13.1 80.5

13.5

89,490
3,554

25,250

60,686

99,961
5,104

30,060

64,797

102,963
5,213

31,85531,855

65,89565,895



・・・・ ・・・・ 

・・・・・・・・・・・共・・・・

・・内・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・























 97.0

96.2

55.4

47.4

14.8
9.3
5.8

52.9

42.1

13.3

2.4 2.4



・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ 社会社会社会社会 ・・・・ ・・・・

男女共同参画・会・・・・・・・・・・・

・・男女共同参画・会・・・・・ ・・・・・共・・・・

・・・

・・・・ のののの・・・・ ・・・・

・・・ 男女共同参画

・画・

・・・ ・・・ 男女共同

参画・会・

・ ・・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・

・・・ 男女共同参画

・会・・・

・・・・・

・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・

男女共同参画・会・

・

男女共同参画・
・会共・・・・

・・・・・・
・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ 

・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ 社会社会社会社会
・・・・ ・・・・ ためのためのためのための
・・・・ のののの・・・・

・・・・ ・・ ・

男女・・・会

・・・・・・・


社会社会社会社会にににに・・・・ ・・・・ ・・・・ 
・・・・ ににににのののの・・・・ ・・・・

男女・・・・

・男女・
男・女・・

・・・会

・・・

・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・

男女・会・・・

・・・・・参画会・

・・

・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・ ・・・・ のののの ・・・・ ・・・・ 

男女・・・・ ・・・会
・・・・・・

・・ ・・・・

・・・・ ・・・・ にににに ・・・・ とととと ・・・・ のののの ・・・・ のののの・・・・ ・・・・

5

・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・  

・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・ ・・・・ にににに ・・・・ のののの・・・・ ・・・・ にににに・・・・ ・・・・

男女共同参画・会・・・画・・・・・・・男女共同参画・画閣議・・
・・ ・画・・ ・画・推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・

 男女・・・・・・・
・・・・・・・・
・会

 男女・・・・・・・・・
・・会

 男・・・ ・・ ・・・・・・
・・・・・・男女共・・
・・・・・会・・・・
・会

 男女共同参画・・・ ・
・・ ・・・・会

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・男・・・・・

・・・・・ ・

・・・・目指社会 ・の・・・・ ・・・・・

・ ・ 
・・女・
・

 男・・・ ・・ ・・・女・・
 ・・・・・・ ・女・参画・
 ・・・男女共同参画推進・・・・・
 ・・・・ ・・・・ 男女共同参画推進
 ・・・男女共同参画推進

・ ・ 
・・・・・・

 ・・・女・・・・
 女・・・・・
 ・・・・・・・・・女・・・・・・・

・ ・ 
男女共同参画・会・・
・・・・

 男女共同参画・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・進
 男女共同参画・・・・・・・・・・
 男女共同参画・ ・・・・

・ ・ 
推進・・・・・・

・・内・・ ・男女共同参画・・・・・画・・
・・・・・・・ ・議・
・・・・共・・・ ・・・ ・・・

女・・・・・推進・・女・ ・推進・・・・・・・会・・

・・・・・・女・・・・・・・・・・・ 
・・・ 女・・・・・推進・・・会・・・

�女・・・・進・会・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・
�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
�女・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・画・・・・・・・・
・・・・・

参・女・・推進・

・・・・ ・・・・ ・・・・ のののの ・・・・

のののの・・・・

・女・・・・・推進・・・ ・閣議・・
・・・共・・・・府・・・・・ ・・・・ ・・・内女・・・・・推進画・・・ ・

・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ のののの ・・・・ ・・・・

・・・・・・画・・・・
・・・・共・・・ ・・・ ・・・
・・・・・ ・・・ ・・ ・
・・・・・・・・・ ・・・

�女・・・・・・・・・・
参・・・・・ 女・ ・・・  ・・・・男女

 ・・・・・  女・ ・・・・ ・
�・・・・・・・・・・・・・・・内・内・
・・・・・画・・・・・・・・・・・・・・・・ ・
�女・・・・・・
・・・・・・・・・・・

・・・・ ・・・・ のののの・・・・ ・・・・ ・・・・ にににに ・・・・ ・・・・ ・・・・ ためのためのためのための・・・・ ・・・・ ・・・・

・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・共・・・・・・・・・
・女・ ・推進・・議・議会・・・



・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・  のののの・・・・ ・・・・ のののの・・・・ 

・・の・ ・・の・

6

・ ・・・・・・・・・・・
・ ・・・・ 会議
・ ・・画・

・・・
・・・・画推進・・・・
・・・・画推進会議

・
連
・
・

・
・

・・・
・内・・画・
・・女・・会・・

・連・・会女・ ・・・・・ ・ ・・・

・連・・・・・ ・・会議
・連・・・・ ・ ・・・

・・・

・・・ ・内・・画 ・・・・ ・

・・・ ・・・・

・連・・・・・会議・・・ ・・
・・・・・

・・・
男女・・会・・・・・
女・ ・・・・・ ・・

・・・
・・・・画推進・・ ・・・・・・
・・・・画推進・・・会議

・・・ ・・・・・・内・・画・

・・・ 女・ ・・・・・・・・・・ ・・・ 議

・連・・・会・会
・連 ・会・・会・・・ ・・・・・・
・・・・・・・・・

・・・

・・・ ・ ・・・・

・ ・・ ・会議・・画・ ・・・
男女共同参画・・男女共同参画・議会・・・男女共同参画推進・・・・
女・ ・・・・・・・・・・ ・・・・ 議

・・女・会議・・・・・・・・・
・・・・・・・

・・・ ・ ・・・・ ・・・ ・・

・・・
男女共同参画推進連携会議・・
男女共同参画・・

・・・
男女共同参画・議会・・・・
男女・・会・・・・
・・・・ ・・

・・・
男女共同参画・会・・・・・・
・・・・・・・・ ・・・・・・

・連・・・会女・・会議
・・・ ・・・・・・推進
女・・ ・・
女・・・・・・・・ ・連・・・ 議・・

・・・ 男女共同参画・画閣議・・

・・・

男女共同参画会議・・
男女共同参画・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・男女共同参画・
・・・・・・・・閣議・・

・・・ 女・・・・会

・・・

女・・推進男女共同参画推進・・・・
・・ ・会・ ・・・・・・
女・ ・・・・・・・・・・ ・・・・ 議
・・・ ・・ ・推進・・・・・

・・・
女・・ ・・・・・・・・男女共同参画推進・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・

・連・閣・会 ・・・
男女共同参画・画・・閣議・・
女・・・

・・・

・・議会・女・・・・進男女共同参画推進・・・・
男女・・会・・・・
・男女共同参画・・・・会
女・・・

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・
・・ ・・・ ・・ ・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・推進・・
・・・

・・・ 女・参画・男女共同参画推進・・・・

・・・
男女共同参画・・
・・・ ・・・
女・ ・・・・・・・・・・ ・・・ 議

・連・・会 ・・・

・女・会
・男女共同参画・・・会
・・・・・・・・・・・・・・推進・・
・・・
・・男女共同参画・画閣議・・

・・・・ ・・・

・・連・・・会・・ ・・・
女・・議 ・

・・・ 女・・・進・・・画・

・・・
・・・女・ ・推進・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・ ・・・・・・・・閣議・・・女・・推進・

・・連・・・会・・ ・・・
女・・議 ・

・・・
・・ ・・・・・・・・・閣議・・女・・会・・
女・・会・・

・連・・会・・連・・・会

・・連・ ・会議・・・・・ ・・・
・・・・・ ・
・・ ・・・・・
・・・・女・女・・・・・

・・・

女・ ・ ・・・・・・
女・・会・・
女・・・・・推進・・・・
・・男女共同参画・画閣議・・
女・・・・・・・・ ・・画・

・・・

女・ ・・・・・・・・・・ ・・・・ 議
女・・・・・推進・・・・・
女・ ・ ・・・・・・
女・・推進・・・ ・



男・・・・

・・・・・

内閣府男女共同参画・
・ ・・・・・ ・・ 

・・







�



�

0    20    40    60    80 100

・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

女・・

男・・

男・・・・・・
・男・・・・

・・

・女・・・・
女・・・・・・



0    20    40    60    80 100

・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

女・・

男・・

・・

内・

内・
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2.5 0.1 2.3

2.6 0.1 2.8

2.4 0.4 2.6

3.6 0.2 2.2

3.8 0.4 1.7 

3.4 0.3 1.6 

3.4 0.4 1.8 

2.5 0.2 2.6 

4.4 0.6 0.8 

12.3  63.3           19.5

13.1 63.6 17.7

12.9 62.1 19.5

12.7 61.2 20.1

11.4 61.8 20.9 

9.7 61.9 23.2 

10.8 59.1 24.6 

12.7 62.1 19.8 

8.7 55.6 30.0 

14.8 32.1 6.1 27.0 20.0 

12.7 32.5 5.9 27.4 21.5 

13.8 31.0 28.7 23.4 
3.2

10.6 30.7 31.3 23.8 
3.6

12.9 38.7 27.9 17.2 
3.3

31.8 40.8 7.1 16.1
4.3 
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

12.5 32.1 6.0 33.3 16.1 

11.2   32.0   5.1  34.2   17.4 

14.2 32.3     7.0 32.0     14.5
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